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シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
論
攷 

鈴
木
　

滿

〔
初
め
に
〕

　

論
者
は
民
話
〔
＝
昔
話
〕
を
基
と
し
て
文
人
に
よ
り
物
語
に
仕
立
て
ら
れ
た
シ
ン
デ
レ
ラ
譚
を
主
と
し
て
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
を
紹

介
、
か
つ
、
物
語
に
投
影
さ
れ
た
文
化
を
理
解
す
る
た
め
で
き
る
だ
け
注
を
施
し
て
み
た
。
こ
う
し
た
、
口
承
文
芸
研
究
者
に
は
お
そ

ら
く
ほ
と
ん
ど
不
要
で
は
あ
ろ
う
が
、
一
般
の
方
方
に
と
っ
て
は
け
っ
こ
う
新
知
識
と
い
っ
た
性
質
の
解
説
が
こ
の
物
語
の
分
析
に
ど

れ
ほ
ど
役
立
つ
か
は
分
か
ら
な
い
。
と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
ア
ン
ナ
・
ビ
ル
ギ
ッ
タ
・
ル
ー
ト
が
い
み
じ
く
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
物

語
の
研
究
と
い
う
題
目
に
関
し
て
は
、
多
く
の
異
な
っ
た
見
解
が
提
唱
さ
れ
得
る（

（
（

」。
も
っ
と
も
、
物
語
の
全
分
野
と
生
涯
の
研
究
、

す
な
わ
ち
物
語
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
の
研
究
を
第
一
義
と
し
た
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
孤
立
し
た
話
型
で
は
な
く
、
一
纏
ま
り
の
、
相

互
に
関
連
あ
る
話
型
を
研
究
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
強
調
し
て
已
ま
な
か
っ
た
Ｃ
・
Ｗ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ド
ウ（

（
（

か
ら
す
れ
ば
、

「
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
」
と
い
う
一
つ
の
話
型
の
、
そ
れ
も
民
話
を
素
材
と
し
た
物
語
を
並
べ
て
些
細
な
事
項
ま
で
あ
げ
つ
ら
っ
た
小
論

は
、
莫
迦
げ
た
、
非
実
用
的
な
作
業
に
過
ぎ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
的
外
れ
で
ち
っ
ぽ
け
な
努
力
も
ひ
ょ
っ
と
し
て
獅
子
に
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対
す
る
小
鼠
の
貢
献
ほ
ど
に
な
る
ま
い
も
の
で
も
な
か
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
文
献
と
し
て
今
に
残
っ
て
い
る
九
世
紀
唐
代
の
完
全
な
シ

ン
デ
レ
ラ
物
語
の
原
文
、
訓
読
文
、
訳
文
に
は
、
口
承
文
芸
お
よ
び
関
連
分
野
研
究
に
ご
専
門
の
向
き
も
ま
ず
は
ま
あ
ご
流
覧
く
だ

さ
っ
て
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
ご
示
教
を
戴
け
れ
ば
幸
い
、
と
存
ず
る
し
だ
い
。

　

さ
て

─
。

　

ア
メ
リ
カ
の
民
俗
学
者
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
の
口
承
文
芸
研
究
家
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ン
（
一
八
八
五
─
一
九
七
六
）
が
そ
の

著
『
民
間
説
話
』T

he Folktale

（
（
（

で
、
全
世
界
に
亘
っ
て
汎
く
知
ら
れ
て
い
て
大
量
の
資
料
が
あ
り
な
が
ら
、
系
統
付
け
ら
れ
て
い
な

い
た
め
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
今
後
の
研
究
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る（

（
（

六
つ
の
話（

（
（

の
中
に

「
シ
ン
デ
レ
ラ
（
灰
か
ぶ
り
娘
）
が
あ
る
。

　
『
シ
ン
デ
レ
ラ
』
と
題
し
て
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
の
最
初
の
重
要
な
収
集
を
行
っ
た
の
は
英
国
の
マ
リ
ア
ン
・
ロ
ウ
ル
フ
・
コ
ッ
ク
ス

（
一
八
六
〇
─
一
九
一
六
）（

（
（

で
あ
る
。
た
だ
し
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
英
国
に
は
地
物
の
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う

で
、
英
国
現
行
の
話
は
ペ
ロ
ー
の
「
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
」（
後
述
）
の
移
入
で
あ
る
。
次
い
で
小
論
冒
頭
に
そ
の
名
を
挙
げ
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
ア
ン
ナ
・
ビ
ル
ギ
ッ
タ
・
ル
ー
ト
（
一
九
一
九
─
二
〇
〇
〇
）
の
研
究
『
シ
ン
デ
レ
ラ
・
サ
イ
ク
ル
』（

（
（

が
出
て
い
る
。
こ
れ
は

Ａ
・
Ｂ
・
ル
ー
ト
が
師
事
し
た
Ｃ
・
Ｗ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ド
ウ
の
拠
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
の
立
場
か
ら
、
正
規
の
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
の

み
で
は
な
く
、「
シ
ン
デ
レ
ラ
・
サ
イ
ク
ル
」
に
属
す
、
と
Ａ
・
Ｂ
・
ル
ー
ト
が
考
え
た
五
つ
の
話
型
を
巻
頭
に
掲
げ
て
比
較
の
手
法

を
用
い
か
つ
総
合
的
に
分
析
し
た
論
文
で
あ
る
。
ち
な
み
に
Ａ
・
Ｂ
・
ル
ー
ト
は
「
最
初
、
マ
リ
ア
ン
・
ロ
ウ
ル
フ
・
コ
ッ
ク
ス
の

『
シ
ン
デ
レ
ラ
』
を
読
ん
だ
時
、
私
は
、
収
集
さ
れ
た
多
量
の
資
料
と
、
ミ
ス
・
コ
ッ
ク
ス
が
三
四
五
以
上
の
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
を
再

話
し
て
い
る
、
そ
の
伎
倆
と
完
璧
さ
と
に
深
く
感
銘
を
受
け
た（

（
（

」
と
記
し
て
い
る
。
日
本
で
は
『
世
界
の
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
』（

（
（

と
し
て

山
室
静
に
詳
し
い
論
考
が
あ
る
。
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フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
民
俗
学
者
ア
ン
テ
ィ
・
ア
ー
ル
ネ（

（（
（

（
一
八
六
七
─
一
九
二
五
）
が
一
九
一
〇
年
出
版
し
た
〔
い
か
に
も
律
儀
な
題

名
の
〕
業
績
『
専
門
領
域
に
お
け
る
知
友
各
位
の
ご
支
援
を
受
け
し
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
話
型
索
引
』V

erzeichnis der M
ärchentypen m

it 

H
ülfe von Fachgenossen

（
ド
イ
ツ
語
）
を
前
記
Ｓ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
が
英
訳
、
更
に
増
補
改
訂
し
た
『
民
話
の
話
型
』T

he T
ypes 

of the Folktale

は
一
九
二
八
年
に
完
成
し
た
が
、
Ｓ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
は
こ
れ
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
更
に
膨
大
な
民
話
を
集
め
、

類
別
し
て
、
更
に
改
訂
増
補
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
分
量
は
十
倍
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
こ
れ
が
現
在
あ
る
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン

『
民
話
の
話
型
』
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
Ａ
Ｔ（

（（
（

（A
arne/T

hom
pson

）。
こ
こ
で
は
上
記
の
よ
う
に
シ
ン
デ
レ
ラ
型
は
五
一
〇
Ａ
と
整

理
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
五
一
〇
は
「
シ
ン
デ
レ
ラ
と
藺
草
頭
巾
」
で
、
五
一
〇
Ｂ
は
「
黄
金
の
ド
レ
ス
、
白
銀
の
ド
レ
ス
、
星

星
の
ド
レ
ス
（
藺
草
頭
巾
）」
で
あ
る
。

　

た
だ
し
Ａ
Ｔ
の
更
な
る
増
補
改
訂
版
が
二
〇
〇
四
年
に
新
た
に
出
た
。
Ａ
Ｔ
Ｕ（

（（
（

と
略
し
て
お
く
。
こ
れ
が
ハ
ン
ス
＝
イ
ェ
ル
ク
・
ウ

タ
ー
『
国
際
的
民
話
の
話
型
』H
ans-Jörg U

ther: T
he T

ypes of International Folktales

で
あ
る
。
こ
ち
ら
で
は
五
一
〇
「
シ

ン
デ
レ
ラ
と
驢ポ

ー
・
ダ
ー
ヌ

馬
皮
」

（
（（
（

、
五
一
〇
Ａ
「
シ
ン
デ
レ
ラ
（
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ー
ラ
、
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
、
ア
ッ
シ
ェ
ン
プ
ッ
テ
ル
）」（

（（
（

、
五
一
〇

Ｂ
「
驢ポ

ー
・
ダ
ー
ヌ

馬
皮
」（
以
前
の
〔
す
な
わ
ち
Ａ
Ｔ
に
お
い
て
は
〕「
黄
金
の
ド
レ
ス
、
白
銀
の
ド
レ
ス
、
星
星
の
ド
レ
ス
（
藺
草
頭
巾
）」）（

（（
（

、

と
分
類
さ
れ
、
五
一
〇
Ｂ
＊
「
箱
の
中
の
王
女
」（

（（
（

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｔ
Ｕ
五
一
〇
Ａ
「
シ
ン
デ
レ
ラ
（
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ー
ラ
、
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
、
ア
ッ
シ
ェ
ン
プ
ッ
テ
ル
）」
の
筋
〔
英
語
の
記
述
か
ら

邦
訳
〕

　

あ
る
乙
女
が
継
母
と
継
姉
妹
た
ち
に
苛
め
ら
れ
、
召
使
い
に
さ
れ
て
灰
の
中
で
暮
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
姉
妹
た
ち
と
継
母
が
舞
踏
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会
に
行
く
時
、
彼
女
ら
は
シ
ン
デ
レ
ラCinderella

〔「
灰
だ
ら
け
っ
子
」
ほ
ど
の
意
の
綽
名
。cinder

（
灰
）＋ el （
縮
小
語
尾
）＋a

（
女
性
形
）〕
に
不
可
能
な
仕
事
（
た
と
え
ば
、
灰
か
ら
豆
を
選
り
出
す
）
を
命
じ
る
。
乙
女
は
そ
の
難
題
を
鳥
た
ち
の
助
け
で
果
た

す
。
美
し
い
衣
装
を
何
か
超
自
然
的
存
在
、
あ
る
い
は
亡
き
母
の
墓
に
生
え
た
樹
木
か
ら
も
ら
い
、
名
を
知
ら
れ
ず
に
舞
踏
会
に
出

る
。
王
子
が
乙
女
に
対
す
る
恋
に
落
ち
る
が
、
彼
女
は
早
め
に
舞
踏
会
を
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
じ
こ
と
が
次
の
晩
に
も
起

こ
る
。
し
か
し
、
三
晩
目
に
彼
女
は
靴
を
片
方
失
く
す
。

　

王
子
は
、
靴
が
ぴ
っ
た
り
合
う
女
性
と
だ
け
結
婚
し
よ
う
、
と
決
意
す
る
。
継
姉
妹
た
ち
は
そ
の
靴
に
足
が
う
ま
く
入
る
よ
う
に
、

自
分
た
ち
の
足
を
一
部
分
切
り
落
と
す
。
一
羽
の
鳥
が
こ
の
ご
ま
か
し
に
注
意
を
促
す
。
初
め
王
子
に
隠
さ
れ
て
い
た
シ
ン
デ
レ
ラ
が

靴
を
試
し
、
そ
れ
が
ぴ
っ
た
り
合
う
。
王
子
は
彼
女
と
結
婚
す
る
。

　

な
お
小
論
に
お
け
る
〔　
　
　

〕
内
は
注
に
お
け
る
そ
れ
も
含
め
て
論
者
の
補
足
で
あ
る
。

〔
二
〕
ロ
ド
ペ
ー
の
伝
説

　

ギ
リ
シ
ア
人
の
大
地
理
学
者
ス
ト
ラ
ボ
ン（

（（
（

（
？
前
六
三
─
紀
元
二
一
／
二
三
）
が
著
書
『
地ゲ

オ
グ
ラ
フ
ィ
カ

理
誌
』
で
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
に
よ
っ
て
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

他
の
二
つ
よ
り
遙
か
に
小
型
だ
が
、
遙
か
に
多
額
の
費
用
を
要
し
た
、
と
の
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
つ
い
て
の
ス
ト
ラ
ボ
ン
の

記
事（

（（
（

。
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（
前
略
）
石
は
遠
方
か
ら
運
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
エ
チ
オ
ピ
ア
地
方
の
山
か
ら
出
し
、
材
質
が
硬
く
加
工
し
難
い
た
め
工

事
は
ひ
じ
ょ
う
に
高
く
つ
い
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
あ
る
遊
女
の
墓
で
愛
慕
者
た
ち
が
築
い
た
、
と
い
う
。
叙
情
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
は
こ
の
遊
女
を
ド
リ
カ
と
呼
ん
で
、
自

分
の
兄
弟
カ
ラ
ク
ソ
ス
か
ら
恋
さ
れ
て
い
た
女
人
だ
と
し
、
兄
弟
の
方
は
レ
ス
ボ
ス
酒
を
ナ
ウ
ク
ラ
テ
ィ
ス
市
へ
運
ん
で
来
て
商
売
を

し
て
い
た
、
と
し
て
い
る
が
、
女
人
の
方
を
ド
ロ
ピ
ス
〔
マ
マ
〕
と
い
う
名
で
呼
ぶ
人
び
と
も
い
る
。

　

伝
説
も
あ
っ
て
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
女
人
が
入
浴
し
て
い
る
折
一
羽
の
鷲
が
履
物
の
一
方
を
侍
女
の
手
か
ら
掠
う
と
メ
ン
ピ
ス
ま

で
運
ん
で
行
っ
た
。
そ
し
て
、
王
が
野
天
で
裁
き
を
下
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
鳥
は
王
の
頭
上
へ
来
る
と
そ
の
履
物
を
王
の
膝
へ
落
と
し

た
。
王
は
履
物
の
格
好
の
良
さ
と
不
思
議
な
出
来
ご
と
に
心
動
い
て
地
方
へ
使
い
を
や
り
、
こ
れ
を
履
い
て
い
た
当
人
を
探
さ
せ
た
。

　

女
人
は
ナ
ウ
ク
ラ
テ
ィ
ス
の
市
で
見
つ
け
出
さ
れ
、
伴
わ
れ
て
都
へ
上
る
と
王
の
妻
と
な
り
、
死
後
こ
の
墓
を
造
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

以
下
は
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
に
よ
る
当
該
伝
説
の
紹
介
。

　

彼
女
〔
ロ
ド
ペ
ーRhodope

〕
が
沐
浴
を
し
て
い
た
時
、
一
羽
の
鷲
が
彼
女
の
靴
の
片
方
を
攫さ

ら

い
、
メ
ン
フ
ィ
ス
〔
上
・
下
エ
ジ

プ
ト
王
国
の
う
ち
下
エ
ジ
プ
ト
の
大
都
。
エ
ジ
プ
ト
古
王
国
時
代
の
首
都
。
カ
イ
ロ
の
南
方
に
あ
っ
た
〕
に
持
っ
て
行
っ
た
。
こ
こ
で

エフ

ァ

ラ

オ

ジ
プ
ト
王
が
戸
外
〔
＝
公
明
正
大
な
裁
き
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
衆
人
が
視
聴
で
き
る
場
所
〕
で
裁
判
を
行
っ
て
い
た
。
す
る
と

鷲
は
エフ

ァ

ラ

オ

ジ
プ
ト
王
の
膝
へ
靴
を
投
げ
込
ん
だ
。
こ
の
椿
事
と
靴
の
繊
細
さ
に
勃
然
と
心
動
か
さ
れ
た
エフ

ァ

ラ

オ

ジ
プ
ト
王
は
全
土
に
命
令
を
下

し
、
こ
の
靴
に
合
う
美
し
い
足（

（（
（

を
探
さ
せ
た
。
そ
し
て
ナ
ウ
ク
ラ
テ
ィ
ス
市
〔
エ
ジ
プ
ト
北
部
ナ
イ
ル
河
大
三デ

ル

タ
角
州
に
あ
っ
た
古
代
ギ

リ
シ
ア
の
殖
民
都
市
〕
で
ロ
ド
ペ
ー
が
発
見
さ
れ
、
エフ

ァ

ラ

オ

ジ
プ
ト
王
の
妃
と
さ
れ
た
。
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ロ
ド
ペ
ー
、
あ
る
い
は
ロ
ド
ピ
ス
に
つ
い
て
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
大
歴
史
家
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
？
前
四
八
四
─
四
二
四
）
が
そ
の
著

『
歴

ヒ
ス
ト
リ
ア
イ
史
』

（
（（
（

（
二
巻
一
三
四
─
一
三
五
節
）
で
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
美
貌
一
世
に
轟
い
た
前
六
世
紀
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
白し

ら

拍び
ょ
う

子し

（
高ヘ

タ

イ

ラ

級
遊
女
）
で
あ
る
。
生
ま
れ
は
ト
ラ
キ
ア
だ
が
サ
モ
ス
島
の
金
持
ち
に
売
ら
れ
、
や
が
て
や
は
り
サ
モ
ス
島
人
に
伴
わ
れ

て
エ
ジ
プ
ト
に
到
来
、
こ
の
地
で
名
高
い
閨
秀
詩
人
サ
ッ
フ
ォ
ー
の
兄
弟
の
カ
ラ
ク
ソ
ス
に
よ
っ
て
身
請
け
さ
れ
て
自
由
の
身
に
な

り
、
そ
の
後
巨
富
を
蓄
え
た
と
か
。
な
お
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
、
ロ
ド
ペ
ー
が
エフ

ァ

ラ

オ

ジ
プ
ト
王
の
妃
に
な
っ
た
云
云
に
つ
い
て
は
何
も
記
し
て

い
な
い
。

〔
三
〕「
灰ラ
・
ガ
ッ
タ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ー
ラ

だ
ら
け
の
に
ゃ
ん
こ
（
竈
か
ま
ど

猫ね
こ

）」La G
atta C

enerentola

　

十
七
世
紀
の
ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
バ
ジ
ー
レ
著
『
おロ

・
ク
ン
ト
・
デ
リ
・
ク
ン
テ
ィ

話
中
の
お
話
』（
五

イ
ル
・
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ

日
物
語
）

（
（（
（

第
一
日
第
六
話
。

　

ナ
ポ
リ
の
あ
る
大
公
の
一
人
娘
ゼ
ゾ
ッ
ラ
〔
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
の
女
主
人
公
に
固
有
名
詞
が
あ
る
の
は
珍
し
い
〕
は
父
親
に
溺
愛
さ

れ
て
お
り
、
有
能
な
針
仕
事
の
先
生
カ
ル
モ
ジ
ー
ナ
を
つ
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
女
の
先
生
は
令
嬢
を
と
て
も
か
わ
い
が
る
。
大

公
が
再
婚
。
新
し
い
奥
方
は
意
地
悪
で
継
子
を
苛
め
だ
す
。

　

ゼ
ゾ
ッ
ラ
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
カ
ル
モ
ジ
ー
ナ
に
継
母
の
酷
い
仕
打
ち
を
訴
え
、
先
生
が
お
母
様
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
、
と
嘆
く
。
そ

の
う
ち
カ
ル
モ
ジ
ー
ナ
は
令
嬢
に
こ
う
知
恵
を
付
け
る
。

　

今
着
て
い
る
服
を
汚
し
た
く
な
い
か
ら
、
蔵
の
大
き
な
櫃
に
入
っ
て
い
る
古
服
を
出
し
て
欲
し
い
、
と
継
母
に
頼
め
。
継
母
は
継
子

が
み
っ
と
も
な
い
身
な
り
で
い
る
の
が
好
き
だ
か
ら
、
承
知
し
て
衣
装
箱
を
か
き
ま
わ
す
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
間
蓋
を
支
え
て
い
る
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よ
う
に
、
と
言
う
だ
ろ
う
。
継
母
が
首
を
つ
っ
こ
ん
で
い
る
時
、
蓋
を
落
と
し
て
、
首
を
折
っ
て
し
ま
え
。
そ
れ
か
ら
父
親
に
、
先
生

を
お
母
様
に
し
て
、
と
願
え
、
と
。

　

ゼ
ゾ
ッ
ラ
は
や
が
て
先
生
の
指
示
通
り
に
継
母
を
殺
す
こ
と
に
成
功
。
更
に
父
親
に
し
き
り
に
頼
ん
で
、
カ
ル
モ
ジ
ー
ナ
を
奥
方
に

迎
え
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
折
、
ゼ
ゾ
ッ
ラ
が
独
り
で
露
台
に
い
る
と
、
一
羽
の
鳩
が
飛
ん
で
来
て
、
願
い
事
が
あ
っ
た
ら
、
サ
ル

デ
ィ
ー
ニ
ャ（

（（
（

の
妖
精
鳩
に
言
伝
す
れ
ば
、
そ
れ
が
叶
う
、
と
言
う
。

　

カ
ル
モ
ジ
ー
ナ
は
一
週
間
ほ
ど
は
ゼ
ゾ
ッ
ラ
を
ち
や
ほ
や
す
る
が
、
や
が
て
隠
し
て
い
た
六
人
の
娘
を
連
れ
込
み
、
大
公
に
巧
み
に

取
り
入
ら
せ
る
。
大
公
は
こ
の
女
た
ち
に
か
ま
け
、
ゼ
ゾ
ッ
ラ
を
か
わ
い
が
ら
な
く
な
る
。
す
る
と
彼
女
の
立
場
は
急
転
直
下
ど
ん
底

に
落
ち
、
台
所
の
竈か

ま
ど

の
傍
で
ぼ
ろ
を
着
て
働
か
さ
れ
る
始
末
で
、
竈か

ま
ど
ね
こ猫
（（

（（
（

ラ
・
ガ
ッ
タ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ー
ラLa Gatta 

Cenerentola

（
（（
（

）
と
い
う
綽
名
が
付
く
。

　

あ
る
時
大
公
は
政
務
で
サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島
へ
赴
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
出
発
前
に
六
人
の
義
理
の
娘
た
ち
に
、
土
産
に
何
が
欲

し
い
か
、
訊
ね
る
。
最
後
に
、
つ
い
で
と
い
っ
た
調
子
で
、
実
の
娘
に
も
質
問
す
る
。
ゼ
ゾ
ッ
ラ
は
、
妖
精
鳩
に
自
分
の
こ
と
を
伝

え
、
何
か
戴
け
ま
す
か
、
と
言
っ
て
欲
し
い
、
と
頼
む
。
大
公
は
サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
で
公
務
を
済
ま
せ
、
六
人
の
義
理
の
娘
た
ち
へ
の

土
産
物
を
調
え
、
船
に
乗
り
込
む
。
と
こ
ろ
が
船
は
ど
う
し
て
も
港
か
ら
出
ら
れ
な
い
。
疲
れ
き
っ
た
船
長
の
夢
に
、
妖
精
が
現
れ
、

大
公
が
実
の
娘
と
の
約
束
を
守
ら
な
い
か
ら
船
が
出
な
い
の
だ
、
と
告
げ
る
。
船
長
が
大
公
に
こ
の
旨
を
伝
え
る
と
、
大
公
は
狼
狽
し

て
妖
精
の
洞
窟
を
訪
ね
、
娘
の
挨
拶
を
言
伝
し
、
何
か
お
土
産
を
、
と
願
う
。
洞
窟
か
ら
美
し
い
乙
女
が
現
れ
、
私
に
縋
っ
て
元
気
を

出
す
よ
う
、
娘
さ
ん
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
、
と
言
い
、
金
色
の
棗な

つ
め

椰や

し子
の（

（（
（

木
、
シ
ャ
ベ
ル
、
缶
、
絹
の
ハ
ン
カ
チ
を
く
れ
る
。

　

父
親
か
ら
こ
れ
ら
を
受
け
取
っ
た
ゼ
ゾ
ッ
ラ
は
驚
喜
し
て
、
植
木
鉢
に
棗
椰
子
を
植
え
、
毎
日
水
を
や
り
、
ハ
ン
ケ
チ
で
拭
く
。
四

日
す
る
と
、
木
は
女
性
く
ら
い
の
丈
と
な
る
。
そ
し
て
木
か
ら
妖
精
が
出
て
来
て
、
望
み
を
訊
く
。
そ
し
て
呪
文
を
教
え
て
く
れ
る
。
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こ
れ
を
唱
え
る
と
、
ゼ
ゾ
ッ
ラ
が
欲
し
い
物
は
何
で
も
出
て
来
る
し
、
ま
た
、
戻
し
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

お
祭
が
あ
る
。
カ
ル
モ
ジ
ー
ナ
の
六
人
の
娘
た
ち
は
着
飾
っ
て
出
か
け
る
。
ゼ
ゾ
ッ
ラ
は
呪
文
を
唱
え
、
女
王
の
よ
う
な
衣
装
を
纏

い
、
十
二
人
の
従
僕
を
従
え
て
、
白
馬
に
乗
っ
て
行
く
。
義
理
の
姉
妹
た
ち
は
だ
れ
だ
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
こ
の
乙
女
の
美
し
さ
を

羨
む
。
折
し
も
王
が
そ
こ
に
居
合
わ
せ
る
。
王
は
乙
女
に
一
目
惚
れ
し
、
供
の
者
に
命
じ
て
、
跡
を
つ
け
て
名
前
と
住
ま
い
を
見
つ
け

る
よ
う
に
、
と
言
う
。
ゼ
ゾ
ッ
ラ
は
金
貨
を
一
摑
み
投
げ
て
、
召
使
い
が
そ
れ
を
拾
っ
て
い
る
間
に
逃
げ
る
。
王
は
怒
る
。

　

次
の
祭
。
ゼ
ゾ
ッ
ラ
は
従
者
と
お
小
姓
付
き
の
六
頭
立
て
の
馬
車
で
出
か
け
る
。
王
に
命
じ
ら
れ
た
召
使
い
が
追
っ
て
来
る
と
、
ゼ

ゾ
ッ
ラ
は
真
珠
と
宝
石
を
一
握
り
投
げ
て
、
召
使
い
が
そ
れ
を
拾
っ
て
い
る
間
に
逃
げ
る
。
王
は
激
怒
し
て
、
次
に
行
方
を
突
き
止
め

な
い
と
、
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
せ
る
、
と
召
使
い
を
脅
す
。

　

三
回
目
の
祭
。
大
勢
の
従
僕
を
従
え
、
黄
金
の
馬
車
に
乗
っ
た
ゼ
ゾ
ッ
ラ
。
し
か
し
、
引
き
上
げ
る
際
、
王
の
召
使
い
は
そ
の
馬
車

に
縄
で
体
を
く
く
り
つ
け
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
ゼ
ゾ
ッ
ラ
は
馬
車
を
疾
走
さ
せ
る
。
馬
車
は
大
層
揺
れ
、
召
使
い
も
諦
め
る
が
、
ゼ

ゾ
ッ
ラ
の
木ピ

ア

ネ

ッ

ラ

製
の
靴
台
〔（

（（
（

別
段
、
小
さ
い
、
と
は
強
調
さ
れ
て
い
な
い
〕
が
片
方
脱
げ
て
落
ち
て
し
ま
う
。
召
使
い
は
や
む
な
く
こ
れ

を
拾
っ
て
持
ち
帰
り
、
王
に
報
告
す
る
。

　

王
は
布ふ

れ告
を
出
し
、
ナ
ポ
リ
中
の
女
を
王
の
名
の
下
で
催
す
祝
宴
に
招
き
、
宴
が
果
て
る
頃
、
全
員
に
例
の
靴
台
を
履
か
せ
る
。
し

か
し
合
う
者
は
一
人
も
い
な
い
。
そ
こ
で
王
は
、
明
日
も
う
一
度
全
員
が
来
る
よ
う
厳
し
く
命
じ
る
。
そ
こ
で
大
公
が
、
娘
が
も
う
一

人
い
る
が
、
惨
め
な
ろ
く
で
な
し
な
の
で
人
前
に
は
出
せ
な
い
旨
言
上
す
る
と
、
王
は
、
特
に
そ
の
娘
を
連
れ
て
来
る
よ
う
言
い
つ
け

る
。
そ
こ
で
ゼ
ゾ
ッ
ラ
も
翌
日
は
継
母
と
そ
の
連
れ
子
た
ち
と
と
も
に
や
っ
て
来
る
。
靴
台
が
ゼ
ゾ
ッ
ラ
の
前
に
置
か
れ
る
と
、
鉄
が

磁
石
に
吸
い
付
く
よ
う
に
、
ゼ
ゾ
ッ
ラ
の
足
に
飛
び
つ
く
〔
話
し
手
が
靴
台
に
こ
う
し
た
魔
力
を
持
た
せ
た
の
は
頷う

な
ず

け
る
〕。
王
は
ゼ

ゾ
ッ
ラ
と
結
婚
す
る
。
六
人
の
義
理
の
姉
妹
は
妬
み
で
真
っ
青
に
な
っ
て
帰
宅
す
る
〔
こ
の
娘
た
ち
と
カ
ル
モ
ジ
ー
ナ
へ
の
懲
罰
は
別
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段
記
さ
れ
て
い
な
い
〕。

〔
四
〕「
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
、
あ
る
い
は
小
さ
な
ガ
ラ
ス
の
上
履
き
靴
」C

endrillon

（
（（
（ ou la petite pantoufle de verre

（
（（
（

　

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
作
『
過
ぎ
し
昔
の
物
語
あ
る
い
は
お
伽
話
、
な
ら
び
に
教
訓
』
ま
た
の
名
『
鵞
鳥
お
ば
さ
ん
の
お
伽
話
』

（
一
六
九
七
）Charles Perrault: Les H

istoires ou Contes du tem
ps passé. A

vec M
oralitéz 

（=M
oralités

）/Contes de m
a 

m
ère l，

O
ye

（=l，
O

ie
）　
（
＝
い
わ
ゆ
る
「
ペ
ロ
ー
お
伽
話
」・「
ペ
ロ
ー
童
話
」（

（（
（

）
収
録
。

　

ペ
ロ
ー
が
バ
ジ
ー
レ
の
「
灰ラ

・
ガ
ッ
タ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ー
ラ

だ
ら
け
の
に
ゃ
ん
こ
（
竈
猫
）」
を
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
不
明
。
し
か
し
、
ナ
ポ
リ
方
言
の
イ
タ
リ

ア
語
な
の
で
、
仮
に
本
が
入
手
で
き
た
に
し
て
も
そ
れ
を
読
解
し
た
可
能
性
は
少
な
い（

（（
（

。

　

な
お
、
女
主
人
公
は
継
母
が
連
れ
て
来
た
二
人
の
娘
で
あ
る
義
姉
た
ち
に
苛
め
ら
れ
る
が
、
純
真
無
垢
、
優
し
い
性
格
で
あ
り
続

け
、
最
後
に
王
子
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
幸
せ
に
な
っ
て
も
、
義
姉
た
ち
に
復
讐
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
を
大
貴
族
と
結

婚
さ
せ
て
や
る
。
逆
境
に
あ
っ
て
も
め
げ
て
は
な
ら
な
い
が
、
順
風
満
帆
の
境
涯
に
な
っ
て
も
謙
虚
に
ふ
る
ま
う
べ
き
だ
、
と
ペ
ロ
ー

は
倫
理
を
説
い
て
い
る
わ
け
。

　

あ
る
大
貴
族
の
一
人
娘
。
母
が
死
に
、
父
が
再
婚
。
継
母
は
二
人
の
娘
と
と
も
に
邸
に
来
る
。
連
れ
子
た
ち
は
顔
は
綺
麗
だ
が
心
は

良
く
な
い
。
母
娘
は
女
主
人
公
を
虐
待
し
、
下
女
と
し
て
追
い
使
う
。
夜
に
な
っ
て
も
台
所
の
炉
の
灰
の
上
で
寝
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
着
物
の
尻
が
灰
で
汚
れ
る
。
そ
こ
で
邸
で
は
彼
女
を
「
キ
ュ
サ
ン
ド
ロ
ン
」（
灰
尻
っ
子
）
と
呼
ぶ
。
連
れ
子
た
ち
の
う
ち
い

く
ら
か
言
葉
の
丁
寧
な
妹
の
方
は
「
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
」
と
呼
ぶ
。

　

サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
は
父
親
に
訴
え
た
り
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
父
親
は
継
母
の
言
い
な
り
な
の
で
、
却
っ
て
叱
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
察
し
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て
い
た
の
で
。

　

王
宮
で
舞
踏
会
が
催
さ
れ
る
。
王
子
が
国
中
の
身
分
の
高
い
人
た
ち
を
皆
招
待
。

　

継
母
の
連
れ
子
た
ち
は
舞
踏
会
に
行
く
仕
度
の
た
め
、
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
を
手
伝
わ
せ
る
。

　

義
姉
た
ち
が
出
か
け
た
あ
と
、
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
は
泣
き
崩
れ
る
。
す
る
と
女
の
名
付
け
親
（
代
母
）
の
妖フ

ェ精
が（

（（
（

突
然
出
現
、
援
助
を

提
供
し
て
く
れ
る
。
妖フ

ェ精
は
、
魔
法
の
杖
を
使
っ
て
、
南
瓜
か
ら
馬
車
を
、
二
十
日
鼠
た
ち
か
ら
馬
を
、
立
派
な
鬚
を
生
や
し
て
い
る

鼠
か
ら
御
者
を
、
蜥
蜴
か
ら
従
者
を
作
り
出
し
、
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
の
汚
い
服
は
金
糸
銀
糸
の
刺
繍
を
施
し
宝
石
を
鏤
め
た
衣
装
に
し
、

真
夜
中
に
は
戻
る
よ
う
、
十
二
時
を
一
分
で
も
過
ぎ
る
と
皆
元
に
帰
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
と
堅
く
言
い
付
け
る
。
他
に
ガ
ラ
ス
製

上パ
ン
ト
ゥ
フ
ル

履
き
靴
を
く
れ
る
〔
こ
れ
は
何
か
を
変
化
さ
せ
た
の
で
は
な
い
の
で
真
夜
中
を
過
ぎ
て
も
そ
の
ま
ま
存
在
す
る
〕。

　

王
子
は
こ
の
美
女
と
踊
り
、
美
味
し
い
物
を
取
っ
て
く
れ
る
。
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
は
そ
う
し
た
物
を
義
姉
た
ち
に
分
け
て
、
話
相
手
に

す
る
。
十
二
時
十
五
分
前
に
別
れ
を
告
げ
る
。

　

翌
晩
も
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
衣
装
を
着
て
舞
踏
会
に
。
王
子
は
傍
を
離
れ
な
い
。
真
夜
中
を
告
げ
る
鐘
の
音
に
び
っ
く
り
し
た
サ
ン

ド
リ
ヨ
ン
は
慌
て
て
逃
げ
出
し
、
片
方
の
上パ

ン
ト
ゥ
フ
ル

履
き
靴
を
脱
ぎ
捨
て
て
し
ま
う
。

　

そ
の
上パ

ン
ト
ゥ
フ
ル

履
き
靴
に
ぴ
っ
た
り
合
う
足
の
持
ち
主
の
女
性
と
王
子
が
結
婚
す
る
、
と
の
布
告
。

　

国
中
の
娘
が
試
す
が
、
足
の
嵌は

ま
る
者
は
い
な
い
。
最
後
に
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
の
父
の
邸
に
も
靴
が
来
る
。
連
れ
子
た
ち
が
履
く
が
だ

め
。
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
が
嘲
ら
れ
な
が
ら
試
す
。
真
実
が
判
明
。
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
は
持
っ
て
い
た
も
う
片
方
を
も
取
り
出
し
て
履
く
。
そ

こ
へ
妖フ

ェ精
が
現
れ
、サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
の
衣
装
を
素
晴
ら
し
い
も
の
に
変
え
る
。
義
姉
た
ち
は
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
て
謝
る
。
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
は
許
す
。

王
子
と
結
婚
。
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〔
五
〕「
灰
だ
ら
け
の
フ
ィ
ネ
ッ
ト
」Finette C

endron
　

オマ
ダ
ム
・
ド
ー
ノ
ア

ー
ノ
ア
夫
人
作
『
新
小
説
あ
る
い
は
当
世
風
妖
精
た
ち
』（
別
名
『
名
高
き
妖
精
た
ち
』）（

（（
（

（
一
六
九
八
─
）M

m
e de A

ulnoy: 

Contes nouvelles, ou les fées à la m
ode

（Les illustres fées

） 

収
録
。

　

こ
れ
は
両
親
に
捨
て
ら
れ
た
子
ど
も
の
幸
運
譚
と
継
子
出
世
譚
が
接
続
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
う
し
た
物
語
が
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
民

間
に
存
在
し
た
の
で
は
な
く
、
オ
ー
ノ
ア
夫
人
の
思
い
つ
き
に
よ
る
、
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
正
確
に
は
継
子
話
で
も
な
い
。

　

貧
し
い
王
夫
妻
の
三
人
の
王
女
が
捨
て
ら
れ
る
。
二
度
ま
で
は
名
付
け
親
の
妖フ

ェ精
の
力
を
借
り
た
末
妹
フ
ィ
ネ
ッ
ト
〔
シ
ン
デ
レ
ラ

物
語
の
女
主
人
公
に
固
有
名
詞
が
あ
る
の
は
珍
し
い
〕
の
助
け
で
、
無
事
道
を
探
し
当
て
て
家
に
帰
る
。
三
度
目
に
は
姉
た
ち
が
知
恵

を
出
す
が
、
道
し
る
べ
と
し
て
姉
た
ち
が
撒
い
た
豆
は
、
鳥
た
ち
に
啄つ

い

ば
ま
れ
て
無
く
な
り
、
帰
り
道
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

人オ

ー

グ

ル

食
い
鬼
の（

（（
（

城
に
迷
い
込
む
。
フ
ィ
ネ
ッ
ト
の
活
躍
で
人
食
い
鬼
夫
妻
は
殺
さ
れ
、
三
人
の
王
女
は
城
を
乗
っ
取
る
〔
ペ
ロ
ー
の
「
親

指
こ
ぞ
う
」Le Petit Poucet

＋
「
長
靴
を
履
い
た
牡
猫
」Le Chat botté

、
お
よ
び
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
五
番
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

K
H

M
15 H

änsel und Gretel

に
似
た
モ
テ
ィ
ー
フ
〕。

　

し
か
し
姉
二
人
は
フ
ィ
ネ
ッ
ト
を
虐
待
し
、
汚
れ
仕
事
を
押
し
付
け
、「
フ
ィ
ネ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ロ
ン
（
灰
だ
ら
け
の
フ
ィ
ネ
ッ
ト
）」

Finette Cendron 

と
綽
名
す
る
。
自
分
た
ち
だ
け
舞
踏
会
へ
行
く
。

　

フ
ィ
ネ
ッ
ト
は
妖フ

ェ精
の
援
助
で
宝
石
や
美
し
い
衣
装
、
小
さ
い
靴
を
手
に
入
れ
、
や
は
り
舞
踏
会
に
行
く
。
舞
踏
会
一
の
美
女
。
名

を
訊
か
れ
、「
サ
ン
ド
ロ
ン
」
と
名
乗
る
。

　

靴
を
道
で
落
と
す
。
王
子
が
こ
れ
を
拾
い
、
持
ち
主
の
女
性
に
憧
れ
て
恋
煩
い
に
陥
る
。
靴
の
テ
ス
ト
。
フ
ィ
ネ
ッ
ト
と
王
子
の
結
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婚
。
姉
た
ち
へ
の
懲
罰
は
無
い
。
両
親
と
の
再
会
。

〔
六
〕
Ｋカ
ー
ハ
ー
エ
ム

Ｈ
Ｍ
（
い
わ
ゆ
る
『
グ
リ
ム
童
話
集
』）（

（（
（

初
版
第
一
部
（
一
八
一
二
）
二
一
「
灰
か
ぶ
り
」Aschenputtel

　
「
最
も
知
ら
れ
た
も
の
の
一
つ
で
、
至
る
と
こ
ろ
で
語
ら
れ
て
い
る
」（

（（
（

と
い
う
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
の
注
が
付
い
て
い
る
。

　

あ
る
金
持
ち
の
男
の
妻
が
死
ぬ
。
臨
終
に
一
人
娘
を
呼
ん
で
、
死
ん
だ
ら
天
国
か
ら
見
守
っ
て
い
る
〔
援
助
者
・
守
護
者
＝
亡
き
母

親
〕、
墓
〔
亡
骸
を
安
置
し
た
棺
を
人
の
身
の
丈
ほ
ど
の
深
さ
に
埋
め
、
そ
の
上
に
土
を
盛
り
上
げ
、
芝
で
覆
っ
た
も
の
〕
に
木
を
植

え
よ
、
欲
し
い
物
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
揺
さ
ぶ
れ
、
困
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
ら
助
け
を
送
る
、
と
言
う
。
娘
は
そ
の
通
り
に
す
る
。

　

木
が
二
度
目
に
緑
に
な
る
と
、
男
は
再
婚
。
後
妻
は
二
人
の
娘（

（（
（

を
連
れ
子
に
し
て
来
る
。
母
娘
は
三
人
と
も
意
地
悪
で
、
先
妻
の
一

人
娘
を
下
女
同
然
に
追
い
使
う
。
灰
色
の
古
い
上
着
を
着
せ
る
。
夜
に
な
っ
て
も
台
所
の
炉
の
灰
の
上
で
寝
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
服
が
汚
れ
、「
ア
ッ
シ
ェ
ン
プ
ッ
テ
ル
」（

（（
（

（
灰
か
ぶ
り
）
と
綽
名
さ
れ
る
。

　

そ
の
国
の
王
が
王
子
の
花
嫁
探
し
の
た
め
に
三
日
間
舞
踏
会
を
開
く
。
二
人
の
高
慢
な
義
姉
た
ち
も
招
か
れ
る
。
義
姉
た
ち
は
灰
か

ぶ
り
を
呼
び
付
け
、
仕
度
の
手
伝
い
に
こ
き
使
う
。
そ
の
挙
句
、
お
ま
え
も
行
き
た
い
か
、
と
嘲
る
。
灰
か
ぶ
り
は
、
行
き
た
い
が
衣

装
が
無
い
、
と
答
え
る
。
年
上
の
義
姉
は
、
お
ま
え
な
ど
が
来
た
ら
、
自
分
た
ち
が
恥
を
か
く
。
帰
っ
て
来
る
ま
で
に
一
皿
の
扁ひ

ら
ま
め豆
を（

（（
（

選
り
分
け
て
お
け
、
悪
い
豆
が
一
粒
も
な
い
よ
う
に
〔
難
題
〕（

（（
（

、
と
命
じ
て
出
か
け
る
〔
こ
の
場
に
継
母
は
登
場
し
て
い
な
い
〕。

　

義
姉
た
ち
を
見
送
っ
た
灰
か
ぶ
り
は
、
炉
に
豆
を
撒
い
て
、
選
り
分
け
を
始
め
る
。
膨
大
な
量
な
の
で
、
夜
中
ま
で
掛
か
り
、
眠
れ

な
い
だ
ろ
う
、
母
親
が
こ
れ
を
知
っ
た
ら
、
と
嘆
く
。
す
る
と
二
羽
の
白
い
鳩
が
窓
か
ら
入
っ
て
来
て
、
選
る
の
を
手
伝
お
う
か
、
と

灰
か
ぶ
り
に
訊
く
。
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「
え
え
」
と
灰
か
ぶ
り
は
答
え
ま
し
た
。

　

悪
い
の
は
餌
袋
へ

　

い
い
の
は
お
鍋
の
中
へ（

（（
（

　

す
る
と
十
五
分
で
選
り
分
け
が
済
む
。
そ
れ
か
ら
鳩
た
ち
は
こ
う
言
う
。「
灰
か
ぶ
り
、
姉
様
た
ち
が
王
子
様
と
踊
っ
て
い
る
の
を

見
た
い
な
ら
、
鳩
小
屋（

（（
（

に
登
っ
て
ご
ら
ん
」。
灰
か
ぶ
り
が
鳩
小
屋
の
階
段
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
登
る
と
、
大
広
間
の
光
景
が
見
え
る
。

灰
か
ぶ
り
は
下
り
て
来
て
、
辛
い
気
持
ち
で
灰
の
中
に
横
た
わ
っ
て
眠
る
〔
三
日
間
の
舞
踏
会
の
う
ち
一
日
目
は
こ
う
し
て
過
ぎ
、
灰

か
ぶ
り
は
不
参
加
〕。

　

翌
朝
義
姉
た
ち
は
台
所
へ
や
っ
て
来
て
、
灰
か
ぶ
り
を
羨
ま
し
が
ら
せ
よ
う
と
、
舞
踏
会
と
王
子
の
こ
と
を
語
る
。
灰
か
ぶ
り
が
、

自
分
も
鳩
小
屋
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
見
た
、
と
言
う
と
、
年
上
の
義
姉
は
妬
ん
で
、
鳩
小
屋
を
壊
さ
せ
て
し
ま
う
。

　

灰
か
ぶ
り
は
ま
た
義
姉
た
ち
の
仕
度
を
手
伝
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
だ
い
く
ら
か
同
情
心
の
あ
っ
た
年
下
の
義
姉
が
「
灰
か
ぶ
り
、

暗
く
な
っ
た
ら
あ
ん
た
も
出
か
け
て
、
外
の
窓
か
ら
覗
け
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
言
う
。
年
上
の
義
姉
が
、
そ
う
さ
せ
ま
い
と
し
て
、

袋
一
杯
の（

（（
（

蚕そ
ら
ま
め豆
を
明
日
ま
で
選
り
分
け
す
る
よ
う
命
じ
る
。

　

灰
か
ぶ
り
が
炉
の
前
に
坐
っ
て
悲
し
く
選
り
分
け
を
し
て
い
る
と
、
例
の
鳩
た
ち
が
飛
ん
で
来
て
、
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
、
と
言

う
。

　
〔
以
下
繰
り
返
し
〕

　

す
っ
か
り
済
ん
で
し
ま
う
と
、
鳩
た
ち
は
「
灰
か
ぶ
り
、
あ
な
た
も
舞
踏
会
に
出
か
け
て
踊
り
た
い
」
と
訊
く
。
灰
か
ぶ
り
は
、
こ



96

武蔵大学人文学会雑誌　第 43 巻第 2 号

ん
な
汚
い
身
な
り
で
は
出
か
け
ら
れ
な
い
、
と
答
え
る
。
す
る
と
鳩
た
ち
は
こ
う
言
う
。「
お
母
様
の
お
墓
の
木
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、

揺
さ
ぶ
っ
て
、
綺
麗
な
衣
装
が
欲
し
い
、
と
願
い
事
を
な
さ
い
な
。
で
も
、
真
夜
中
に
な
ら
な
い
う
ち
に
戻
る
ん
で
す
よ
」（

（（
（

。

　

そ
こ
で
灰
か
ぶ
り
は
外
へ
出
て
、
木
を
揺
さ
ぶ
っ
て
、
こ
う
言
う
。

　

か
わ
い
い
木
、
ゆ
っ
さ
ゆ
っ
さ
と
揺
れ
と
く
れ
。

　

綺
麗
な
衣
装
を
投
げ
と
く
れ
。（

（（
（

　

唱
え
た
途
端
、
素
晴
ら
し
い
銀
の
衣
装
と
真
珠
、
銀
の
刺
繍
が
付
い
た
靴
下
、
銀
の
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
、（

（（
（

そ
れ
か
ら
そ
の
他
の
付
属
品
が
目

の
前
に
あ
る
。
体
を
洗
っ
て
、
着
替
え
る
と
、
露
に
洗
わ
れ
た
薔
薇
の
よ
う
に
美
し
く
な
る
。
玄
関
を
出
る
と
、
羽
飾
り
を
付
け
た
六

頭
の
黒
馬
の
牽
く
馬
車
が
あ
り
、
そ
の
傍
に
青
と
銀
の
お
仕
着
せ
を
纏
っ
た
従
者
た
ち
が
控
え
て
い
る
。
灰
か
ぶ
り
が
乗
り
込
む
と
、

王
宮
指
し
て
疾
駆
。

　

王
子
は
馬
車
が
止
ま
る
の
を
見
る
と
、
よ
そ
の
国
の
王
女
が
乗
り
つ
け
た
、
と
思
い
、
自
身
馬
車
の
踏
み
段
を
下
ろ
し
、
灰
か
ぶ
り

が
現
れ
る
と
、
王
宮
へ
案
内
す
る
。
だ
れ
も
が
灰
か
ぶ
り
を
讃
嘆
。
王
子
は
灰
か
ぶ
り
を
鄭
重
に
も
て
な
し
、
一
緒
に
踊
り
、
花
嫁
と

し
て
こ
れ
以
上
の
ひ
と
は
い
な
い
、
と
思
う
。
し
か
し
、
真
夜
中
が
来
て
、
時
計
が
十
二
時
を
打
ち
出
す
と
、
灰
か
ぶ
り
は
お
辞
儀
を

し
て
、
こ
れ
以
上
留
ま
れ
な
い
、
と
言
う
。
王
子
が
下
ま
で
案
内
す
る
と
、
馬
車
が
待
っ
て
い
て
、
来
た
時
と
同
様
、
壮
麗
に
去
っ
て

行
く
。

　

灰
か
ぶ
り
は
家
に
着
く
と
、
木
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
こ
う
唱
え
る
。
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か
わ
い
い
木
、
ゆ
っ
さ
ゆ
っ
さ
と
揺
れ
と
く
れ
。

　

衣
装
を
ま
た
ま
た
取
っ
と
く
れ
。（

（（
（

　

そ
し
て
灰
だ
ら
け
の
着
物
を
着
て
、
顔
を
汚
し
、
灰
の
中
で
眠
る
。

　

翌
朝
義
姉
た
ち
は
ぷ
り
ぷ
り
し
て
や
っ
て
来
て
、
黙
っ
た
ま
ま
で
い
る
。
灰
か
ぶ
り
が
〔
実
は
か
ら
か
っ
て
〕
義
姉
た
ち
に
い
ろ
い

ろ
話
す
。

　

こ
れ
で
三
回
目
だ
が
、
灰
か
ぶ
り
は
義
姉
た
ち
の
仕
度
を
手
伝
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ご
褒
美
と
し
て
な
ん
と
、
一
皿
の
豌え

ん
ど
う豆
を（

（（
（

選
り
分
け
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。

　

鳩
と
の
問
答
も
同
じ
。

　

木
へ
の
願
い
事
も
同
じ
。

　

衣
装
は
前
の
物
よ
り
遥
か
に
す
ば
ら
し
く
豪
奢
で
、
べ
た
一
面
黄
金
と
宝
石
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
黄
金
の
刺
繍
を
施
さ
れ

た
靴
下
と
黄
金
の
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴Pantoffel

。
灰
か
ぶ
り
が
こ
れ
を
身
に
つ
け
る
と
、
昼
の
太
陽
の
よ
う
に
光
り
輝
く
。
玄
関
の
前
に
は
、

頭
に
高
い
羽
飾
り
を
付
け
た
六
頭
の
白
馬
の
牽
く
馬
車
と
、
紅
と
黄
金
の
お
仕
着
せ
を
纏
っ
た
従
者
た
ち
が
控
え
て
い
る
。

　

王
宮
で
の
王
子
の
鄭
重
な
も
て
な
し
。
隅
っ
こ
に
立
っ
た
義
姉
た
ち
は
妬
み
で
蒼
白
な
顔
。

　

王
子
は
こ
の
王
女
の
素
性
を
知
り
た
か
っ
た
の
で
、
通
り
に
家
来
を
配
置
し
、
ど
こ
へ
帰
る
か
確
か
め
さ
せ
よ
う
と
し
、
彼
女
が

さ
っ
さ
と
立
ち
去
れ
な
い
よ
う
、
階
段
中
に
松ま

つ
や
に脂
を（

（（
（

塗
ら
せ
て
お
い
た
。
灰
か
ぶ
り
は
王
子
と
踊
り
な
が
ら
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
真
夜
中

の
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
。
踊
っ
て
い
る
最
中
、
鐘
の
響
き
を
耳
に
し
、
び
っ
く
り
し
て
階
段
を
駆
け
下
り
る
と
、
黄
金
の
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
の

片
方
が
階
段
に
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
取
れ
な
い
ま
ま
脱
ぎ
捨
て
、
階
段
を
下
り
た
と
こ
ろ
で
、
十
二
時
が
鳴
り
終
わ
り
、
馬
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車
も
馬
た
ち
も
消
え
て
し
ま
う
。
王
子
は
黄
金
の
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
を
階
段
か
ら
捥も

ぎ
離
し
、
拾
い
上
げ
る
。
し
か
し
何
も
か
も
消
え
て
お

り
、
見
張
り
の
家
来
た
ち
は
、
何
も
見
ま
せ
ん
で
し
た
、
と
答
え
る
。

　

王
子
は
、
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
が
花
嫁
探
し
の
助
け
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
考
え
、
こ
の
黄
金
の
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
が
ぴ
っ
た
り
合
う
女
性
を
花
嫁
に
す

る
、
と
告
知
す
る
。
し
か
し
、
だ
れ
に
も
と
っ
て
も
小
さ
過
ぎ
た
。
い
や
、
二
つ
分
の
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
が
一
つ
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

た
い
て
い
の
人
は
足
さ
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ろ
う（

（（
（

。
と
う
と
う
、
二
人
の
義
姉
た
ち
が
試
す
番
に
な
る
。
二
人
と
も
小
さ

な
美
し
い
足
の
持
ち
主
だ
っ
た
の
で
、
王
子
が
自
分
た
ち
の
許
に
来
て
も
、
ま
ず
い
こ
と
に
は
な
る
ま
い
、
と
喜
ぶ
。
母
親
が
、
も
し

そ
れ
で
も
小
さ
過
ぎ
た
ら
、
小
刀
で
足
を
い
く
ら
か
切
り
落
と
せ
、
と
知
恵
を
付
け
る
。
年
上
の
義
姉
が
自
室
で
試
す
。
爪
先
は
入
る

が
、
踵
が
大
き
過
ぎ
る
。
そ
こ
で
踵
を
切
り
落
と
す
。
王
子
の
と
こ
ろ
に
行
く
。
王
子
は
、
花
嫁
だ
、
と
思
い
、
馬
車
に
伴
い
、
連
れ

て
行
こ
う
と
す
る
。
す
る
と
馬
車
の
屋
根
に
あ
の
二
羽
の
鳩
が
止
ま
っ
て
い
て
、
こ
う
叫
ぶ
。

　

う
し
ろ
を
ご
ら
ん
な
、
う
し
ろ
を
ご
ら
ん
。

　

お
靴
の
中
に
は
血
が
一
杯
。

　

お
靴
が
ち
っ
ち
ゃ
過
ぎ
る
も
ん
。

　

ほ
ん
と
の
花
嫁
、
ま
だ
お
う
ち
。（

（（
（

　

王
子
が
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
に
目
を
向
け
る
と
、
血
が
溢
れ
て
い
る
の
で
、
騙
さ
れ
た
、
と
気
づ
き
、
偽
の
花
嫁
を
家
に
戻
す
。
母
親
が
二
番

目
の
娘
に
言
う
。「
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
を
持
っ
て
っ
て
、
小
さ
過
ぎ
た
ら
、
足
の
指
を
切
っ
た
方
が
い
い
よ
」
と
。
試
す
と
、
足
が
大
き
過
ぎ

た
の
で
、
娘
は
歯
を
喰
い
し
ば
り
、
指
を
た
っ
ぷ
り
切
り
落
と
し
、
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
に
足
を
押
し
込
ん
で
、
部
屋
か
ら
出
る
。
王
子
は
、
本
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物
だ
、
と
思
い
、
馬
車
で
一
緒
に
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
。
墓
の
傍
を
通
る
。
し
か
し
門
の
と
こ
ろ
に
来
る
と
、
鳩
た
ち
が
ま
た
叫
ぶ
。

　

前
掲
と
同
じ
唄
（
略
）

　

王
子
は
娘
の
足
か
ら
血
が
溢
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
そ
こ
で
母
親
に
、
こ
れ
は
本
当
の
花
嫁
で
は
な
い
、
他
に
娘
は
い
な
い
か
、
と

訊
く
。「
い
い
え
」
と
母
親
は
答
え
る
。「
ま
だ
お
り
ま
す
の
は
み
っ
と
も
な
い
灰
か
ぶ
り
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
下
の
灰
の
中

に
坐
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
な
ん
ぞ
合
う
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
そ
し
て
王
子
が
き
つ
く
要
求
す
る
ま
で
、
灰
か
ぶ
り

を
呼
ば
せ
よ
う
と
し
な
い
。
灰
か
ぶ
り
が
呼
ば
れ
、
王
子
が
来
て
い
る
と
知
る
と
、
彼
女
は
顔
と
両
手
を
綺
麗
に
洗
う
。
灰
か
ぶ
り
が

重
い
靴シ

ュ
ーSchuh

を（
（（
（

左
足
か
ら（

（（
（

抜
き
、
足
を
黄
金
の
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
に
乗
せ
、
ち
ょ
っ
と
押
し
込
む
と
、
鋳
型
に
嵌
め
た
よ
う
に
ぴ
っ
た
り

合
う
。
灰
か
ぶ
り
が
立
ち
上
が
っ
て
お
辞
儀
を
す
る
と
、
王
子
は
そ
の
顔
を
覗
き
込
み
、
あ
の
美
し
い
王
女
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

継
母
と
二
人
の
高
慢
な
娘
た
ち
は
仰
天
し
て
、
蒼
白
に
な
る
。
王
子
は
灰
か
ぶ
り
を
連
れ
去
り
、
馬
車
に
乗
せ
る
。
す
る
と
鳩
た
ち
が

こ
う
叫
ぶ
。

　

う
し
ろ
を
ご
ら
ん
な
、
う
し
ろ
を
ご
ら
ん
。

　

お
靴
の
中
に
ゃ
血
な
ん
て
な
い
よ
。

　

お
靴
は
ち
っ
ち
ゃ
過
ぎ
な
い
も
ん
。

　

ほ
ん
と
の
花
嫁
連
れ
て
く
ね
え
。（

（（
（
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〔
こ
れ
で
お
し
ま
い
と
な
り
、
継
母
と
義
姉
た
ち
へ
の
懲
罰
は
無
い
〕。

〔
七
〕
Ｋ
Ｈ
Ｍ
決
定
版（

（（
（

二
一
「
灰
か
ぶ
り
」A

schenputtel
　

一
八
一
九
年
ヘ
ッ
セ
ン
の
三
つ
の
物
語
を
基
に
改
作
さ
れ
た
。

　

市い
ち

に
出
か
け
る
父
親
の
帽
子
に
最
初
に
ぶ
つ
か
る
木
の
枝
（
榛

は
し
ば
み

）
（
（（
（

を
土
産
に
欲
し
い
、
と
主
人
公
が
願
い
、
こ
れ
を
亡
く
な
っ
た

母
親
の
墓
に
植
え
る
モ
テ
ィ
ー
フ
と
、
結
び
の
主
人
公
の
結
婚
場
面
で
、
二
羽
の
鳩
に
よ
っ
て
、
意
地
悪
な
義
姉
た
ち
の
両
目
が
つ
つ

き
出
さ
れ
て
し
ま
う
結
び
〔
悪
人
へ
の
懲
罰
モ
テ
ィ
ー
フ
〕
が
付
け
加
え
ら
れ
る
。

　

あ
る
金
持
ち
の
男
の
妻
が
死
ぬ
。
臨
終
に
一
人
娘
を
呼
ん
で
、
死
ん
だ
ら
天
国
か
ら
見
守
っ
て
い
る
、
と
言
う
〔
援
助
者
・
守
護
者

＝
亡
き
母
親
〕。

　

一
年
後
男
は
再
婚
。
後
妻
は
二
人
の
娘（

（（
（

を
連
れ
子
に
し
て
来
る
。
母
娘
は
三
人
と
も
意
地
悪
で
、
先
妻
の
一
人
娘
を
下
女
同
然
に
追

い
使
う
。
灰
色
の
短
い
上
っ
張
り
を
着
せ
、
重
い
木
靴（

（（
（

を
履
か
せ
る
。
夜
に
な
っ
て
も
〔
暖
を
取
る
た
め
〕
炉
の
灰
の
中
で
寝
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
服
が
汚
れ
、「
ア
ッ
シ
ェ
ン
プ
ッ
テ
ル
」（
灰
か
ぶ
り
）
と
綽
名
さ
れ
る
。

　

父
親
が
市
に
出
か
け
る
時
、
三
人
の
娘
た
ち
に
土
産
の
希
望
を
訊
く
。
灰
か
ぶ
り
は
、
家
へ
の
帰
り
途
で
最
初
に
父
親
の
帽
子
に
ぶ

つ
か
る
〔
偶
然
＝
神
の
摂
理
？
〕
木
の
小
枝
を
求
め
る
。
父
親
は
そ
の
通
り
に
し
て
榛
の
枝
を
持
ち
帰
る
。

　

灰
か
ぶ
り
は
枝
を
母
親
の
墓
に
植
え
る
。
枝
は
育
っ
て
木
と
な
る
。
灰
か
ぶ
り
は
毎
日
三
度
づ
つ
木
の
下
〔
墓
前
〕
に
行
っ
て
泣

く
。
そ
の
た
び
に
一
羽
の
白
い
小
鳥
〔「
鳩
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
〕
が
来
て
、
木
に
止
ま
り
、
灰
か
ぶ
り
が
欲
し
い
物
〔
美
味
し

い
食
べ
物
・
飲
み
物
な
ど
で
あ
ろ
う
か
〕
を
願
う
と
、
そ
れ
を
く
れ
る
。
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そ
の
国
の
王
が
王
子
の
花
嫁
探
し
の
た
め
に
三
日
間
饗
宴
を
行
い
、
国
中
の
美
し
い
乙
女
を
招
く
。
灰
か
ぶ
り
も
行
き
た
が
る
。

　

継
母
は
一
皿
の
扁
豆
を
灰
の
中
に
ぶ
ち
ま
け
、
二
時
間
で
拾
い
出
せ
た
ら
、
行
か
せ
て
や
る
、
と
言
う
。
灰
か
ぶ
り
が
裏
へ
出
て
、

鳥
た
ち
に
呼
び
掛
け
る
と
、
二
羽
の
白
い
鳩
を
始
め
、
た
く
さ
ん
の
鳥
た
ち
が
や
っ
て
来
て
、
一
時
間
ほ
ど
で
難
題
を
片
付
け
る
。
し

か
し
、
継
母
は
約
束
を
守
ら
ず
、
今
度
は
、
二
皿
の
扁
豆
を
一
時
間
の
う
ち
に
灰
の
中
か
ら
拾
い
出
す
、
と
い
う
条
件
に
す
る
。
こ
の

難
題
も
鳥
た
ち
の
援
助
で
三
十
分
も
し
な
い
う
ち
に
片
付
く
。
し
か
し
、
継
母
は
約
束
を
守
ら
ず
、
二
人
の
娘
と
と
も
に
饗
宴
へ
出
掛

け
て
し
ま
う
。

　

だ
れ
も
い
な
く
な
る
と
、
灰
か
ぶ
り
は
母
親
の
墓
に
行
き
、
願
い
事
を
言
う
。

　

か
わ
い
い
木
、
ゆ
っ
さ
ゆ
っ
さ
と
揺
れ
と
く
れ
、

　

黄き

ん金
と
銀
と
を
投
げ
と
く
れ
。（

（（
（

　

す
る
と
い
つ
も
の
小
鳥
が
黄
金
と
銀
の
衣
装
を
投
げ
落
と
す
。
絹
と
銀
で
刺
繍
し
た
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
も
。
こ
の
身
な
り
で
饗
宴
に
行
く
。

継
母
、
義
姉
た
ち
も
ど
こ
か
の
お
姫
様
と
思
う
。
王
子
は
こ
の
美
女
と
し
か
踊
ら
な
い
。
日
が
暮
れ
る
。
灰
か
ぶ
り
は
帰
ろ
う
と
す

る
。
王
子
が
追
う
。
灰
か
ぶ
り
は
自
分
の
家
の
鳩
小
屋
に
跳
び
込
む
。
王
子
は
灰
か
ぶ
り
の
父
親
に
、
ど
こ
か
の
乙
女
が
こ
の
鳩
小
屋

に
跳
び
込
ん
だ
、
と
言
う
。
父
親
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
灰
か
ぶ
り
か
も
知
れ
な
い
、
と
思
い
、
斧
で
小
屋
を
壊
す
。
し
か
し
、
だ
れ

も
中
に
い
な
い
し
、
家
に
入
る
と
、
灰
か
ぶ
り
が
汚
い
服
を
着
て
灰
の
中
に
転
が
っ
て
い
る
。
灰
か
ぶ
り
は
小
屋
か
ら
抜
け
出
し
、
榛

の
木
に
駆
け
つ
け
、
墓
の
上
に
服
を
置
き
、
小
鳥
が
そ
れ
を
持
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
日
目
も
同
じ
。
衣
装
は
前
の
日
の
よ
り
ず
っ
と
立
派
〔
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
の
描
写
無
し
〕。
日
が
暮
れ
て
、
灰
か
ぶ
り
が
帰
ろ
う
と
す
る
。
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王
子
が
追
う
。
灰
か
ぶ
り
は
家
の
裏
の
梨
の
大
木
に
攀よ

じ
登
る
。
王
子
が
父
親
に
そ
の
こ
と
を
言
う
。
父
親
は
斧
で
木
を
伐
り
倒
す
。

だ
れ
も
い
な
い
。

　

三
日
目
。
極
め
て
豪
華
で
き
ら
び
や
か
な
衣
装
。
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
は
全
部
黄
金
で
で
き
て
い
る
。
日
が
暮
れ
て
、
灰
か
ぶ
り
が
帰
ろ
う
と

す
る
。
王
子
は
あ
ら
か
じ
め
階
段
中
に
松ま

つ
や
に脂
を
塗
ら
せ
て
お
い
た
。
灰
か
ぶ
り
が
駆
け
下
り
る
と
左（

（（
（

の
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
が
階
段
に
く
っ
つ
い

て
し
ま
う
。
王
子
が
そ
れ
を
拾
い
上
げ
る
と
、
小
さ
く
、
優
美
で
、
全
部
黄
金（

（（
（

。

　

王
子
は
二
回
乙
女
を
見
失
っ
た
あ
の
家
の
男
の
許
に
行
き
、
こ
の
黄
金
の
靴シ

ュ
ー

に
ぴ
っ
た
り
合
う
女
性
と
結
婚
す
る
、
と
言
う
。

　

年
上
の
義
姉
が
自
室
で
試
す
。
母
親
も
随
い
て
行
く
。
親
指
が
大
き
く
て
入
ら
な
い
。
母
親
は
「
親
指
を
切
っ
て
お
し
ま
い
。
王
妃

様
に
な
っ
た
ら
足
で
歩
く
必
要
は
無
い
よ
」
と
勧
め
る
。
娘
は
そ
の
通
り
に
し
て
、
足
を
靴シ

ュ
ー

に
押
し
込
む
。
王
子
の
と
こ
ろ
に
行
く
。

王
子
は
、
花
嫁
だ
、
と
思
い
、
馬
に
乗
せ
て
一
緒
に
乗
っ
て
行
く
。
墓
の
傍
を
通
る
。
あ
の
二
羽
の
鳩
が
榛
の
木
に
止
ま
っ
て
い
て
、

こ
う
啼
く
。

　

う
し
ろ
を
ご
ら
ん
な
、
う
し
ろ
を
ご
ら
ん
。

　

お
靴
の
中
に
は
血
が
一
杯
。

　

お
靴
が
ち
っ
ち
ゃ
過
ぎ
る
も
ん
。

　

ほ
ん
と
の
花
嫁
、
ま
だ
お
う
ち
。（

（（
（

　

王
子
は
娘
の
足
か
ら
血
が
溢
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
そ
こ
で
偽
の
花
嫁
を
家
に
戻
し
、
他
の
娘
に
靴シ

ュ
ー

を
履
か
せ
る
よ
う
に
言
う
。

　

年
下
の
義
姉
が
自
室
で
試
す
。
踵か

か
と

が
大
き
く
て
入
ら
な
い
。
母
親
は
「
踵
を
切
っ
て
お
し
ま
い
。
王
妃
様
に
な
っ
た
ら
足
で
歩
く



103

シンデレラ物語論攷 　鈴木　滿

必
要
は
無
い
よ
」
と
勧
め
る
。
娘
は
そ
の
通
り
に
し
て
、
足
を
靴シ

ュ
ー

に
押
し
込
む
。
王
子
の
と
こ
ろ
に
行
く
。
王
子
は
、
花
嫁
だ
、
と

思
い
、
馬
に
乗
せ
て
一
緒
に
乗
っ
て
行
く
。
墓
の
傍
を
通
る
。
あ
の
二
羽
の
鳩
が
榛
の
木
に
止
ま
っ
て
い
て
、
こ
う
啼
く
。

　

前
掲
と
同
じ
唄
（
略
）

　

王
子
は
娘
の
足
か
ら
血
が
溢
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
そ
こ
で
偽
の
花
嫁
を
家
に
戻
し
、
他
に
娘
は
い
な
い
か
、
と
男
に
訊
く
。
男
は

「
死
ん
だ
妻
か
ら
生
ま
れ
た
ち
っ
ぽ
け
な
で
き
損
な
い
の
灰
か
ぶ
り
し
か
も
う
お
り
ま
せ
ん（

（（
（

。
こ
れ
は
到
底
花
嫁
に
は
な
れ
っ
こ
あ
り

ま
せ
ん
」
と
答
え
る
。

　

王
子
は
、
ど
う
し
て
も
そ
の
娘
に
会
い
た
い
、
と
言
い
張
る
。
灰
か
ぶ
り
は
両
手
と
顔
を
き
れ
い
に
洗
い
、
王
子
の
前
に
出
る
。
王

子
が
黄
金
の
靴シ

ュ
ー

を
渡
す
と
、
灰
か
ぶ
り
は
床
几
に
腰
掛
け
、
重
い
木

ホ
ル
ツ
シ
ュ
ー
靴
か
ら
足
を
抜
き
、
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
に
差
し
込
む
。
ぴ
っ
た
り
合

う
。
灰
か
ぶ
り
が
立
ち
上
が
り
、
王
子
が
そ
の
顔
を
覗
き
込
む
と
、
一
緒
に
踊
っ
た
あ
の
美
し
い
乙
女
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ

で
彼
は
「
こ
の
ひ
と
が
ほ
ん
と
う
の
花
嫁
だ
」
と
言
う
。

　

王
子
が
灰
か
ぶ
り
を
馬
に
乗
せ
、
榛
の
木
の
傍
を
通
り
掛
か
る
と
、
二
羽
の
白
い
鳩
が
啼
く
。

　

う
し
ろ
を
ご
ら
ん
な
、
う
し
ろ
を
ご
ら
ん
。

　

お
靴
の
中
に
ゃ
血
な
ん
て
な
い
よ
。

　

お
靴
は
ち
っ
ち
ゃ
過
ぎ
な
い
も
ん
。

　

ほ
ん
と
の
花
嫁
連
れ
て
く
ね
え
。（

（（
（
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そ
れ
か
ら
鳩
た
ち
は
灰
か
ぶ
り
の
右
肩
と
左
肩
に
止
ま
り
、
そ
こ
に
そ
の
ま
ま
じ
っ
と
し
て
い
る
〔
婚
礼
の
時
に
も
そ
う
し
て
い
る

の
で
あ
る
〕。

　

王
子
と
灰
か
ぶ
り
の
婚
礼
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
義
姉
た
ち
も
や
っ
て
来
る
。
灰
か
ぶ
り
に
取
り
入
っ
て
、
幸
運
の
お
こ
ぼ

れ
を
も
ら
お
う
、
と
思
っ
て
。
花
嫁
と
花
婿
が
教
会
に
入
る
時
、
年
上
の
義
姉
が
〔
花
嫁
の
〕
右
側
に
、
年
下
の
義
姉
が
左
側
に
就

く
。
鳩
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
片
目
を
つ
つ
き
出
す
。
教
会
か
ら
出
る
時
、
年
上
の
義
姉
が
〔
花
嫁
の
〕
左
側
に
、
年
下
の
義
姉
が
右
側

に
就
く
。
鳩
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
も
う
一
方
の
目
を
つ
つ
き
出
す
。
こ
う
し
て
義
姉
た
ち
は
意
地
悪
と
偽
り
の
罰
と
し
て
生
涯
目
が
見

え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

〔
八
〕
唐
代
の
完
全
な
文
献
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
「
葉イ
エ

限シ
エ
ン」

　
「
葉イ

エ

限シ
エ
ン

」（「
葉し

ょ
う

限げ
ん

」）Y
èxiàn

は
中
国
唐
代
（
六
一
八
─
八
九
八
）
九
世
紀
の
文
献
、
す
な
わ
ち
当
時
の
文
人
に
し
て
高
級
官
僚

段ト
ア
ン

成チ
ョ
ン

式シ
ー

（（
（（
（

？
─
八
六
三
）
撰
の
大
博
物
誌
・
異
事
奇
譚
集
成
『
酉ユ

ー

陽ヤ
ン

雑ツ
ァ
ー

俎ツ
ー

』（『
酉ゆ

う

陽よ
う

雑ざ
っ

俎そ

』）
前
集
二
十
巻
続
集
十
巻
中
〈
続
集
巻

一
支し

諾だ
く

皐こ
う

上
〉
に
収
め
ら
れ
て
い
る（

（（
（

世
界
最
古
の
完
全
な
文
献
シ
ン
デ
レ
ラ
譚（

（（
（

で
あ
る
。
な
お
、
本
論
冒
頭
で
も
お
断
り
し
た
が
、
以

下
の
原
文
、
訓
読
文
、
訳
文
の
〔　
　
　

〕
内
は
論
者
の
補
足
で
あ
る
。

　
『
酉
陽
雑
俎
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
明
の
李
雲
鵠
校
訂
本（

（（
（

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
句
読
点
が
無
い
。

　

以
下
に
方
南
生
点
校
本（

（（
（

（
底
本
は
趙
琦
美
本
。
明
万
暦
年
間
）
に
よ
り
現
代
中
国
の
句
読
点
お
よ
び
引
用
符
号
等
が
付
さ
れ
た
も
の

を
示
す
。
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原
文
。
た
だ
し
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。

南
人
相
伝
，
秦
漢
前
有
洞
主
呉
氏
，
土
人
呼
為
呉
洞
。
娶
両
妻
，
一
妻
卒
，
有
女
名
葉
限
。
少
恵
善
淘
一
作
鈎
金
，
父
愛
之
。
末
歳
父

卒
，
為
後
母
所
苦
。
常
令
樵
険
汲
深
。
時
嘗
得
一
鱗
二
寸
余
，
赬
鬐
金
目
，
遂
潜
養
於
盆
水
，
日
日
長
，
易
数
器
，
大
不
能
受
，
乃
投

於
後
池
中
。
女
所
得
余
食
，
輙
沈
以
食
之
。
女
至
池
，
魚
必
露
首
枕
岸
，
他
人
至
不
復
出
。
其
母
知
之
，
毎
伺
之
，
魚
未
嘗
見
也
，
因

詐
女
曰
「
爾
無
労
乎
、
吾
為
爾
新
其
襦
。」
乃
易
其
弊
衣
。
後
令
汲
於
他
泉
。
計
里
数
百
一
作
里
也
。
母
徐
衣
其
女
衣
，
袖
利
刃
行
向
池

呼
魚
，
魚
即
出
首
，
因
斫
殺
之
。
魚
已
長
丈
余
，
膳
其
肉
，
味
倍
常
魚
，
蔵
其
骨
鬱
棲
之
下
。
逾
日
，
女
至
向
池
，
不
復
見
魚
，
乃
哭

於
野
。
忽
有
人
被
髪
粗
〔
李
雲
鵠
校
本
で
は
「
麁
」（「

」
の
俗
字
）〕
衣
，
自
天
而
降
，
慰
女
曰
「
爾
無
哭
、
爾
母
殺
爾
魚
矣
！
骨

在
糞
下
，
爾
帰
，
可
取
魚
骨
蔵
於
室
、
所
須
第
祈
之
，
当
随
爾
也
。」
女
用
其
言
，
金
璣
衣
食
随
欲
而
具
。
及
洞
節
母
往
，
令
女
守
庭

菓
。
女
伺
母
行
遠
，
亦
往
，
衣
翠
紡
上
衣
，
躡
金
履
。
母
所
生
女
認
之
，
謂
母
曰
「
此
甚
似
姉
也
。」
母
亦
疑
之
，
女
覚
遽
反
，
遂
遺

一
隻
履
，
為
洞
人
〔
所
〕
得
。
母
帰
，
但
見
女
抱
庭
樹
眠
，
亦
不
之
慮
〔
不
慮
之
？
〕。
其
洞
隣
海
島
，
島
中
有
国
名
陀
汗
，
兵
強
，

王
〔
明
の
毛
晋
の
校
本
に
拠
る
。
原
典
は
「
三
」〕
数
十
島
水
界
千
里
。
洞
人
遂
貨
其
履
於
陀
汗
国
，
国
主
得
之
，
命
其
左
右
履
之
，

足
小
者
履
減
一
寸
，
乃
令
一
国
婦
人
履
之
，
竟
無
一
称
者
。
其
軽
如
毛
，
履
石
無
声
。
陀
汗
王
意
其
洞
人
以
非
道
得
之
，
遂
禁
錮
而
拷

略
之
，
竟
不
知
所
従
来
，
乃
以
是
履
棄
之
道
旁
，
即
遍
歴
人
家
捕
之
。
若
有
女
履
者
，
捕
之
以
告
。
陀
汗
王
怪
之
，
乃
捜
其
室
，
得
葉

限
，
令
履
之
而
信
。
葉
限
因
衣
翠
衣
，
躡
履
而
進
，
色
若
天
人
也
。
始
具
事
於
王
。
載
魚
骨
与
葉
限
倶
還
国
。
其
母
及
女
即
為
飛
石

〔
所
〕
撃
死
，
洞
人
哀
之
，
埋
於
石
坑
，
命
曰
懊
女
塚
。
洞
人
以
為
媒
祀
，
求
女
必
応
。
陀
汗
王
至
国
，
以
葉
限
上
婦
。
一
年
，
王
貪

求
，
祈
於
魚
骨
，
宝
玉
無
限
。
逾
年
，
不
復
応
。
王
乃
葬
魚
骨
於
海
岸
，
以
用
珠
百
斛
蔵
之
，
以
金
為
際
，
至
徴
卒
叛
時
，
将
発
以
贍

軍
。
一
夕
，
為
海
潮
所
淪
。
成
式
旧
家
人
李
士
元
所
説
。
士
元
本
邕
州
洞
中
人
，
多
記
得
南
中
怪
事
。
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訓
読
文
。
た
だ
し
、
分
か
り
易
い
よ
う
に
句
読
点
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

南な
ん
じ
ん人
相
い
伝
う
る
に
、
秦し

ん
か
ん漢
の（

（（
（

前
洞ど

う
し
ゅ主
（
（（
（

呉ご

し氏
な
る
有
り
て
、
土ど

じ
ん人
呼
び
て
呉
洞
と
為な

す
。
両り

ょ
う
さ
い妻
を
娶め

と

れ
る
が
、
一
妻
卒し

ゅ
つ

す
。
女む

す
め

有

り
て
葉し

ょ
う
げ
ん限
と
名
づ
く
。
少お

さ
な

き
よ
り
恵さ

と

く
し
て
善よ

く
金き

ん

を
淘よ

な

ぐ（
（（
（

〔
あ
る
い
は
「
鈎こ

う

す
」〕。
父
之こ

れ

を
愛
す
。
末ま

っ
さ
い歳
父
卒
す
る
に
、
後こ

う
ぼ母
の

苦
し
む
る
所
と
な
る
。
常
に
険け

わ

し
き
に
樵き

こ
り

し
深
き
に
汲
ま
し
む
。
時
に
嘗か

つ

て
一い

ち
り
ん鱗
の
二に

す
ん
よ

寸
余
な（

（（
（

る
を
得
た
り
。
赬て

い
き鬐
金き

ん
も
く目
な
り
。
遂つ

い

に
潜ひ

そ

か
に
盆ぼ

ん
す
い水
に
養
う
に
、
日ひ

び日
に
長
じ
、（

（（
（

数
器
を
易か

う
れ
ど
も
、
大
に
し
て
受
く
る
こ
と
能あ

た

わ
ず
。
乃す

な
わ

ち
後こ

う
ち
ち
ゅ
う

池
中
に
投
ず
。
女む

す
め

得

る
所
の
余よ

し
ょ
く食
を
輙す

な
わ

ち
沈
め
て
以も

っ

て
之
に
食
わ
し
む
。
女む

す
め

池
に
至
れ
ば
、
魚
必
ず
首
を
露あ

ら

わ
に
し
て
岸
に
枕ま

く
ら

し
、
他よ

そ
び
と人
の
至
れ
ば
復ま

た

出い

で
ず
。
其そ

の
母
之
を
知
り
、
毎つ

ね

に
之
を
伺う

か
が

え
ど
も
、
魚う

お

未
だ
嘗
て
見あ

ら
わ

れ
ず
。
因よ

り
て
女む

す
め

を
詐い

つ
わ

り
て
曰
く
「
爾な

ん
じ

労
す
る
無
き
か
。

吾わ
れ

爾
の
為
に
其
の
襦じ

ゅ

を（
（（
（

新
た
に
せ
り
。」
と
。
乃
ち
其
の
弊へ

い
い衣
を
易
う
。
後の

ち

他た
せ
ん泉
に
汲
ま
し
む
。
里り

を（
（（
（

計
る
に
数
里
〔「
百
」
は
お
か
し

い
の
で
「
里
」
に
改
め
た
〕
な
り
。
母
徐お

も
む

ろ
に
其
の
女む

す
め

の
衣こ

ろ
も

を
衣つ

け
、
利り

じ
ん刃
を
袖
に
し
、
行
き
て
池
に
向
か
い
て
魚
を
呼
ぶ
に
、

魚
即
ち
首
を
出
だ
す
。
因
り
て
斫き

り
て
之
を
殺
す
。
魚
已す

で

に
長た

け

丈じ
ょ
う
よ余
、（

（（
（

其
の
肉
を
膳く

ら

う
に
、
味
わ
い
常
の
魚
に
倍
せ
り
。
其
の
骨
を

鬱う
つ
せ
い棲
の（

（（
（

下
に
蔵か

く

す
。
日ひ

を
逾こ

え
て
、
女む

す
め

の
至
り
、
池
に
向
か
う
に
、
復
魚
を
見
ず
。
乃
ち
野
に
哭こ

く

す
。
忽た

ち
ま

ち
人ひ

と

有
り
。
被ひ

は
つ髪
（
（（
（

粗そ

い衣

に
し
て
、
天
よ
り
降く

だ

り
、
女む

す
め

を
慰
め
て
曰い

わ

く
「
爾
哭
す
る
こ
と
無
か
れ
。
爾
の
母
爾
の
魚
を
殺
せ
り
。
骨
は
糞ふ

ん
か下
に
在
り
。
爾
帰
り

て
、
魚ぎ

ょ
こ
つ骨
を
取
り
て
室し

つ

に
蔵
す
べ
し
。
須も

と

む
る
所
第た

だ

之
を
祈
ら
ば
、
当ま

さ

に
爾
に
随
わ
ん
。」
と
。
女む

す
め

其
の
言げ

ん

を
用
う
る
に
、
金き

ん
き璣
衣
食（

（（
（

欲
す
る
に
随
い
て
具そ

な

わ
る
。
洞ど

う
せ
つ節
に
及
び
母
は
往ゆ

き
、
女む

す
め

を
し
て
庭て

い
か菓
を
守
ら
し
む
。
女む

す
め

母
の
遠
き
に
行
く
を
伺
い
、
亦ま

た

往
く
。

翠す
い
ぼ
う紡
の（

（（
（

上じ
ょ
う
い衣
を
衣
け
、
金
の
履く

つ

を（
（（
（

躡ふ

む
。
母
の
生
む
所
の
女む

す
め

之
を
認
め
、
母
に
謂い

い
て
曰
く
「
此こ

れ
甚
だ
姉
に
似
れ
り
。」
と
。
母
亦

之
を
疑
う
。
女む

す
め

覚さ
と

り
て
遽に

わ
か

に
反か

え

る
に
、
遂
に
一い

っ
せ
き隻
の
履
を
遺の

こ

し
、
洞ど

う
じ
ん人
の
得
る
所
と
な
る
。
母
の
帰
る
に
、
但た

だ

女む
す
め

の
庭て

い
じ
ゅ樹
を
抱い

だ

き

て
眠
れ
る
を
見
、
亦
之
を
慮

お
も
ん
ぱ
か

ら
ず
。
其
の
洞
海か

い
と
う島
に（

（（
（

隣と
な
り

す
。
島
中
に
国
有
り
て
陀だ

か
ん汗
と
名
づ
く
。
兵
強
く
し
て
、
数
十
島
水
界
千
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里
に
王
た
り
。
洞
人
遂
に
其
の
履
を
陀
汗
国
に
貨う

れ
り
。
国こ

く
し
ゅ主
之
を
得
、
其
の
左さ

ゆ
う右
に（

（（
（

命
じ
て
之
を
履
か
し
む
る
に
、
足
の
小
な
る
者

の
履
く
に
一い

っ
す
ん寸
を
減
ず
。
乃
ち
一
国
の
婦
人
に
之
を
履
か
し
む
れ
ど
も
、
竟つ

い

に
一い

つ

の
称か

な

う
者
無
し
。
其
の
軽か

ろ

き
こ
と
毛
の
如
く
、
石
を

履
む
に
声
無
し
。
陀
汗
王
其
の
洞
人
の
非ひ

ど
う道
を
以
て
之
を
得
る
か
と
意お

も

い
、
遂
に
禁き

ん
こ錮
し
て
之
を
拷ご

う
り
ゃ
く略
す
れ
ど
も
、
竟
に
従よ

り
て
来

た
る
所
を
知
ら
ず
。
乃
ち
是こ

の
履
を
以
て
之
を
道ど

う
ぼ
う旁
に
棄
て
、
即す

な
わ

ち
人じ

ん
か家
を
遍
歴
し
て
之
を
捕
ら
え
ん
と
す
。（

（（
（

若こ
こ

に
女お

ん
な

の
履
く
者
有

り（
（（
（

。
之
を
捕
ら
え
て
以
て
告
ぐ
。
陀
汗
王
之
を
怪
し
み
、
乃
ち
其
の
室し

つ

を
捜
し
、
葉
限
を
得
、
之
に
履
か
し
む
る
に
信ま

こ
と

な
り
。
葉
限

因
り
て
翠す

い
い衣
を
衣
け
、
履
を
躡
み
て
進
む
に
、
色か

た
ち

天て
ん
に
ん人
の
若ご

と

し
。
始
め
て
事
を
王
に
具そ

な

う
。
魚
骨
と
葉
限
を
載
せ
て
倶と

も

に
国
に
還か

え

る
。

其
の
母
及
び
女む

す
め

は（
（（
（

即
ち
飛ひ

せ
き石
の
撃
つ
所
と
な
り
て
死
す（

（（
（

。
洞
人
之
を
哀
れ
み
、
石せ

き
こ
う坑
に
埋
め
、
命な

づ

け
て
懊お

う
じ
ょ
ち
ょ
う

女
塚
と（

（（
（

曰い

う
。
洞
人
以
て

媒ば
い
し祀
を（

（（
（

為
し
、
女む

す
め

を
求
む
れ
ば
必
ず
応
ず
。
陀
汗
王
国く

に

に
至
り
、
葉
限
を
以
て
上じ

ょ
う
ふ婦
と（

（（
（

な
す
。
一い

ち
ね
ん年
、
王
貪む

さ
ぼ

り
求
め
、
魚
骨
に
祈
る

に
、
宝
玉
限
り
無
し
。
年と

し

を
逾こ

ゆ
る
に
、
復
応
ぜ
ず
。
王
乃
ち
魚
骨
を
海
岸
に
葬
り
、
以
て
珠た

ま

（
（（
（

百ひ
ゃ
く
こ
く斛
を（

（（
（

用
い
て
之
を
蔵
し
、
金
を

以
て
際ふ

ち

と
な
す
。
徴ち

ょ
う
そ
つ卒
の（

（（
（

叛は
ん

す
る
時
に
至
り
、
将ま

さ

に
発あ

ば

き
て
以
て
軍ぐ

ん

を
贍や

し
な

わ
ん
と
す
。
一い

っ
せ
き夕
、
海
潮
の
淪し

ず

む
る
所
と
な
る
。
成
式
の

旧き
ゅ
う
か
じ
ん

家
人

（
（（
（

李り
し
げ
ん

士
元
の
説
く
所
な
り
。
士
元
は
本も

と

邕よ
う
し
ゅ
う州
（
（（
（

洞ど
う
ち
ゅ
う中
の
人
に
し
て
、
多
く
南な

ん
ち
ゅ
う中
の
怪
事
を
記
し
得
た
り
。

訳
文
。

南
方
の
人
た
ち
の
間
に
こ
ん
な
言
い
伝
え
が
あ
る
。

秦
・
漢
の
時
代
の
前
〔
＝
昔
む
か
し
の
そ
の
昔
〕
現
地
部
族
の
村
で
あ
る
洞
の
領
主
に
呉
と
い
う
者
が
あ
っ
た
。
土
地
の
人
間
は
こ
の

洞
を
呉
洞
と
称
し
た
。
呉
は
二
人
の
妻
を
持
っ
て
い
た
が
、
一
人
の
妻
は
亡
く
な
り
、
あ
と
に
娘
が
残
さ
れ
た
。
葉
限
〔
シ
ン
デ
レ
ラ

物
語
の
女
主
人
公
に
固
有
名
詞
が
あ
る
の
は
珍
し
い
〕（

（（
（

と
い
う
名
だ
っ
た
。
葉
限
は
小
さ
い
時
か
ら
聡
明
で
黄
金
を
採
る
の
が
上
手
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だ
っ
た
。
父
親
は
こ
の
子
を
か
わ
い
が
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
父
親
が
老
年
に
な
っ
て
死
ぬ
と
、
葉
限
は
後
の
母
〔
＝
継
母
〕
に
苛
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
継
母
は
こ
の
娘
に
い
つ
も
険
し
い
山
で
薪
を
採
ら
せ
、
深
い
谷
で
水
を
汲
ま
せ
る
の
だ
っ
た
。

あ
る
時
、
水
を
汲
み
に
行
っ
た
場
所
で
二
寸
余
り
の
小
魚
を
捕
ら
え
た
。
赤
い
背せ

び
れ鰭
で
目
が
金
色
〔
と
い
う
珍
し
い
魚
〕
だ
っ
た
。
そ

こ
で
水
を
入
れ
た
鉢
で
こ
っ
そ
り
飼
う
こ
と
に
し
た
と
こ
ろ
、
一
日
一
日
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、
容
れ
物
の
鉢
を
幾
つ
も
取
り
替
え

た
が
、
魚
が
大
き
過
ぎ
て
入
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
家
の
背
後
に
あ
る
池
に
放
し
た
の
で
あ
る
。
娘
は
自
分
の
も
ら
う
食
事
の
食
べ

余
し
を
い
つ
も
池
に
投
げ
込
ん
で
魚
に
食
べ
さ
せ
て
や
っ
た
。
娘
が
池
に
行
く
と
、
魚
は
必
ず
頭
を
水
面
に
出
し
、
岸
に
載
せ
る
の

だ
っ
た
が
、
余
人
が
来
た
場
合
は
出
て
来
な
か
っ
た
。

継
母
は
こ
の
こ
と
〔
＝
魚
の
存
在
〕
を
知
り
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
様
子
を
窺
っ
て
い
た
が
、
魚
が
現
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
〔
あ
る
こ
と
を
企
み
〕
葉
限
に
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
騙だ

ま

し
た
。「
お
ま
え
、
く
た
び
れ
て
い
な
い
か
い
〔
＝
お
ま
え
、
日
頃
よ

く
働
い
て
く
れ
る
ね
え
〕。〔
そ
の
褒
美
に
〕
あ
た
し
は
お
ま
え
の
た
め
に
短
か
上
衣
を
新
し
く
こ
さ
え
て
や
っ
た
よ
」。
そ
う
し
て
こ

れ
ま
で
葉
限
が
身
に
つ
け
て
い
た
ぼ
ろ
着
物
と
取
り
替
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
〔
す
ぐ
に
〕〔
い
つ
も
水
を
汲
む
場
所
と
は
〕
別
の

泉
に
水
を
汲
み
に
や
ら
せ
た
。
そ
こ
ま
で
の
距
離
は
数
里
だ
っ
た
。〔
こ
う
し
て
葉
限
が
い
な
く
な
る
と
〕
継
母
は
悠
悠
と
葉
限
の
古

着
を
纏ま

と

い
、
鋭
利
な
刃
物
を
袖
に
隠
し
、
出
か
け
て
行
っ
て
池
に
向
か
っ
て
魚
を
呼
ぶ
と
、
魚
は
す
ぐ
さ
ま
頭
を
出
し
〔
て
岸
に
載

せ
〕
た
。
そ
こ
で
斬
り
つ
け
て
、
魚
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
も
う
そ
の
時
に
は
魚
の
大
き
さ
は
一
丈
余
り
に
も
な
っ
て
い
た
。
料
理
し

て
食
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
旨
さ
と
い
っ
た
ら
普
通
の
魚
の
倍
だ
っ
た
。
骨
は
堆た

い
ひ肥
の
下
に
埋
め
て
隠
し
た
。

翌
日
葉
限
が
池
に
や
っ
て
来
て
魚
を
呼
ん
だ
が
、
魚
の
姿
は
と
ん
と
見
え
な
い
。
そ
こ
で
〔
人ひ

と
け気
の
な
い
〕
野
原
で
声
を
挙
げ
て
泣
い

た
。
す
る
と
、
髪
の
毛
は
ざ
ん
ば
ら
で
粗
末
な
着
物
の
人
が
天
か
ら
降
り
て
来
て
、
葉
限
を
慰
め
て
こ
う
告
げ
た
。「
さ
あ
さ
、
泣
く

ん
じ
ゃ
な
い
。
お
ま
え
の
魚
を
殺
し
た
の
は
お
ま
え
の
継
母
だ
。
魚
の
骨
は
堆
肥
の
下
に
あ
る
。
お
ま
え
、
家
に
帰
り
、
魚
の
骨
を
掘
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り
出
し
て
、
部
屋
に
隠
す
ん
だ
よ
。
欲
し
い
物
が
あ
っ
た
ら
、
骨
に
祈
る
だ
け
で
い
い
。
す
ぐ
聞
き
届
け
ら
れ
る
か
ら
ね
」。
葉
限
が

言
わ
れ
た
通
り
に
す
る
と
、
黄
金
で
も
宝
玉
で
も
衣
服
で
も
食
べ
物
で
も
欲
し
い
物
は
な
ん
で
も
出
て
来
る
の
だ
っ
た
。

や
が
て
洞
の
祭
日
と
な
る
と
、
継
母
は
〔
自
分
が
生
ん
だ
娘
を
一
緒
に
連
れ
て
〕
こ
れ
に
出
か
け
て
行
っ
た
が
、
葉
限
に
は
〔
意
地
悪

を
し
て
〕
庭
の
果
樹
の
見
張
り
を
〔
を
し
て
留
守
〕
す
る
よ
う
に
言
い
付
け
た
。
葉
限
は
継
母
が
遠
く
に
行
っ
た
の
を
見
澄
ま
し
、
自

分
も
祭
に
赴
い
た
。〔
魚
骨
に
祈
っ
て
出
し
た
〕
翡か

わ
せ
み翠
の
羽
で
織
っ
た
〔
こ
の
上
も
な
く
麗
し
く
豪
奢
な
〕
上
衣
を
纏
い
、
黄
金
の
履

き
物
を
履
い
た
姿
だ
っ
た
。〔
日
頃
の
惨
め
な
恰か

っ
こ
う好
の
小
娘
と
は
ま
る
で
異
な
る
素
晴
ら
し
い
身
な
り
の
絶
世
の
美
女
だ
っ
た
が
〕
継

母
の
生
ん
だ
娘
〔
＝
葉
限
の
腹
違
い
の
妹
〕
が
こ
れ
に
気
づ
き
、
母
親
に
「
あ
の
女
の
人
、
と
っ
て
も
姉
さ
ん
に
似
て
る
わ
」
と
言
っ

た
。
母
親
も
〔
、
そ
う
い
え
ば
随
分
似
て
る
わ
ね
え
、
と
〕
怪
し
ん
だ
。〔
そ
し
て
傍
に
や
っ
て
来
そ
う
に
な
っ
た
〕。
葉
限
は
、
気
づ

か
れ
た
、
と
悟
り
、
慌
て
て
逃
げ
出
し
た
が
、
そ
の
際
履
き
物
の
片
方
を
落
と
し
て
し
ま
い
、
洞
の
者
が
こ
れ
を
拾
っ
た
の
で
あ
る
。

祭
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
た
継
母
は
、
葉
限
が
（
継
母
に
、
見
張
れ
、
と
言
い
付
け
ら
れ
た
）
庭
の
果
樹
を
抱
い
て
眠
り
こ
け
〔
た
ふ
り

を
し
〕
て
い
る
の
を
目
に
し
、〔
さ
っ
き
の
美
女
は
別
人
だ
っ
た
、
と
納
得
し
て
〕
何
も
気
に
し
な
か
っ
た
。

こ
の
洞
の
近
く
に
海
洋
の
島
が
あ
っ
た
。
島
の
中
に
は
国
が
あ
り
、「
陀
汗
国
」
と
い
っ
た
。
こ
の
国
は
兵
力
が
強
く
、
数
十
の
島
島
、

千
里
四
方
に
亘
る
〔
要
す
る
に
「
広
大
な
」〕
海
域
を
支
配
下
に
置
い
て
い
た
。〔
葉
限
の
履
き
物
の
片
方
を
拾
っ
た
〕
洞
の
者
は
こ
れ

を
陀
汗
国
で
売
っ
た
。
国
主
で
あ
る
王
が
こ
れ
を
手
に
入
れ
、
周
囲
の
婦
人
た
ち
〔
＝
妻
妾
〕
に
履
か
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、〔
履
き
物

が
小
さ
い
の
で
だ
れ
一
人
履
け
ず
〕、
最
も
足
の
小
さ
い
婦
人
が
履
こ
う
と
し
て
も
そ
の
足
よ
り
更
に
一
寸
も
小
さ
か
っ
た
。
そ
こ
で

王
は
陀
汗
国
中
の
女
に
履
か
せ
た
が
、
一
人
と
し
て
履
け
る
者
は
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
履
き
物
の
軽
い
こ
と
と
き
た
ら
ま
る
で
毛
皮

の
よ
う
、
ま
た
、
石
を
踏
ん
で
も
音
が
し
な
い
の
だ
っ
た
。
陀
汗
王
は
、〔
こ
ん
な
不
思
議
な
履
き
物
を
売
っ
た
〕
呉
洞
の
者
は
何
か

悪
事
を
働
い
て
こ
れ
を
奪
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
、
牢
獄
に
閉
じ
込
め
、
拷
問
し
て
問
い
糾た

だ

し
た
が
、
だ
れ
の
持
ち
物
だ
っ
た
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の
か
結
局
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
〔
王
自
身
従
者
ら
を
連
れ
て
呉
洞
ま
で
出
掛
け
〕
こ
の
履
き
物
を
〔
呉
洞
の
〕
道
端
に
棄
て
さ

せ
、〔
そ
れ
を
ひ
そ
か
に
監
視
さ
せ
、
拾
っ
た
者
が
い
た
ら
〕
す
ぐ
さ
ま
家
家
を
巡
り
歩
い
て
〔
捜
索
し
〕、〔
こ
の
履
き
物
の
〕
関
係

者
を
捕
ま
え
よ
う
と
し
た
。
す
る
と
あ
る
娘
が
こ
れ
を
〔
拾
っ
て
無
理
に
〕
履
い
た
。
そ
こ
で
〔
監
視
し
て
い
た
者
は
〕
こ
の
娘
を
捕

ら
え
て
、
王
に
告
げ
た
。
し
か
し
陀
汗
王
は
〔
ど
う
も
ち
ゃ
ん
と
足
に
合
っ
て
い
な
い
、
と
〕
怪
し
み
、
そ
の
〔
娘
（
＝
葉
限
の
腹
違

い
の
妹
）
の
〕
家
を
捜
索
さ
せ
る
と
、
葉
限
が
い
た
。
葉
限
に
履
か
せ
る
と
〔
足
と
履
き
物
が
ぴ
た
り
と
合
い
〕
真
の
持
ち
主
で
あ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
葉
限
は
〔
一
旦
引
き
下
が
り
〕
翡
翠
の
羽
で
織
っ
た
上
衣
を
身
に
つ
け
、〔
も
う
片
方
の
と
合

わ
せ
〕
黄
金
の
履
き
物
を
履
い
て
〔
王
の
前
に
〕
歩
み
出
た
。
そ
の
容
色
は
さ
な
が
ら
天
女
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
く
美
し
か
っ
た
。
そ

し
て
初
め
て
詳
し
い
事
情
を
王
に
申
し
述
べ
た
の
で
あ
る
。

王
は
魚
骨
と
葉
限
を
自
分
の
車
に
乗
せ
て
一
緒
に
呉
洞
か
ら
陀
汗
国
へ
と
帰
っ
た
。〔
し
か
し
そ
の
前
に
葉
限
に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
た

葉
限
の
継
母
と
腹
違
い
の
妹
の
処
刑
を
命
じ
た
の
で
〕
継
母
と
そ
の
実
の
娘
は
投
石
で
撃
ち
殺
さ
れ
た
。
呉
洞
の
者
た
ち
は
こ
れ
を
哀

れ
み
、
石
の
穴
に
埋
葬
し
、
塚
を
築
い
て
「
懊
女
塚
」
と
名
付
け
た
。
供
物
を
供
え
て
お
祀
り
を
し
、
女
の
子
を
授
け
て
く
だ
さ
い
、

と
祈
れ
ば
、
必
ず
感
応
が
あ
っ
て
、
女
の
子
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

陀
汗
王
は
国
に
到
着
す
る
と
葉
限
を
〔
愛
し
尊
ん
で
〕
上
婦
と
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
一
年
、
王
は
貪
欲
に
魚
骨
に
祈
り
、
宝
玉
を
限
り

な
く
得
た
。
け
れ
ど
も
翌
年
に
な
る
と
も
う
祈
っ
て
も
応
じ
て
は
も
ら
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
魚
骨
を
海
岸
に
埋
葬
し
、〔
そ
れ
ま
で

に
得
た
〕
真
珠
百
石
で
こ
れ
を
覆
い
隠
し
、
黄
金
を
穴
の
縁
に
置
い
た
。
後
、
徴
募
し
た
兵
卒
が
叛
乱
を
起
こ
し
た
時
、
こ
れ
を
掘
り

出
し
て
軍
〔
鎮
圧
軍
？
叛
乱
軍
？
〕
へ
の
物
資
支
給
に
役
立
て
よ
う
と
し
た
が
、
あ
る
晩
高
潮
が
あ
っ
て
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は

私
、
成
式
が
元
召
使
っ
て
い
た
李
士
元
な
る
者
が
語
っ
て
く
れ
た
話
で
あ
る
。
士
元
は
元
来
邕
州
の
現
地
部
族
の
村
の
出
身
で
、
南
中

国
の
不
思
議
な
事
跡
を
数
多
く
記
憶
し
て
い
る
。
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〔
九
〕
朝
鮮
の
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
「
コ
ン
ジ
（
豆
っ
子
）（

（（
（

・
バ
ッ
ジ
（
小
豆
っ
子
）」（

（（
（

　

女
主
人
公
コ
ン
ジ
の
援
助
者
は
天
か
ら
降
り
て
来
た
牝
牛
で
あ
り
、
食
物
を
恵
み
、
労
役
を
代
わ
っ
て
片
付
け
、
隣
村
の
親
戚
の
家

で
の
盛
大
な
祝
宴
に
出
か
け
る
た
め
の
す
ば
ら
し
い
衣
装
と
花
靴（

（（（
（

を
授
け
て
く
れ
る
。
彼
女
が
宴
会
に
行
く
の
を
妨
げ
よ
う
、
と
継
母

が
課
し
た
難
題
は
、
膨
大
な
量
の
反
物
を
織
り
上
げ
る
こ
と
、
広
い
部
屋
の
掃
除
、
各
部
屋
の
〔
温オ

ン
ド
ル突
の
〕
焚
き
口
の
灰
の
除
去
〔
こ

こ
で
灰
が
出
て
来
る
〕、
火
の
焚
き
付
け
、
底
に
穴
が
開
い
て
い
る
壺
へ
の
水
の
汲
み
込
み
、
稲
の
籾
五
石
を
搗つ

く
、
な
ど
だ
が
、
一

部
は
雀
や
蛙
が
援
助
し
て
く
れ
る
。
宴
会
に
出
か
け
た
コ
ン
ジ
は
継
母
と
そ
の
連
れ
子
で
あ
る
意
地
悪
な
義
妹
の
パ
ッ
ジ
に
嫉
妬
さ
れ

て
追
い
出
さ
れ
る
。
逃
げ
る
途
中
花
靴
を
落
と
す
。
こ
れ
を
手
に
入
れ
た
監カ

ム
サ司
が（

（（（
（

持
ち
主
を
訊
ね
る
と
、
テ
ス
ト
に
パ
ッ
ジ
ば
か
り

か
、
既
婚
者
で
あ
る
継
母
ま
で
挑
戦
、
大
き
過
ぎ
て
入
ら
な
い
足
の
横
側
を
自
ら
包
丁
で
削
ぐ（

（（（
（

。

〔
十
〕
日
本
の
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
（
民
話
と
古
典
文
学
）

（
１
）
民
話
「
お
う
ふ
と
は
げ
せ
ん（

（（（
（

」（
こ
れ
に
は
履
き
物
の
モ
テ
ィ
ー
フ（

（（（
（

あ
り
）

　

関
敬
吾
編
著
『
日
本
昔
話
大
成
』（

（（（
（

で
見
る
限
り
、
諸
モ
テ
ィ
ー
フ
の
符
号
す
る
類
話
は
「
お
う
ふ
と
は
げ
せ
ん
」〔
長
崎
県
北
高た

か

来き

郡
で
の
採
録
〕
に
留
ま
る
。
こ
れ
は
関
が
記
し
て
い
る
粗
筋
か
ら
推
察
す
る
と
、
こ
ん
な
話
と
思
わ
れ
る
。

　

お
う
ふ
は
先
妻
の
子
で
、
後
妻
で
あ
る
継
母
に
苛
め
ら
れ
る
。
継
母
の
難
題
と
し
て
は
、
粟あ

わ

を
撒
き
散
ら
し
て
お
い
て
、
拾
え
〔
雀

の
援
助
〕、
砕
け
米
を
竈
の
灰
に
混
ぜ
て
お
い
て
、
選
り
分
け
ろ
〔
や
は
り
雀
の
援
助
〕、
が
あ
る
。
そ
の
他
の
援
助
者
は
ど
こ
か
の
老

爺
。
遊
び
に
行
け
、
と
言
っ
て
く
れ
る
。
お
う
ふ
が
、
着
物
が
無
い
、
と
答
え
る
と
、
衣
装
を
入
れ
た
風
呂
敷
包
み
が
天
か
ら
落
ち
て
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来
る
。
こ
れ
を
来
た
お
う
ふ
を
老
爺
が
馬
に
乗
せ
て
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
。
沓く

つ

を（
（（（
（

落
と
す
。
長
者
の
息
子
が
沓
を
拾
い
、
そ
れ
に
足

の
合
う
娘
を
嫁
に
す
る
、
と
触
れ
を
出
す
。
継
母
は
実
子
の
は
げ
せ
ん
を
連
れ
て
行
き
、
無
理
に
沓
を
履
か
せ
る
の
で
、
は
げ
せ
ん
は

び
っ
こ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
お
う
ふ
は
沓
の
テ
ス
ト
に
合
格
、
長
者
の
家
へ
嫁
入
り
す
る（

（（（
（

。

（
２
）
古
典
文
学
『
落お

ち
く
ぼ窪
物
語
』（

（（（
（

（
こ
れ
に
は
履
き
物
の
モ
テ
ィ
ー
フ
無
し
）

　

平
安
時
代
中
頃
の
十
世
紀
終
わ
り
、
ほ
ぼ
正
暦
・
長
徳
年
間
（
九
九
〇
─
九
九
）
に
作
ら
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
『
落
窪
物
語
』

は
、
女
主
人
公
（
亡
き
母
が
「
女に

ょ
お
う王
」、
母
の
祖
父
（
祖
母
？
）
は
「
宮
」。
従
っ
て
帝
の
曾
孫
な
の
で
、
貴
族
社
会
に
あ
っ
て
も
一
際

高
貴
。
か
つ
美
し
い
）
が
、
幼
い
時
か
ら
実
の
父
（
中
納
言
源

み
な
も
と
の
た
だ
よ
り

忠
頼
）
の
邸
に
引
き
取
ら
れ
、
み
す
ぼ
ら
し
い
姿
で
継
母
（
父
の

正
妻
＝
「
北
の
方か

た

」）
の
さ
ま
ざ
ま
な
虐
待
に
耐
え
て
日
日
を
送
る
う
ち
、
そ
の
美
し
さ
と
性
格
の
愛
ら
し
さ
、
清
ら
か
さ
を
大
貴
族

の
若
君
で
あ
る
左

さ
こ
ん
の
し
ょ
う
し
ょ
う

近
少
将
（
道み

ち
よ
り頼
）
に
見
出
さ
れ
、
忠
実
な
若
い
侍
女
「
あ
こ
き
」（
阿
漕
。
こ
の
女
性
は
機
略
縦
横
の
上
、
受ず

り
ょ
う領

の
妻
と
な
っ
て
い
る
豊
か
な
お
ば
か
ら
必
要
な
物
品
を
入
手
で
き
る
身
）
の
援
助
な
ど
に
よ
り
、
め
で
た
く
左
近
少
将
と
の
結
婚
に
至

り
、
や
が
て
父
の
邸
か
ら
脱
出
、
夫
道
頼
と
と
も
に
幸
せ
な
生
涯
を
送
る
、
と
い
う
継
子
話
で
あ
る
。
履
き
物
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
欠
く

シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
と
言
え
よ
う
。

　

本
論
冒
頭
で
紹
介
し
た
日
本
に
お
け
る
詳
し
い
研
究
『
世
界
の
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
』
の
中
で
、
著
者
山
室
静
は
「
日
本
の
継
子
話
」

の
一
つ
と
し
て
『
落
窪
物
語
』
を
挙
げ
て
い
る
（
同
書
一
一
七
ペ
ー
ジ
以
降
）
が
、
こ
れ
を
殊
更
に
日
本
の
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
と
し
て

指
摘
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
論
者
は
あ
え
て
そ
れ
に
踏
み
切
る
。
な
ぜ
な
ら
以
下
に
記
す
よ
う
に
六
つ
も
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
シ
ン
デ

レ
ラ
物
語
と
共
有
し
て
い
る
（
た
だ
し
場
合
に
よ
っ
て
は
⑥
、
す
な
わ
ち
継
母
と
そ
の
実
の
娘
た
ち
へ
の
懲
罰
を
欠
く
シ
ン
デ
レ
ラ
物

語
も
あ
る
。
文
人
が
物
語
に
仕
立
て
た
も
の
は
お
お
む
ね
し
か
り
。
も
っ
と
も
『
落
窪
物
語
』
で
は
⑥
が
ま
た
一
通
り
で
な
い
）
か
ら
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で
あ
る
。

①
女
主
人
公
が
妙
な
呼
び
名
〔「
落
窪
の
君
」。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
は
「
灰
」
と
は
関
係
無
い
。
父
の
邸
で
あ
て
が
わ
れ
て
い

る
居
所
が
寝
殿
の
片
隅
の
、
間
口
二
間
の
「
落
窪
」

─
周
り
よ
り
一
段
低
く
造
ら
れ
て
い
る
空
間

─
な
の
で
〕
を
継
母
に
付
け
ら

れ
て
い
る
。

②
継
母
に
過
重
な
労
役
〔
縫
い
仕
事
〕
を
課
さ
れ
、
召
使
い
同
然
に
酷
使
さ
れ
る
。

③
父
親
は
女
主
人
公
に
ほ
と
ん
ど
無
関
心
〔
妻
の
讒ざ

ん

訴そ

を
真
に
受
け
て
女
主
人
公
に
腹
を
立
て
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
点
は
、
さ
こ
そ

あ
れ
、
と
は
思
う
が
、
民
話
で
は
普
通
そ
こ
ま
で
は
語
ら
な
い
〕。

④
一
家
を
挙
げ
て
出
掛
け
る
楽
し
い
物
見
遊
山
（
石
山
寺
詣
で
）
の
際
継
母
の
悪
意
で
邸
に
残
さ
れ
る
。

⑤
主
人
公
に
援
助
者
〔
た
だ
し
、
超
自
然
的
援
助
者supernatural helper 

で
は
な
い
が
〕
が
い
る
。

⑥
〔
女
主
人
公
が
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
知
る
と
非
難
す
る
の
だ
が
〕
継
母
と
腹
違
い
の
姉
妹
た
ち
で
あ
る
三
の
君
と
四

の
君（

（（（
（

〔
姉
妹
た
ち
は
殊
更
女
主
人
公
に
親
切
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
女
主
人
公
へ
の
苛
め
に
特
に
関
与
し
て
は
い
な
い
の
に
〕
へ

の
懲
罰
が
あ
る
。

　

そ
の
名
は
知
ら
れ
て
い
な
い
『
落
窪
物
語
』
の
作
者
〔
さ
し
て
位
の
高
く
な
い
男
性
貴
族
か
〕
が
、
ペ
ロ
ー
の
よ
う
に
、
当
時
口
承

さ
れ
て
い
た
民
話
を
題
材
と
し
て
一
編
の
物
語
を
編
ん
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
基
と
な
っ
た
民
話
に
は
、
作
者
が
教
養
あ
る
文
人
の
賢
し

ら
で
削
っ
て
し
ま
っ
た
土
俗
的
モ
テ
ィ
ー
フ
が
も
っ
と
何
か
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

も
っ
と
も
小
説
と
し
て
こ
れ
を
見
れ
ば
、
多
彩
な
登
場
人
物
が
端
役
の
だ
れ
か
れ
に
至
る
ま
で
い
ず
れ
も
活
き
活
き
と
し
て
お
り
、
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そ
れ
ら
の
会
話
文
に
よ
る
細
や
か
な
心
理
点
描
は
み
ご
と
で
あ
る
。
ま
た
、
道
化
た
好
色
漢
の
尾
籠
な
滑
稽
ぶ
り
な
ど
に
留
ま
ら
ず
、

随
所
に
諧
謔
が
効
い
て
お
り
、
作
者
の
知
性
と
感
性
が
並
並
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
就
中
悪
役
の
北
の
方
は
最
初
か
ら
最

後
ま
で
旺
盛
な
物
言
い
と
行
動
ぶ
り
で
終
始
す
る
。
民
話
で
も
、
悪
役
が
登
場
す
る
場
合
、
虐
げ
ら
れ
る
主
人
公
よ
り
も
ず
っ
と
濃
厚

な
色
彩
で
描
か
れ
る
の
が
一
般
。『
落
窪
物
語
』
の
作
者
は
民
話
の
精
神
を
体
得
し
て
い
た
よ
う
で
、
優
れ
た
感
覚
で
あ
る
。
少
な
く

と
も
物
語
に
お
け
る
悪
役
の
価
値
を
十
二
分
に
心
得
て
、
北
の
方
を
徹
底
的
に
遣
い
廻
し
て
い
る
。
つ
い
で
に
申
せ
ば
、
平
安
朝
の
宮

廷
貴
族
の
生
活
が
軽
妙
か
つ
写
実
的
に
（
も
っ
と
も
、
女
主
人
公
夫
妻
の
栄
華
は
こ
の
上
な
く
豪
奢
な
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
て
、

現
実
に
あ
っ
た
、
と
は
思
え
な
い
箇
所
も
少
な
く
な
い
が
）
綴
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
も
大
い
に
娯
し
め
る
作
品
。

　

た
だ
し
、
巻
之
一
か
ら
巻
之
四
ま
で
あ
る
こ
の
か
な
り
な
長
編
を
一
本
の
校
注
者
所
弘
の
解
説
に
従
い
次
の
三
部
に
分
け
た
場
合
、

シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
に
相
当
す
る
の
は
ほ
ぼ
第
一
部
で
あ
る
。

　

第
一
部　
「
落
窪
の
君
」
と
継
母
か
ら
蔑
称
さ
れ
る
姫
の
辛
い
生
活
と
そ
の
救
済
。
三
の
君
の
婿
で
あ
る
蔵

く
ろ
う
ど
の
し
ょ
う
し
ょ
う

人
少
将
の
家
従
で
左

近
少
将
の
乳め

の
と
ご

母
子
の
帯た

ち
わ
き刀
は
、
姫
を
い
と
お
し
ん
で
い
る
侍
女
の
阿
漕
の
夫
な
の
で
、
そ
の
口
か
ら
間
接
に
で
は
あ
る
が
薄
倖
の
麗
人

の
存
在
を
伝
え
聞
い
た
左
近
少
将
が
姫
の
許
へ
通
う
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
姫
は
あ
る
こ
と
で
北
の
方
の
た
め
監
禁
さ
れ
た
物
置
の
ご

と
き
部
屋
か
ら
、
少
将
に
よ
っ
て
救
い
出
さ
れ
、
少
将
の
父
左さ

だ
い
し
ょ
う

大
将
の
別
邸
で
阿
漕
と
と
も
に
安
ら
か
な
暮
ら
し
に
入
る
（
巻
之
一
全

部
と
巻
之
二
の
初
め
）。

　

第
二
部　

継
母
北
の
方
へ
の
左
近
少
将
の
執
拗
な
復
讐
。
少
将
が
謀
り
事
を
巡
ら
し
、
手
を
替
え
品
を
替
え
、
北
の
方
に
懲
罰
を
加

え
る

─
こ
の
懲
罰
は
北
の
方
の
娘
た
ち
で
あ
る
三
の
君
と
四
の
君
を
も
巻
き
込
む

─
（
巻
之
二
の
残
り
と
巻
之
三
の
初
め
）。
こ

よ
な
く
愛
し
い
妻
で
あ
る
姫
が
苛
め
ら
れ
続
け
だ
っ
た
の
が
腹
立
た
し
く
て
堪
ら
ず
、
そ
う
し
た
行
為
に
走
る
の
で
あ
る
。
悪
役
に
対
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す
る
懲
罰
自
体
は
極
め
て
民
話
的
な
の
だ
が
、
民
話
が
物
語
に
仕
立
て
ら
れ
る
と
一
般
に
は
懲
罰
を
欠
く
に
も
関
わ
ら
ず
、『
落
窪
物

語
』
の
場
合
作
者
は
こ
れ
に
大
い
に
技
巧
を
凝
ら
し
て
い
て
特
異
で
あ
る
。
姫
自
身
は
大
層
心
優
し
く
、
夫
の
こ
う
し
た
行
為
を
不
快

に
思
い
、
非
難
す
る
。
こ
の
点
で
も
姫
は
、
無
個
性
な
民
話
的
女
主
人
公

─
民
話
で
は
懲
罰
に
賛
成
も
し
な
い
が
反
対
も
せ
ず
全
く

没
交
渉

─
と
し
て
で
は
な
く
、
ペ
ロ
ー
の
物
語
に
お
け
る
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
と
同
じ
く
温
雅
で
思
慮
深
い
人
物
像
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
深
み
の
あ
る
立
体
的
性
格
は
（
も
と
よ
り
近
代
文
学
の
そ
れ
と
は
懸
隔
が
甚
だ
し
い
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
た
ペ
ロ
ー
の
物

語
に
お
け
る
の
と
同
様
に
）
毛
頭
民
話
的
で
は
な
い
。

　

第
三
部　

姫
と
左
近
少
将
夫
妻
の
栄
華
。
夫
道
頼
は
急
速
に
昇
進
し
て
行
き
、
最
後
に
は
四
十
歳
に
も
な
ら
ぬ
内
に
太
政
大
臣
に
任

じ
ら
れ
、
位
人
臣
を
極
め
る
。
夫
妻
の
長
女
は
帝
の
后
に
な
る
。
姫
を
直
接
・
間
接
に
援
助
し
た
阿
漕
（
そ
れ
に
連
れ
て
そ
の
夫
の
帯

刀
も
）、
阿
漕
の
お
じ
・
お
ば
も
眷
顧
を
蒙
り
、
す
こ
ぶ
る
幸
せ
に
世
を
送
る
（
巻
之
三
、四
は
大
方
こ
う
し
た
栄
華
の
事
細
か
な
描
写

に
当
て
ら
れ
て
い
る
）。

─
姫
は
そ
う
し
た
生
活
の
か
な
り
初
期
に
父
と
の
再
会
を
望
み
、
老
い
耄ほ

う

け
た
父
は
単
純
に
〔
つ
ま
り
、

か
つ
て
娘
を
な
い
が
し
ろ
に
し
続
け
た
こ
と
を
恥
じ
る
こ
と
な
く
〕
再
会
を
大
い
に
喜
ぶ
。
こ
う
し
た
点
も
姫
の
心
の
温
か
さ
を
示

す
。
ま
た
、
姫
は
こ
の
父
ば
か
り
で
な
く
、
父
と
北
の
方
の
子
ど
も
た
ち
に
な
に
く
れ
と
尽
く
し
て
や
る
。
北
の
方
は
そ
う
さ
れ
て
も

し
ば
し
ば
ひ
ね
く
れ
ぶ
り
を
発
揮
、
素
直
に
喜
ぼ
う
と
し
な
い
。
こ
れ
が
ま
た
読
む
者
を
笑
わ
せ
る
。

　

従
っ
て
作
者
は
、（
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
だ
が
）
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
型
の
民
間
伝
承
を
種
に
、
こ
れ
を
発
端
と
し
て
ま
ず
女
主
人

公
を
そ
の
恋
人
に
救
出
さ
せ
、
読
者
を
ま
ず
は
安
心
さ
せ
て
お
き
、
さ
て
そ
れ
か
ら
の
顛
末
を
創
作
力
の
赴
く
ま
ま
に
事
細
か
く
紡
ぎ

出
し
、
今
日
で
も
文
学
者
の
創
作
意
欲
を
搔
き
立
て
て
止
ま
な
い
、
民
話
の
め
で
た
し
、
め
で
た
し
の
そ
の
後
は
ど
う
な
っ
た
、
と
い

う
物
語
を
み
ご
と
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。



116

武蔵大学人文学会雑誌　第 43 巻第 2 号

〔
十
一
〕
考
察

　

シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
を
構
成
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
は
結
局
以
下
の
ご
と
く
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
今
日
見
出
さ
れ
る
全
て
の
類
話
が
全
て

の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
含
ん
で
い
る
、
と
は
限
ら
な
い
。

① 

女
主
人
公
は
継
子
で
あ
り
、
継
母
や
そ
の
実
の
娘
（
た
ち
）
か
ら
苛
め
ら
れ
、
最
下
級
の
召
使
い
の
よ
う
に
こ
き
使
わ
れ
て
い
る
。

② 

女
主
人
公
の
実
の
父
親
は
存
在
す
る
が
、
実
子
が
苛
め
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
は
全
く
無
関
心
。

③ 

女
主
人
公
は
妙
な
綽
名
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
灰
に
関
わ
る
汚
れ
娘
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

④ 

女
主
人
公
は
美
女
で
あ
り
、
そ
れ
は
足
が
極
め
て
小
さ
い
、
と
い
う
設
定
で
端
的
に
示
さ
れ
る
。

⑤ 

女
主
人
公
に
は
超
自
然
的
援
助
者
が
存
在
す
る
。
こ
れ
が
、
必
要
あ
る
場
合
、
女
主
人
公
の
望
む
も
の
を
何
で
も
与
え
て
く
れ
る
。

あ
る
い
は
、
女
主
人
公
が
継
母
や
そ
の
実
の
娘
（
た
ち
）
か
ら
難
題
（
こ
れ
は
家
事
労
働
を
極
端
に
し
た
も
の
が
多
い
）
を
課
さ
れ
る

場
合
、
そ
れ
を
解
決
し
て
く
れ
る
。

⑥ 

女
主
人
公
は
日
常
大
層
み
す
ぼ
ら
し
く
身
を
窶
し
て
い
る
が
、
地
域
の
何
ら
か
の
晴
れ
の
行
事
の
折
（
祭
、
舞
踏
会
、
祝
宴
な
ど
）

に
、
援
助
者
か
ら
与
え
ら
れ
た
豪
奢
な
衣
装
を
纏
い
、
優
美
で
と
て
も
小
さ
い
履
き
物
を
履
き
、
絶
世
の
美
女
と
し
て
登
場
す
る
。
そ

こ
を
慌
て
て
立
ち
去
る
際
履
き
物
を
片
方
落
と
す
。

⑦ 

高
い
身
分
の
男
性
が
そ
の
履
き
物
を
入
手
し
、
履
き
物
の
主
と
結
婚
し
た
い
、
と
望
む
。
履
き
物
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
同
定

す
る
の
は
、
そ
れ
を
履
く
、
と
い
う
テ
ス
ト
。

⑧ 

女
主
人
公
は
、
履
き
物
を
履
く
、
と
い
う
テ
ス
ト
を
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
。
継
母
や
そ
の
実
の
娘
（
た
ち
）
が
こ
れ
を
阻
害
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し
、
場
合
に
よ
り
自
分
た
ち
が
そ
の
テ
ス
ト
を
受
け
る
。

⑨ 
女
主
人
公
は
最
後
に
テ
ス
ト
を
受
け
る
こ
と
に
成
功
。
履
き
物
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
が
同
定
さ
れ
て
、
高
い
身
分
の
男
性
と
結

婚
す
る
。

⑩ 

継
母
や
そ
の
実
の
娘
（
た
ち
）
に
懲
罰
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
の
最
も
重
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
は
「
小
さ
な
足
と
そ
れ
が
合
う
履
き
物
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
履
き
物
は
脱
げ
易
い
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
脱
げ
易
く
は
あ
っ
て
も
日
本
の
草
履
や
下
駄
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
開
放
型
の
構
造
だ
と
、
こ
れ
を
履
け

る
こ
と
が
持
ち
主
を
同
定
す
る
テ
ス
ト
は
成
立
し
難
い（

（（（
（

。

　

Ａ
・
Ｂ
・
ル
ー
ト
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
所
有
者
の
女
性
の
美
し
さ
の
証
と
さ
れ
る
小
さ
な
靴
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
足

と
同
じ
寸
法
の
底
を
持
つ
履
き
物
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
け
れ
ど
も
ゲ
ル
マ
ン
人
の
そ
れ
の
よ
う
な
履
き
物

─
足
の
周
り
に

巻
き
付
け
ら
れ
た
獣
皮
の
切
れ
端

─
で
は
と
て
も
こ
の
種
の
物
語
の
要
因
に
は
な
ら
な
い（

（（（
（

」。

　

と
な
る
と
、
中
近
東
の
サ
ン
ダ
ル
や
南
欧
の
スエ

ス

パ

ル

ト

パ
ル
ト
底
靴esparto

、
縄エ

ス
パ
ド
リ
ー
ユ

底
靴espadrille

の
よ
う
に
、
足
型
に
合
っ
た
き
ち
ん

と
し
た
底
が
あ
り
は
す
る
が
、
か
な
り
浅
い
履
き
物
が
適
合
す
る
。
も
っ
と
も
、
爪
先
と
踵
は
い
く
ら
か
覆
わ
れ
て
い
る
か
、
幅
広
の

帯バ
ン
ド

な
い
し
細
い
紐

ス
ト
ラ
ッ
プ

が
足
の
甲
と
踵
を
固
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

　

あ
え
て
仮
説
を
立
て
れ
ば
、
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
は
こ
う
し
た
履
き
物
が
一
般
的
だ
っ
た
地
域
か
ら
発
祥
し
た
の
で
あ
ろ
う
。（
し
か

し
、
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
モ
テ
ィ
ー
フ
、
女
主
人
公
の
綽
名
が
暖
を
取
る
た
め
に
灰
だ
ら
け
に
な
る
こ
と
に
由
来

す
る
こ
と
、
と
、
イ
ン
ド
・
中
東
な
ど
の
暑
い
気
候
が
生
ん
だ
で
あ
ろ
う
サ
ン
ダ
ル
型
の
履
き
物
と
を
ど
う
結
び
付
け
る
つ
も
り
か
、

と
詰
問
さ
れ
た
ら
、
論
者
は
途
方
に
暮
れ
る
ば
か
り
な
の
だ
が
）。
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日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
更
に
仮
説
を
単
純
に
推
し
進
め
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
地
域
か
ら
「
海
上
の
道
」
と
い
う
大
交
易
路
を
経
由

し
て
南
中
国
に
ま
で
伝
播
し
、『
酉
陽
雑
俎
』
な
ど
書
籍
を
介
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
朝
鮮
半
島
に
ま
で
流
布
、
彼
の
地
で
口
承
さ
れ
た

が
、
日
本
で
は
重
要
モ
テ
ィ
ー
フ
が
風
俗
上
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
大
幅
に
変
形
し
て
類
話
と
は
言
い
難
い
も
の
と
な
っ
た
、
と
結

論
し
得
る
か
。

注1	

物
語
の
研
究
と
い
う
題
目
に
関
し
て
は
、
多
く
の
異
な
っ
た
見
解
が
提
唱
さ
れ
得
る　

後
述
『
シ
ン
デ
レ
ラ
・
サ
イ
ク
ル
』
第
一
章
。

2	

Ｃ
・
Ｗ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ド
ウ　

カ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
シ
ド
ウCarl W

ilhelm
 von Sydow

　
（
一
八
七
八
─
一
九
五
二
）。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
民
俗
学
者
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
の
民
話
研
究
者
。
ル
ン
ド
大
学
教
授
。

3	

『
民
間
説
話
』T

he Folktale　

Stith T
hom

pson: T
he Folktale. T

he D
ryden Press. N

ew
 Y

ork 1946. 

邦
訳
。
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ン
著
／
荒

木
博
之
・
石
原
綏
代
訳
『
民
間
説
話　

─
理
論
と
展
開
─
』、
現
代
教
養
文
庫
、
社
会
思
想
社
、
昭
和
五
十
二
）。
た
だ
し
絶
版
。

4	

…
…
、
と
指
摘
し
て
い
る　

前
掲
書
（
上
）
二
七
九
ペ
ー
ジ
。

5	

六
つ
の
話　
「
失
踪
し
た
女
房
を
探
す
男
」（
Ａ
Ｔ
四
〇
〇
）「「
シ
ン
デ
レ
ラ
」（
Ａ
Ｔ
五
一
〇
Ａ
）「
鳥
と
馬
と
王
女
」（
Ａ
Ｔ
五
五
〇
）「
脊
嚢
と
帽
子
と

角
笛
」（
Ａ
Ｔ
五
六
九
）「
盗
み
の
名
人
」（
Ａ
Ｔ
一
五
二
五
）「
金
持
ち
の
百
姓
と
貧
乏
な
百
姓
」（
Ａ
Ｔ
一
五
三
五
）。

	

　

附
言
す
れ
ば
、
日
本
で
は
こ
の
六
つ
の
話
の
類
話
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

	

　

た
だ
し
Ａ
Ｔ
四
〇
〇
は
「
天
人
女
房
」（
大
成
一
一
八
。
関
敬
吾
編
著
『
日
本
昔
話
大
成
』、
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
三
、
第
二
巻
）
と
し
て
沖
縄
県
、

奄
美
大
島
な
ど
南
島
に
発
見
さ
れ
る
（
華
南
・
華
中
か
ら
の
伝
播
を
示
唆
す
る
か
）。
ま
た
Ａ
Ｔ
一
五
三
五
は
Ｈ
・
Ｃ
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
作
の
物
語
「
小こ

ク

ラ
ウ
ス
と
大お

お

ク
ラ
ウ
ス
」Lille Claus og Store Claus

〔
そ
の
故
郷
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
は
フ
ュ
ー
ン
島
の
民
話
を
基
と
し
た
由
を
作
者
自
身
が
記
し
て

い
る
。
当
該
民
話
は
「
大
き
な
あ
に
い
と
小
さ
な
あ
に
い
」Store Bror og Lille Bror

と
さ
れ
る
が
、
論
者
は
未
確
認
〕
の
尾
崎
紅
葉
に
よ
る
翻
案

「
二に

に
ん
む
く
す
け

人
椋
助
」（
一
八
九
一
）
に
よ
り
日
本
に
流
布
し
、
新
日
本
民
話
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
書
籍
記
載
の
物
語
が
民
間
に
入
っ
て
口
承
化
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
経
緯
の
考
究
お
よ
び
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
民
話
の
再
話
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
鈴
木
滿
著
『
昔
話
の
東
と
西　

比
較
口
承
文
芸
論
考
』（
国
書
刊
行

会
、
平
成
十
六
）
の
一
章

─
ア
ン
デ
ル
セ
ン
「
小
ク
ラ
ウ
ス
と
大
ク
ラ
ウ
ス
」
か
ら
民
話
「
馬
喰
八
十
八
」
ま
で

─
を
参
照
の
こ
と
。

6	

マ
リ
ア
ン
・
ロ
ウ
ル
フ
・
コ
ッ
ク
ス　
『
シ
ン
デ
レ
ラ
。
シ
ン
デ
レ
ラ
、
猫
っ
皮
、
藺
草
頭
巾
の
三
五
〇
の
類
話
』M

arian Roalfe Cox: Cinderella: 
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T
hree H

undred and Forty-five V
ariants of Cinderella, Catskin and Cap o，

R
ushes, A

bstracted and T
abulated. D

avid N
utt for the 

Folk-lore Society. London, 1893.　

初
出
「
民
俗
学
会
雑
誌
」
三
十
一
巻
（
一
八
九
二
）Publications of T

he Folk-lore Society 

（vol. 
X

X
X

I

）,1892.

。
本
邦
未
訳
。

7	

ア
ン
ナ
・
ビ
ル
ギ
ッ
タ
・
ル
ー
ト
の
研
究
『
シ
ン
デ
レ
ラ
・
サ
イ
ク
ル
』　A

nna Birgitta Rooth: T
he Cinderella Cycle. CW

K
 GLEERU

P. Lund 
1951.　

こ
れ
は
英
文
で
書
か
れ
た
ル
ン
ド
大
学
博
士
学
位
請
求
論
文D
issertation

だ
が
、
当
時
も
現
在
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
本
邦
未
訳
。
Ａ
・

Ｂ
・
ル
ー
ト
は
ル
ン
ド
大
学
で
Ｃ
・
Ｗ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ド
ウ
の
下
に
学
ぶ
。
の
ち
ウ
プ
サ
ラ
大
学
教
授
。

8	

…
…
そ
の
伎
倆
と
完
璧
さ
と
に
深
く
感
銘
を
受
け
た　

前
掲
書
序
章Introduction

。

9	

『
世
界
の
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
』　

山
室
静
著
『
世
界
の
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
』（
新
潮
選
書
）、
新
潮
社
、
一
九
七
九
。

10	

ア
ン
テ
ィ
・
ア
ー
ル
ネ 　

A
ntti A

m
atus A

arne.　

民
話
研
究
の
地
理
・
歴
史
学
的
手
法
を
提
唱
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
民
話
研
究
者
ユ
リ
ウ
ス
・
ク

ロ
ー
ンJulius K

rohn 

と
そ
の
息
子
カ
ー
ル
レ
・
ク
ロ
ー
ンK

aarle K
rohn

の
弟
子
。
二
人
の
手
法
を
更
に
発
展
さ
せ
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
民
話
を

集
め
、
類
話
を
系
統
立
て
て
編
集
、
話
型
索
引
を
作
成
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
成
果
が
一
九
一
〇
年
出
版
の
『
専
門
領
域
に
お
け
る
知
友
各
位
の
ご
支

援
を
受
け
し
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
話
型
索
引
』V

erzeichnis der M
ärchentypen m

it H
ülfe von Fachgenossen

。

11	

Ａ
Ｔ　

ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
『
民
話
の
話
型
』A

ntti A
arne / Stith T

hom
pson: T

he T
ypes of the Folktale. Suom

alainen T
iedeakatem

ia. 
A

cadem
ia scientiarum

 Fennica. H
elsinki 1964.　

民
話
の
話
型
一
覧
が
番
号
付
き
・
粗
筋
付
き
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
Ａ
Ｔ
番
号
は
世
界
的

承
認
を
受
け
て
い
る
民
話
整
理
番
号
（S. T

hom
pson :T

he Folktale

の
邦
訳
『
民
間
説
話
』
の
巻
末
に
話
型
と
番
号
掲
載
）。
も
っ
と
も
現
在
口
承
文

芸
研
究
者
間
に
お
い
て
は
Ａ
Ｔ
の
増
補
改
訂
版
で
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｕ
（
後
掲
注
「
Ａ
Ｔ
Ｕ
」
参
照
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

12	

Ａ
Ｔ
Ｕ　

ハ
ン
ス
＝
イ
ェ
ル
ク
・
ウ
タ
ー
『
国
際
的
民
話
の
話
型
』H

ans-Jörg U
ther: T

he T
ypes of International Folktales. A

 Classification 
and Bibliography. 3 V

ols. A
cadem

ia scientiarum
 Fennica. H

elsinki 2004.

13	

五
一
〇
「
シ
ン
デ
レ
ラ
と
驢ポ

ー
・
ダ
ー
ヌ

馬
皮
」　510 Cinderella and Peau d，

Â
ne

14	

五
一
〇
Ａ
「
シ
ン
デ
レ
ラ
（
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ー
ラ
、
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
、
ア
ッ
シ
ェ
ン
プ
ッ
テ
ル
）」　510A

 Cinderella. 

（Cenerentola, Cendrillon, 
A

schenputtel.

）

15	

五
一
〇
Ｂ
「
驢ポ

ー
・
ダ
ー
ヌ

馬
皮
」（
以
前
の
〔
す
な
わ
ち
Ａ
Ｔ
に
お
い
て
は
〕「
黄
金
の
ド
レ
ス
、
白
銀
の
ド
レ
ス
、
星
星
の
ド
レ
ス
（
藺
草
頭
巾
）」）　510B Peau 

d， Â
ne

（previously T
he D

ress of G
old, of Silver, and the of Stars [Cap o，

R
ushes]

）

16	

五
一
〇
Ｂ
＊
「
箱
の
中
の
王
女
」　510B* T

he Princess in the Chest.

17	

ス
ト
ラ
ボ
ン　

？
前
六
三
─
紀
元
二
一
／
二
三
年
。
ラ
テ
ン
語
表
記 Strabo 

。
小
ア
ジ
ア
の
ア
マ
セ
イ
ア
に
生
ま
れ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
学
び
、
エ
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ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ア
、
小
ア
ジ
ア
を
広
く
旅
行
し
た
。
紀
元
前
二
〇
年
以
降
は
ロ
ー
マ
に
定
住
、
遍
歴
で
得
た
知
識
を
基
に
『
地ゲ

オ
グ
ラ
フ
ィ
カ

理
誌
』Geographica 

全
十
七
巻
を
著
し
た
。
当
時
の
世
界
地
誌
的
知
識
・
見
解
の
集
大
成
で
あ
る
。
や
は
り
ギ
リ
シ
ア
人
の
プ
ト
レ
メ
ー
ウ
ス
（
い
わ
ゆ
る
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
）・

ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
スPtolem

æ
us Claudios

（
ほ
ぼ
紀
元
二
世
紀
の
人
）
と
並
び
、
古
代
地
理
学
者
の
双
璧
と
さ
れ
る
。

18	
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
に
よ
っ
て
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る　

ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
『
小
論
文
集
』
第
二
巻
三
八
九
ペ
ー
ジ
以
降
（「
花
に
由
来
す
る
女
性
の
名

前
」） Jacob Grim

m
: K

leinere Schriften. Bd.2. S.389f. 

〈Ü
ber Frauennam

en aus Blum
en

〉．O
lm

s-W
eidm

ann. H
ildesheim

/Zürich/ 
N

ew
 Y

ork 1991.

19	

エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
つ
い
て
の
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
記
事　

以
下
の
邦
訳
は
、
飯い

い
お尾

都く
に
と人

訳
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
世
界
地
誌
』
Ⅰ
・
Ⅱ
（
龍
渓
書
舎
、

一
九
九
四
）
に
よ
る
。
Ⅱ
第
一
七
巻
「
リ
ビ
ュ
ア
大
陸
」
第
一
章
「
エ
ジ
プ
ト
」
三
三
「
三
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」。

20	

こ
の
靴
に
合
う
美
し
い
足　

足
が
小
さ
け
れ
ば
美
女
に
違
い
な
い
、
と
断
じ
る
の
は
な
る
ほ
ど
迂
闊
な
思
い
込
み
で
は
あ
る
が
、
な
ん
と
な
く
も
っ
と
も

ら
し
い
。
足
が
小
さ
い
不
美
人
も
、
足
の
大
き
な
美
人
も
い
る
道
理
と
は
申
せ
、
小
足
を
美
女
の
条
件
に
数
え
る
こ
と
は
日
本
で
も
あ
る
、
あ
る
い
は
、

あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
元
禄
時
代
に
は
。「
美
人
両
足
は
八
文
七
分
に
定
ま
れ
り
」
と
か
「
足
は
八
も
ん
三
分
に
定
め
、
親
指
反そ

っ

て
う
ら
す
き
て
〔
足
の
裏

が
す
い
て
い
る
。
扁
平
で
な
い
〕」
と
は
井
原
西
鶴
の
言
葉
〈
そ
れ
ぞ
れ
井
原
西
鶴
著
『
諸
艶
大
鑑
』
巻
七
の
（
二
）、『
好
色
一
代
女
』
巻
一
の
（
三
）〉

で
あ
る
。
一
文
は
約
二
・
四
セ
ン
チ
だ
か
ら
、
八
文
七
分
で
も
二
一
セ
ン
チ
足
ら
ず
と
な
る
。
八
文
三
分
な
ら
ば
二
〇
セ
ン
チ
に
満
た
な
い
。
ち
な
み
に
、

「
親
指
反そ

っ

て
う
ら
す
き
て
」
と
西
鶴
が
形
容
し
て
い
る
の
は
、
弓
な
り
に
き
ゅ
っ
と
反
っ
た
足
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
足
の
女
人
は
、
理
想
的
な
女
性
器

の
持
ち
主
で
も
あ
る
そ
う
な
。
そ
こ
で
「
弓き

ゅ
う
あ
い鞋
」
な
る
弓
型
の
小
さ
な
履
き
物
と
と
も
に
し
ば
し
ば
性
的
問
題
に
関
連
し
て
解
説
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
中

国
の
か
つ
て
の
習
俗
「
纏て

ん
そ
く足
」
に
も
僅
か
に
触
れ
て
お
く
。
こ
れ
を
考
案
し
た
の
は
（
俗
説
で
は
）
北
宋
に
滅
ぼ
さ
れ
た
五
代
南
唐
の
後こ

う
し
ゅ主
李り

い
く煜
（
九
三
七

─
七
八
）
と
さ
れ
る
。
北
宋
（
九
六
〇
─
一
一
二
七
）
以
降
徐
徐
に
広
ま
り
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
庶
民
に
至
る
ま
で
こ
の
悪
習
に
浸
っ
た
の
は
清
代
で

あ
ろ
う
か
〔
清
朝
の
支
配
階
級
で
あ
る
満
州
〈
女ジ

ュ
ル
チ
ン真
〉
族
お
よ
び
漢
軍
八
旗
の
家
族
は
本
来
こ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
が
〕。

21	

『
歴
史
』　

ラ
テ
ン
語
文
字
転
記H

istoriai 

。
邦
訳
。
青
木
巌
訳
『
歴
史
』
上
・
中
・
下
、
創
元
文
庫
、
創
元
社
、
昭
和
二
十
九
。
松
平
千
秋
訳
『
ヘ
ロ
ド

ト
ス　

歴
史
』（
改
装
版
）
上
・
中
・
下
、
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
。

22	

ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
バ
ジ
ー
レ
著
『
おロ

・
ク
ン
ト
・
デ
リ
・
ク
ン
テ
ィ

話
中
の
お
話
』（
五イ

ル
・
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ

日
物
語
）　Giam

battista Basile: Lo cunto delli cunti 

（Il Pentam
erone

）.　

出

版
一
六
三
四
─
三
六
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ス
ト
ラ
パ
ロ
ー
ラ
著
『
楽レ

・
ピ
ア
チ
ェ
ヴ
ォ
ー
リ
・
ノ
ッ
テ
ィ

し
き
夜
夜
』（
一
五
五
〇
─
五
四
）

Giovanni Francesco Strapalora: Le piacevoli notti

と
と
も
に
民
話
伝
承
の
歴
史
に
と
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
二
つ
の

説
話
（
ノ
ヴ
ェ
ラnovella

）
集
の
一
つ
。
純
粋
の
口
承
民
話
や
、
元
は
書
か
れ
た
も
の
（
記
載
民
話
）
で
も
既
に
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
民
間
伝
承
に
な
っ

て
い
た
の
を
、
ナ
ポ
リ
の
行
政
官
、
文
人
バ
ジ
ー
レ
が
愛
す
る
郷
土
の
言
葉
ナ
ポ
リ
方
言
を
用
い
て
書
物
と
し
た
。
バ
ジ
ー
レ
（
一
五
七
五
─
一
六
三
二
）
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は
元
来
軍
人
と
し
て
多
年
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
共
和
国
に
勤
務
し
た
の
で
、
こ
の
共
和
国
の
中
近
東
貿
易
を
保
護
す
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
海
軍
の
補
給
基
地
が
点
在

し
て
い
た
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
民
話
を
も
数
多
く
知
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ナ
ポ
リN

apoli

の
語
源
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
植
民
都
市
ネ
ア
ポ
リ
ス

N
eapolis

（
こ
れ
が
ロ
ー
マ
風
に
ネ
オ
ポ
リ
スN

eopolis

と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
「
新
た
な
都
市
」
の
意
）
で
、
ロ
ー
マ
に
属
し
て
か
ら
も
風
儀
は
周
辺

と
は
変
わ
っ
て
お
り
、
中
近
世
以
降
イ
タ
リ
ア
の
枢
要
な
大
都
市
で
あ
る
の
に
、
ナ
ポ
リ
方
言
は
他
地
方
の
イ
タ
リ
ア
人
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
、
と
さ

れ
た
特
異
な
地
域
で
あ
る
。

	

　

邦
訳
。
杉
山
洋
子
・
三
宅
忠
明
訳
『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
［
五
日
物
語
］』、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
五
。「
灰
だ
ら
け
の
に
ゃ
ん
こ
」La Gatta 

Cenerentola 
は
こ
の
邦
訳
で
は
「
灰
か
ぶ
り
猫
」
と
な
っ
て
い
る
。

	

　

な
お
こ
の
邦
訳
は
英
語
か
ら
の
重
訳
だ
が
、
英
語
底
本
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

	

　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ー
ト
ン
訳
『
イ
ル
・
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
あ
る
い
は
お
話
の
中
の
お
話
』T

ranslated by Richard Burton: Il Pentam
erone; or 

the T
ale of T

ales. 1893. rpt. N
ew

 Y
ork, Bone and Liveright, 1937. 

→
こ
れ
は
多
分
底
本
で
は
な
か
ろ
う
。

　	　

ノ
ー
マ
ン
・
ペ
ン
ザ
ー
訳
『
ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
バ
ジ
ー
レ
の
ペ
ン
タ
メ
ロ
ン
』T

ranslated by N
orm

an M
. Penzer: T

he Pentam
erone 

of G
iam

battista Basile. 2 vols. from
 the Italian of Benedetto Croce of 1925; rpt. W

estport, Connecticut, Grennw
ood Press, 1979. 

→

こ
れ
が
底
本
か
。

	

　

右
は
一
般
の
イ
タ
リ
ア
人
に
も
難
解
な
ナ
ポ
リ
方
言
か
ら
標
準
イ
タ
リ
ア
語
に
訳
さ
れ
た
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
イ
タ
リ
ア
語
版
か
ら
の
英
訳

で
あ
る
。

	

　

信
頼
す
べ
き
イ
タ
リ
ア
語
版
で
入
手
が
容
易
な
も
の
は
以
下
の
通
り
。

	
Il Pentam

erone ossia La Fiaba delle Fiabe. 3 vols. T
radotta dall，antico dialetto napoletano e corredata di introducione e note 

storiche di Benedetto Croce: Prefazione di Italo Calvino, Enditori Laterza. 1974.

23	

サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ　

Sardinia.　

サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
島
。
地
中
海
西
部
、
コ
ル
シ
カ
島
の
南
に
あ
り
、
シ
チ
リ
ア
島
に
次
い
で
地
中
海
第
二
の
大
島
。
イ
タ

リ
ア
領
。
属
島
を
合
わ
せ
面
積
二
四
〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
。

24	

竈か
ま
ど
ね
こ猫　

民
衆
の
同
じ
民
衆
に
対
す
る
謂
わ
れ
の
な
い
差
別
意
識
を
悲
し
み
か
つ
諷
刺
し
て
宮
澤
賢
治
が
書
い
た
短
編
「
猫
の
事
務
所
」（
初
出
一
九
二
六
）

に
は
「
か
ま
（
竈
、
釜
）
猫
」
が
事
務
所
の
最
下
級
書
記
と
し
て
登
場
す
る
。
賢
治
に
よ
れ
ば
、
夏
の
土
用
、
つ
ま
り
暑
い
最
中
に
生
ま
れ
た
の
で
、
皮

が
薄
く
寒
が
り
な
た
め
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
竈
の
暖ぬ

く

灰ば
い

の
上
に
寝
て
薄
汚
れ
、
他
の
猫
ど
も
か
ら
差
別
さ
れ
る
存
在
。
こ
う
し
た
「
か
ま
猫
」
は
あ
る
い
は

賢
治
の
創
作
か
も
知
れ
な
い
が
、
竈
の
傍
に
う
ず
く
ま
っ
て
暖
を
と
る
猫
は
少
な
く
て
も
明
治
時
代
か
ら
「
竈か

ま
ど
ね
こ猫

」
と
称
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
国
語
大
辞

典
』
第
二
版
、
小
学
館
）。
大
田
南な

ん
ぼ畝

（
一
七
四
九
─
一
八
二
三
。
蜀し

ょ
く
さ
ん
じ
ん

山
人
、
四よ

も
の
あ
か
ら

方
赤
良
）
の
狂
文
集
『
四
方
の
あ
か
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
猫ね

こ
の
ふ賦

」
に
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は
「
冬
来き

た

れ
ば
竈
に
入い

り

て
、
灰
毛
の
名
に
負
ふ
も
を
か
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
猫
は
昔
か
ら
、
洋
の
東
西
の
別
な
く
、
寒
い
時
期
に
は
竈
に
潜
り
込
ん
で
、

毛
を
灰
で
汚
す
も
の
（
＝
「
猫
灰
だ
ら
け
」）
だ
っ
た
わ
け
。

	
　

ゼ
ゾ
ッ
ラ
は
ろ
く
な
服
も
与
え
ら
れ
ず
寒
さ
に
苦
し
ん
で
い
る
の
で
、
台
所
の
竈
で
暖
を
取
る
ほ
か
な
く
、
灰
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
継
母

と
継
母
の
連
れ
子
た
ち
に
そ
う
し
た
蔑
称
で
呼
ば
れ
る
。

25	

ラ
・
ガ
ッ
タ
・
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ー
ラLa Gatta Cenerentola　
「
ガ
ッ
タ
」
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
猫
」
一
般
、
あ
る
い
は
「
牝
猫
」（「
牡
猫
」
は
「
ガ
ッ

ト
」gatto
）。「
チ
ェ
ネ
ー
レ
」cenere 

は
「
灰
」。

26	

棗な
つ
め

椰や

し子　

椰
子
科
の
常
緑
高
木
。
雌
雄
異
種
。
高
さ
は
一
五
─
二
五
メ
ー
ト
ル
。
葉
は
羽
状
で
そ
の
長
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
。
実
生
五
年
目
あ

た
り
か
ら
実
を
付
け
は
じ
め
る
。
樹
齢
は
お
お
よ
そ
百
年
だ
が
、
二
百
年
に
達
す
る
こ
と
も
あ
る
。
暑
熱
、
乾
燥
、
砂
塵
、
塩
害
な
ど
に
強
い
耐
性
を
持

つ
。
中
東
、
北
ア
フ
リ
カ
で
は
極
め
て
重
要
な
果
樹
で
あ
る
。
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
で
緑
濃
く
風
に
揺
れ
て
い
る
の
は
こ
の
木
の
林
。
材
木
（
建
材
、
燃
料
）

も
葉
（
帽
子
、
敷
物
、
籠
、
団
扇
の
素
材
）
も
住
民
に
と
っ
て
有
用
だ
が
、
そ
の
果
実
（
英
語
「
デ
ー
ツ
」dates

）
と
な
る
と
、
熟
し
た
実
は
も
ち
ろ
ん
、

乾
し
た
も
の
、
粉
末
に
し
た
も
の
は
、
特
に
砂
漠
を
行
く
隊
商
や
木ダ

ウ

造
帆
船
で
の
航
海
者
に
は
あ
り
が
た
い
存
在
だ
っ
た
。
長
期
間
変
質
せ
ず
、
カ
ロ
リ
ー

が
高
く
、
主
食
と
し
得
る
。
ま
た
、
駱
駝
な
ど
家
畜
の
飼
料
と
も
な
る
。
直
径
二
─
三
セ
ン
チ
、
長
さ
三
─
七
セ
ン
チ
の
楕
円
球
型
。
長
さ
二
─
二
・
五
セ

ン
チ
、
厚
さ
六
─
八
セ
ン
チ
の
種
子
が
一
つ
だ
け
入
っ
て
い
る
。
乾
す
と
濃
褐
色
と
な
る
。

27	

木ピ

ア

ネ

ッ

ラ

製
の
靴
台　

pianella. 　
「
ピ
ア
ネ
ッ
ラ
」
は
現
代
イ
タ
リ
ア
語
で
は
「
ス
リ
ッ
パ
」、「
上
履
き
靴
」
だ
が
、
往
事
は
靴
に
重
ね
て
履
く
木ぼ

く

履り

で
、
都
市

の
街
路
に
積
も
る
泥
濘
を
避
け
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
木
履
は
三
〇
セ
ン
チ
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
由
。
靴
台
は
西
欧
で
は
別
に
珍
し
い

も
の
で
は
な
く
、
英
国
で
は
十
九
世
紀
半
ば
に
お
い
て
さ
え
言
及
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
英
国
の
大
作
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
『
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・

コ
パ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
』Charles D

ickens: D
avid Copperfield 

（
一
八
四
九
─
五
〇
）
に
は
、
街
路
で
女
性
た
ち
の
靴
台pattens

が
う
る
さ
い
音
を
立

て
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
靴
の
下
に
紐
で
括
り
つ
け
る
小
さ
な
丸
い
輪
で
、
こ
れ
を
履
く
と
靴
は
泥
濘
か
ら
数
イ
ン
チ
（
一
イ
ン
チ
＝

二
・
五
四
セ
ン
チ
）
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
都
市
の
街
路
は
、
舗
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
て
も
、
周
辺
の
耕
牧
地
帯
か
ら
持

ち
込
ま
れ
る
泥
、
都
市
の
家
家
か
ら
出
さ
れ
る
塵
芥
、
寝
室
用
便
器
か
ら
棄
て
ら
れ
る
尿
、
市
壁
内
で
放
し
飼
い
に
さ
れ
て
い
る
豚
な
ど
の
家
畜
の
糞
尿

が
堆
積
し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

28	Cendrillon　
「
灰

サ
ン
ド
ル

」cendre 

の
縮
小
形
。「
灰
だ
ら
け
っ
子
」。
ド
イ
ツ
語
の
「
ア
ッ
シ
ェ
ン
プ
ッ
テ
ル
」A

schenputtel

「
ア
ッ
シ
ェ
ン
ブ
レ
ー
デ
ル
」

A
schenbrödel 

に
当
た
る
。
こ
れ
は
王
侯
の
宮
殿
や
大
貴
族
、
大
商
人
の
邸
宅
、
あ
る
い
は
大
旅
館
の
厨
房
で
こ
き
使
わ
れ
る
下
働
き
の
こ
ぞ
う
。
奉
公

人
の
序
列
と
し
て
は
ど
ん
じ
り
で
、
賃
金
は
無
い
か
、
も
し
く
は
無
き
に
等
し
く
、
ふ
ん
だ
ん
に
頂
戴
す
る
の
は
足
蹴
や
び
ん
た
。
寝
床
ら
し
い
寝
床
も

与
え
ら
れ
な
い
の
が
普
通
だ
っ
た
。
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29	verre　

ガ
ラ
ス
。
同
じ
発
音
（〔vɛr

〕）
のvair

（
銀
栗
鼠
〈
シ
ベ
リ
ア
栗
鼠
〉
の
毛
皮
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
上
流
階
級
の
長ロ

ー
ブ衣

の
裏
や
縁へ

り

に
用
い
ら

れ
た
）
だ
っ
た
の
を
、
出
版
の
際
印
刷
所
で
誤
植
さ
れ
た
の
で
は
、
と
の
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
毛
皮
の
よ
う
に
柔
ら
か
で
、
あ
る
程
度
伸
縮
す
る
素
材

で
こ
し
ら
え
た
靴
で
は
、
そ
れ
に
合
う
小
さ
い
足
の
持
ち
主
を
見
つ
け
る
テ
ス
ト
道
具
と
し
て
は
不
適
。
一
見
合
理
的
な
異
論
だ
が
、
民
話
の
本
質
を
知

ら
な
い
た
め
の
考
え
過
ぎ
で
あ
る
。
民
話
は
輪
郭
が
明
確
で
硬
質
か
つ
単
純
な
物
を
好
む
。
従
っ
て
ガ
ラ
ス
の
上
履
き
靴
で
よ
い
。

30	

い
わ
ゆ
る
「
ペ
ロ
ー
お
伽
話
」・「
ペ
ロ
ー
童
話
」　

正
式
名
称
は
本
文
に
も
あ
る
よ
う
に
以
下
の
通
り
。『
過
ぎ
し
昔
の
物
語
あ
る
い
は
お
伽
話
、
な
ら
び

に
教
訓
』
ま
た
の
名
『
鵞
鳥
お
ば
さ
ん
の
お
伽
話
』（
一
六
九
七
）Charles Perrault: Les H

istoires ou Contes du tem
ps passé. A

vec M
oralitéz 

（=
 M

oralités
） / Contes de m

a m
ère l，O

ye （=
 l，O

ie

）。
フ
ラ
ン
ス
の
民
間
伝
承
を
素
材
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
家
、
官
僚
、
学
者
（
一
六
七
一

年
以
降
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
会
員
）、
文
人
だ
っ
た
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
（
一
六
二
八
─
一
七
〇
三
）
が
典
雅
な
フ
ラ
ン
ス
語
で
再
話
し
、
教
訓

を
附
し
た
も
の
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
は
「
本
に
な
っ
た
メ
ル
ヒ
ェ
ン
」Buchm

ärchen

と
の
呼
称
が
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
ち
ら
は
「
個
性
メ
ル
ヒ
ェ
ン
」

Individualm
ärchen

と
呼
ん
だ
方
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
韻
文
三
編
、
散
文
八
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
附
さ
れ
た
教
訓
か
ら
、
読
者
と
し
て
は
中
・
上
流

階
級
の
う
ら
若
い
令
嬢
た
ち
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
幼
い
子
ど
も
向
け
と
は
言
え
な
い
の
で
「
お
伽
話
」・｢

童
話｣

と
い
う
呼
称
は

適
切
で
は
な
い
が
、
日
本
で
は
こ
れ
が
通
り
名
ゆ
え
已
む
を
得
な
い
か
。

	

　

邦
訳
。
新
倉
朗
子
訳
『
完
訳
ペ
ロ
ー
童
話
集
』、
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
。
新
倉
訳
は
後
書
き
が
資
料
と
し
て
も
優
れ
て
い
る
。
他
に
は
巖

谷
國
士
訳
『
完
訳
ペ
ロ
ー
昔
話
集
』（
ち
く
ま
文
庫
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
）
な
ど
が
あ
る
。

31	

…
…
可
能
性
は
少
な
い　

た
だ
し
、
当
時
既
に
フ
ラ
ン
ス
語
訳
が
あ
っ
た
の
な
ら
話
は
別
だ
が
、
こ
の
点
未
詳
。

32	

女
の
名
付
け
親
（
代
母
）
の
妖フ

ェ精　

シ
ン
デ
レ
ラ
型
女
主
人
公
の
援
助
者
と
し
て
妖フ

ェ精
が
現
れ
る
の
は
比
較
的
稀
な
例
。
こ
れ
は
ペ
ロ
ー
の
創
作
か
も
知

れ
な
い
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ペ
ロ
ー
は
、
十
七
世
紀
中
頃
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
中
流
・
上
流
階
級
の
女
性
物
語
作
者
の
間
に
流
行
し
始
め
た
、
妖フ

ェ精
を
狂

言
回
し
す
る
「
妖
精
物
語
」conte de fées 

の
形
式
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
名
付
け
親
」
と
は
、
西
欧
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
や
英ア

ン

グ

リ

カ

ン

国
国
教
会

（
聖
公
会
）
に
お
い
て
、
幼
児
洗
礼
の
際
儀
式
に
立
ち
会
っ
て
、
こ
の
子
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
育
て
ま
す
、
と
の
証
人
に
な
る
男
性
な
い
し
女
性
（
複

数
の
こ
と
も
あ
る
）
の
こ
と
。
そ
の
子
に
と
っ
て
は
、
両
親
同
様
、
あ
る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
に
近
し
い
存
在
で
あ
り
、
名
付
け
親
も
そ
の

子
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
行
け
る
よ
う
心
遣
い
を
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

33	

オマ
ダ
ム
・
ド
ー
ノ
ア

ー
ノ
ア
夫
人
作
『
新
小
説
あ
る
い
は
当
世
風
妖
精
た
ち
』（
別
名
『
名
高
き
妖
精
た
ち
』）　

オ
ー
ノ
ア
夫
人M

adam
e d，

A
ulnoy

、
す
な
わ
ち

オコ

ン

テ

ス

・

ド

ー

ノ

ア

ー
ノ
ア
伯
爵
夫
人
マ
リ
・
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ル
・
ジ
ュ
メ
ル
・
ド
・
ベ
ル
ヌ
ヴ
ィ
ユ
・
ド
・
ラ
・
モ
ッ
トCom

tesse d，
A

ulnoy, M
arie Catherine Le 

Jum
el de Berneville de la M

otte

（
一
六
五
〇
─
一
七
〇
五
）
は
、
そ
の
回メ

モ
ア
ー
ル

想
録
や
小
説
よ
り
も
創
作
妖
精
物
語
で
あ
る
『
新
小
説
あ
る
い
は
当
世
風

妖
精
た
ち
』（
別
名
『
名
高
き
妖
精
た
ち
』）（
六
巻
。
一
六
九
八
─
）
で
今
日
知
ら
れ
て
い
る
。
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34	

人オ

ー

グ

ル

食
い
鬼　

ogre. 　

女
性
形
は
鬼
婆
（
オ
グ
レ
ス
）ogresse

。
英
語
の
オ
ウ
ガ
ーogre 

は
こ
れ
か
ら
。

35	

Ｋカ
ー
ハ
ー
エ
ム

Ｈ
Ｍ
（
い
わ
ゆ
る
『
グ
リ
ム
童
話
集
』）　

ド
イ
ツ
語
の
正
式
名
称
は K

inder- und H
ausm

ärchen gesam
m

elt durch die Brüder G
rim

m

（『
グ

リ
ム
兄
弟
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
昔
話
集
』）。
初
版
第
一
部
は
一
八
一
二
年
、
初
版
第
二
部
は
一
八
一
五
年
出
版
。
第
二
版
は

一
八
一
九
年
。
以
下
改
訂
・
補
足
を
経
て
最
終
の
第
七
版
は
一
八
五
七
年
。
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
の
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
グ
リ
ム
兄
弟 Jacob 

Ludw
ig Carl Grim

m
 

（1785-1863

） / W
ilhelm

 Carl Grim
m

 

（1786-1859

） 

に
よ
っ
て
収
集
、
編
纂
さ
れ
た
民
話
集
。
聞
き
書
き
の
手
法
に
よ
り
採

録
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
近
世
以
降
の
物
語
集
か
ら
筆
写
さ
れ
た
話
も
少
な
く
な
い
。
兄
弟
は
、
ド
イ
ツ
人
の
精
神
が
民
話
の
中
に
こ
そ
あ
る
、
と
の

仮
説
に
基
づ
い
て
研
究
を
始
め
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
児
童
向
け
を
意
図
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
グ
リ
ム
兄
弟
が
創
作
し

た
も
の
で
は
な
い
（
編
輯
の
際
兄
弟
、
特
に
文
人
肌
の
弟
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
、
民
話
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
淫い

ん
び靡
、
猥
雑
、
粗
野
な
、
あ
る
い
は
、
そ

う
思
え
た
箇
所
を
和
ら
げ
た
り
削
除
し
た
り
す
る
た
め
、
加
筆
し
は
し
た
が
）。
従
っ
て
、『
グ
リ
ム
童
話
集
』
な
る
名
称
は
二
重
の
意
味
で
誤
解
を
招
く

の
で
、
好
ま
し
く
な
い
。
よ
っ
て
本
論
で
は
ド
イ
ツ
語
の
正
式
名
称
の
頭
字
を
取
っ
た
、
世
界
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
略
称
「
Ｋカ

ー
ハ
ー
エ
ム

Ｈ
Ｍ
」
を
用
い
る
。

36	

最
も
知
ら
れ
た
も
の
の
一
つ
で
、
至
る
と
こ
ろ
で
語
ら
れ
て
い
るgehört unter die bekanntesten und w

ird aller Enden erzählt.

37	

二
人
の
娘　

い
ず
れ
も
女
主
人
公
よ
り
年
上
か
ど
う
か
不
明
。「
一
番
上
の
」die älteste

、「
末
の
」die jüngste 

と
い
う
最
高
級
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

故
に
女
主
人
公
を
加
え
て
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
と
、
女
主
人
公
が
真
ん
中
、
と
な
る
。
し
か
し
三
人
娘
の
場
合
、
末
娘
が
贔ひ

い
き屓
さ
れ
る
の
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
ア
ジ
ア
で
も
民
話
の
常
道
（
二
人
娘
で
は
姉
が
継
子
、
妹
が
後
妻
の
実
子
と
な
る
の
で
、
当
然
姉
が
女
主
人
公
だ
が
）
で
、
真
ん
中
が
幸
せ

に
な
る
、
で
よ
い
の
か
気
に
掛
か
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
三
〇
「
一
つ
目
、
二
つ
目
、
三
つ
目
」K

H
M

130 Einäuglein, Zw
eiäuglein und D

reiäuglein

で

は
真
ん
中
の
「
二
つ
目
」
が
女
主
人
公
で
、
継
子
で
は
な
い
の
に
実
の
母
親
と
実
の
姉
妹
に
苛
め
ら
れ
る
奇
妙
な
話
だ
が
、
こ
れ
が
訛
伝
で
あ
る
こ
と
は
、

ロ
シ
ア
の
類
話
か
ら
類
推
さ
れ
る
。
ロ
シ
ア
民
話
で
は
、
連
れ
子
姉
妹
が
一
つ
目
、
二
つ
目
、
三
つ
目
で
、
女
主
人
公
は
継
子
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
俗

語
で
は
「
年
上
の
」die ältere

、「
年
下
の
」die jüngere
と
い
う
比
較
級
の
代
わ
り
に
、
上
記
の
よ
う
な
最
高
級
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
こ

う
し
た
最
高
級
は
単
に
「
姉
」「
妹
」
を
指
し
、
女
主
人
公
は
入
っ
て
い
な
い
、
と
す
る
の
が
妥
当
か
〕。
た
だ
し
、
後
述
の
「
落
窪
物
語
」
の
女
主
人
公

「
落
窪
の
君
」
は
継
母
の
実
の
娘
で
あ
る
「
三
の
君
」
と
「
四
の
君
」
の
間
の
年
齢
の
よ
う
だ
。
注
「
腹
違
い
の
姉
妹
た
ち
で
あ
る
三
の
君
と
四
の
君
」
参

照
。

38	

ア
ッ
シ
ェ
ン
プ
ッ
テ
ル　

A
schenputtel. 　

「
灰
」「
燃
え
殻
」
と
い
う
意
味
の
「
ア
ッ
シ
ェ
」A

sche 

と
「
の
ら
く
ら
者
」
く
ら
い
の
意
味
の
「
プ
ッ
テ

ル
」Puttel 

か
ら
成
る
合
成
語
。-el 

は
縮
小
語
尾
。「
ア
ッ
シ
ェ
ン
ブ
レ
ー
デ
ル
」A

schenbrödel 

も
同
義
。
も
と
も
と
は
厨
房
で
こ
き
使
わ
れ
る
下
働

き
の
こ
ぞ
う
の
呼
称
。
前
掲
注
「Cendrillon

」
参
照
の
こ
と
。

39	

扁ひ
ら
ま
め豆　

Linsen.　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
近
東
で
日
常
食
べ
ら
れ
る
豆
の
一
種
。
西
ア
ジ
ア
原
産
で
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
既
に
食
用
と
さ
れ
て
い
た
。
旧
約
聖
書
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シンデレラ物語論攷 　鈴木　滿

に
も
出
る
（
創
世
記
二
十
五
章
三
十
四
節
）。
か
な
り
扁
平
な
凸
レ
ン
ズ
状
。
レ
ン
ズ
豆
、
あ
じ
ま
め
、
レ
ン
ト
ゥ
ルlentil

、
ラ
ン
テ
ィ
ユlentille

。
直

径
四
─
九
ミ
リ
（
す
な
わ
ち
ご
く
小
さ
い
）。
人
間
の
目
と
指
で
虫
喰
い
や
未
熟
な
豆
を
選
り
出
す
の
は
難
儀
な
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。

40	
難
題　

こ
れ
は
単
に
意
地
悪
の
た
め
の
課
題
だ
が
、
家
事
の
一
つ
と
し
て
、
豆
類
や
雑
穀
の
選
別
は
時
間
の
掛
か
る
、
し
か
し
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
女
性

の
仕
事
だ
っ
た
。
民
話
に
出
て
来
る
難
題
の
多
く
は
、
そ
れ
が
女
性
主
人
公
に
課
さ
れ
る
場
合
、
女
性
の
家
事
労
働
を
極
端
に
誇
張
し
た
も
の
、
男
性
主

人
公
に
課
さ
れ
る
場
合
、
男
性
の
屋
外
で
の
仕
事
（
樹
木
の
伐
採
な
ど
）
を
極
端
に
誇
張
し
た
も
の
で
あ
る
。

41	

悪
い
の
は
餌
袋
へ
／
い
い
の
は
お
鍋
の
中
へ　

D
ie schlechten ins K

röpfen, / die guten ins T
öpfchen.

42	

鳩
小
屋　

T
aubenschlag.　

食
肉
用
の
鳩
を
飼
う
た
め
の
塔
状
の
建
物
〔
た
だ
し
現
代
ド
イ
ツ
のT

aubenschlag

は
低
層
の
小
屋
〕。
農
民
で
も
豊
か

な
層
は
所
有
地
内
に
建
て
て
い
た
。
た
だ
し
、
本
来
そ
ん
な
に
高
い
塔
で
は
な
い
し
、
仮
に
高
い
塔
で
あ
っ
て
も
、
こ
こ
か
ら
王
宮
の
大
広
間
の
中
が
見

え
る
は
ず
は
な
く
、
無
理
な
設
定
で
あ
る
。

43	

蚕そ
ら
ま
め豆　

W
icken.　

英
語vetch
と
同
語
源
。「
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
」「
ヤ
ハ
ズ
ノ
エ
ン
ド
ウ
」「
ス
ウ
ィ
ー
ト
ピ
ー
」
な
ど
の
訳
が
あ
る
が
、
ソ
ラ
マ
メ

属
で
あ
り
、
食
用
な
の
で
、
こ
う
訳
し
て
お
く
。「
蚕
豆
」
は
ド
イ
ツ
語
で
は
普
通
「
ザ
ウ
ボ
ー
ネ
」Saubohne 

（
雌
豚
豆
）。
完
熟
し
た
も
の
を
莢
か
ら

出
し
乾
燥
さ
せ
た
食
材
。
不
足
し
勝
ち
の
穀
物
を
補
う
食
材
の
一
つ
と
し
て
重
要
だ
っ
た
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
八
「
麦
藁
と
炭
と
豆
」Strohhalm

, K
ohle und 

Bohne 

の
「
豆
」
は
明
ら
か
に
蚕
豆
で
あ
る
。
こ
の
話
で
は
田
舎
住
ま
い
の
貧
し
い
老
婆
が
粥
に
す
る
。

44	

お
母
様
の
お
墓
の
木
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
揺
さ
ぶ
っ
て
、
綺
麗
な
衣
装
が
欲
し
い
、
と
願
い
事
を
な
さ
い
な
。
で
も
、
真
夜
中
に
な
ら
な
い
う
ち
に
戻

る
ん
で
す
よ　

Geh zu dem
 Bäum

lein auf deiner M
utter Grab, schüttele daran und w

ünsche dir schöne K
leider, kom

m
 aber vor 

der M
itternacht w

ieder.

45	

か
わ
い
い
木
、
ゆ
っ
さ
ゆ
っ
さ
と
揺
れ
と
く
れ
。
／
綺
麗
な
衣
装
を
投
げ
と
く
れ
。　

Bäum
lein, rüttel dich und schüttel dich! / w

irf schöne 
K

leider herab für m
ich!

46	

上パ
ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴　

Pantoffel.　

イ
タ
リ
ア
語
の
パ
ン
ト
フ
ォ
ー
ラpantofola 

（
ス
リ
ッ
パ
、
上
靴
）
か
ら
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
パ
ン
ト
ゥ
フ
ルpantoufle

（
ス

リ
ッ
パ
、
部
屋
履
き
）。
現
今
で
は
、
足
の
甲
を
覆
う
短
い
爪
皮
は
付
い
て
い
る
が
、
踵
皮
は
無
い
。
こ
の
型
だ
と
多
少
足
の
長
さ
が
あ
っ
て
も
履
け
る
の

で
、「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
物
語
に
は
不
適
で
あ
る
。

47	

か
わ
い
い
木
、
ゆ
っ
さ
ゆ
っ
さ
と
揺
れ
と
く
れ
。
／
衣
装
を
ま
た
ま
た
取
っ
と
く
れ
。　

Bäum
lein, rüttel dich und schüttel dich! / nim

m
 die 

K
leider w

ieder für dich!

48	

豌え
ん
ど
う豆　

Erbsen.　

完
熟
し
た
も
の
を
莢
か
ら
出
し
乾
燥
さ
せ
た
豌
豆
は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
ド
イ
ツ
人
の
食
材
。
た
と
え
ば
、
煮
て
裏う

ら
ご漉

し
し
、
ソ
ー
セ
ー

ジ
を
実
と
し
て
ス
ー
プ
に
し
た
「
エ
ル
プ
セ
ン
ズ
ッ
ペ
」Erbsensuppe

は
ど
ろ
り
と
し
て
い
る
が
美
味
。
英
国
の
「
ピ
ー
・
ス
ー
プ
」pea soup

も
有
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49	

松ま
つ
や
に脂　

Pech.　

ド
イ
ツ
語
「
ペ
ッ
ヒ
」Pech

、
英
語
「
ピ
ッ
チ
」pitch

。「
樹
脂
ピ
ッ
チ
」
と
新
釈
し
て
み
た
。
ち
な
み
に
金
田
鬼
一
訳
『
完
訳
グ
リ
ム

童
話
集
』（
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
）
所
収
二
三
番
「
灰
か
ぶ
り
」
で
は
「
瀝チ

ャ
ン青

」、
野
村
泫ひ

ろ
し

訳
『
完
訳
グ
リ
ム
童
話
集
』（
ち
く
ま
文
庫
、
筑
摩
書
房
）

所
収
二
一
番
「
灰
か
ぶ
り
」
で
は
「
タ
ー
ル
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
ペ
ッ
ヒ
」
に
は
も
ち
ろ
ん
「
瀝チ

ャ
ン青
」「
タ
ー
ル
」
の
意
が
あ
る
。
論
者
は
こ

の
両
先せ

ん
だ
つ達

の
解
釈
に
あ
え
て
強
く
異
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
物
語
の
場
合
「
樹
脂
ピ
ッ
チ
」
と
解
す
る
方
が
い
く
ら
か
適
切

で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。「
松ま

つ
や
に脂
」
と
ご
く
一
般
的
表
現
に
し
た
の
は
、
不
正
確
で
も
民
話
に
よ
り
相
応
し
い
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
で
あ
る
。

	

　

ち
な
み
に
、
ド
イ
ツ
語
に
は
「
テ
ー
ア
」T

eer

、
英
語
に
は
「
タ
ー
」T

ar 

な
る
語
が
あ
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
日
本
語
の
「
タ
ー
ル
」
で
あ

る
。
こ
れ
が
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
れ
ば
問
題
な
い
。
し
か
し
、「
ペ
ッ
ヒ
」「
ピ
ッ
チ
」
に
は
「
タ
ー
ル
」
の
他
に
「
樹
脂
」
の
意
も
あ
る
。

	

　

木
材
を
乾
留
す
る
と
、
木
炭
の
副
産
物
と
し
て
ピ
ッ
チ
と
タ
ー
ル
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
ピ
ッ
チ
と
タ
ー
ル
は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
が
、
タ
ー
ル
は
液

体
で
あ
り
、
ピ
ッ
チ
は
固
体
に
近
い
性
質
を
持
つ
点
で
異
な
る
。
た
だ
し
民
話
の
世
界
で
は
厳
密
に
分
け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
瀝チ

ャ
ン青

は
本

当
は
ピ
ッ
チ
を
指
す
よ
う
だ
が
、
タ
ー
ル
の
別
名
と
考
え
ら
れ
て
も
、
あ
な
が
ち
咎
め
立
て
す
る
に
は
及
ぶ
ま
い
、
と
存
ず
る
。
そ
こ
で
、
瀝チ

ャ
ン青
、
タ
ー

ル
、
ピ
ッ
チ
を
引
っ
く
る
め
て
、
真
っ
黒
（
参
考
。
ド
イ
ツ
語
「
ペ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
」pechschw

arz 

＝
英
語
「
ピ
ッ
チ
・
ブ
ラ
ッ
ク
」

pitchblack

＝
フ
ラ
ン
ス
語
「
プ
ア
・
ノ
ア
ー
ル
」poix noire 

な
る
形
容
詞

─
い
ず
れ
も
「
ピ
ッ
チ
の
よ
う
に
黒
い
」「
真
っ
黒
な
」
の
意

─
が
あ

る
）
で
、
臭
気
の
強
い
、
常
温
で
粘ね

ん
ち
ゅ
う稠
な
液
体
な
い
し
べ
た
べ
た
す
る
固
体
、
と
ご
く
大
雑
把
に
受
け
取
っ
て
お
こ
う
（
理
化
学
系
専
門
家
各
位
に
は
一

介
の
口
承
文
芸
研
究
者
の
こ
う
し
た
好
い
加
減
な
解
釈
を
な
に
と
ぞ
ご
海
容
戴
き
た
く
、
併
せ
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
）。
中
・
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
石
炭
を
乾
留
し
て
コ
ー
ク
ス
を
作
る
際
の
副
産
物
で
あ
る
コ
ー
ル
タ
ー
ル
、
石
油
精
製
の
課
程
で
出
る
副
産
物
の
一
つ
で
あ
る
タ
ー
ル
、
ピ
ッ
チ

─
こ
れ
ら
は
正
確
に
は
「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
」（「
土
瀝
青
」）

─
は
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
た
だ
し
、
中
近
東
に
お
い
て
は
天
然
自
然
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
が
溜
ま
っ
て
い
る
穴
が
少
な
く
な
く
、
容
易
に
採
取
さ
れ
得
た
の
で
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
な
ど
で
葦
船
の
防
水
塗
装
、
ミ
イ
ラ
の
防
腐
処
理
そ

の
他
に
利
用
さ
れ
た
。
旧
約
聖
書
に
記
さ
れ
て
い
る
「
バ
ベ
ル
の
塔
」
の
煉
瓦
の
接
着
剤
、「
ノ
ア
の
箱
船
」
の
塗
装
材
料
、
モ
ー
セ
が
赤
児
の
折
入
れ
ら

れ
た
籠
の
塗
装
材
料
も
こ
れ
。
ま
た
コ
ー
ル
タ
ー
ル
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
存
在
は
し
た
が
、
大
量
に
産
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
産
業
革
命
以

降
で
あ
る
）
が
、
都
市
住
民
の
屋
内
炊
事
・
煖
房
用
燃
料
と
し
て
煙
を
出
さ
ず
か
つ
焰
を
上
げ
な
い
木
炭
の
製
造
（
す
な
わ
ち
木
材
の
乾
留
）
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
た
（
樹
木
の
伐
採
で
生
計
を
立
て
る
人
人
、
す
な
わ
ち
木
樵
と
し
て
は
、
重
い
薪
を
近
隣
の
都
市
へ
毎
日
運
搬
す
る
よ
り
も
、
森
の
空
き
地

で
木
炭
と
し
、
軽
量
な
そ
れ
を
多
量
に
纏
め
て
売
り
に
行
く
方
が
遙
か
に
合
理
的
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
民
話
へ
の
反
映
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
Ｋ
Ｈ

Ｍ
四
三
「
ト
ゥ
ル
ー
デ
お
ば
さ
ん
」Frau T

rude

で
は
「
真
っ
黒
な
男
」
が
「
炭
焼
き
」K

öhler

と
し
て
説
明
さ
れ
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
五
四
「
背
嚢
と
帽
子
と

角
笛
」D

er Ranzen, das H
ütlein und das H

örnlein

に
は
森
の
中
で
孤
独
に
木
炭
作
り
を
し
て
い
る
煤
だ
ら
け
の
「
炭
焼
き
」
が
登
場
す
る
）
か
ら
、
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そ
の
際
の
副
産
物
で
あ
る
タ
ー
ル
（
ピ
ッ
チ
・
瀝チ

ャ
ン青

）
は
極
め
て
あ
り
ふ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
木
造
帆
船
の
船
体
・
船
具
・
帆
綱
・
錨
綱
な
ど
の
防
水
・

防
腐
剤
と
し
て
大
量
に
需
要
が
あ
っ
た
し
、
内
陸
部
で
も
木
製
家
具
、
木
の
柵
、
杭
な
ど
の
塗
料
と
し
て
身
近
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

	
　

と
こ
ろ
で
、
松
、
樅
な
ど
針
葉
樹
の
樹
液
（
い
わ
ゆ
る
「
松ま

つ
や
に脂

」）
を
蒸
留
し
て
作
ら
れ
る
白
色
、
黄
色
、
褐
色
、
な
い
し
黒
褐
色
の
物
体
で
あ
る
樹
脂

は
日
本
で
は
普
通
ロ
ジ
ン
（
英
語rosin

）
と
称
す
る
。
こ
れ
は
常
温
で
は
ガ
ラ
ス
状
の
固
体
で
、
か
つ
て
船
舶
の
木
造
甲
板
の
防
水
、
滑
り
止
め
に
用
い

ら
れ
た
。
ま
た
、
溶
か
し
て
靴
な
ど
を
縫
製
す
る
際
の
防
水
・
接
着
剤
と
も
し
た
。
蒸
留
の
過
程
で
テ
レ
ピ
ン
油
も
得
ら
れ
る
。
ロ
ジ
ン
は
今
日
で
も
接

着
剤
、
滑
り
止
め
（
舞
踏
場
の
床
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
弓
な
ど
に
塗
る
）
等
等
の
原
料
で
あ
る
。
こ
の
物
質
を
も
ド
イ
ツ
語
圏
で
「
ペ
ッ
ヒ
」、
英
語
圏
で

「
ピ
ッ
チ
」
と
称
し
、
ロ
ジ
ン
精
製
の
課
程
で
揮
発
成
分
で
あ
る
テ
レ
ピ
ン
油
が
抜
け
出
な
い
内
は
粘
稠
な
液
状
を
呈
す
る
、
す
な
わ
ち
「
樹
脂
ピ
ッ
チ
」

と
名
付
け
得
る
状
態
の
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
物
語
で
王
子
が
階
段
に
塗
ら
せ
た
の
は
ロ
ジ
ン
で
は
な
か
ろ
う
。
ロ
ジ
ン
は
な
る
ほ
ど
滑
り
止
め
で
は
あ
る

が
、
べ
た
べ
た
粘
着
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
方
「
樹
脂
ピ
ッ
チ
」
な
ら
「
灰
か
ぶ
り
」（
ア
ッ
シ
ェ
ン
プ
ッ
テ
ル
）
の
靴
は
く
っ
つ
く
に
違
い
な
い
。

	

　

タ
ー
ル
（
ピ
ッ
チ
・
瀝チ

ャ
ン青
）、
あ
る
い
は
樹
脂
ピ
ッ
チ
、
ど
ち
ら
が
語
り
手
の
よ
り
身
近
に
あ
っ
た
か
で
、
こ
の
場
合
の
「
ペ
ッ
ヒ
」
の
帰
趨
が
決
ま
ろ

う
か
。
針
葉
樹
資
源
に
恵
ま
れ
た
北
欧
か
ら
は
、
中
・
近
世
、
大
量
の
タ
ー
ル
（
ピ
ッ
チ
・
瀝チ

ャ
ン青
）
と
ロ
ジ
ン
、
テ
レ
ピ
ン
油
が
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど

に
輸
出
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
双
方
と
も
ド
イ
ツ
語
圏
の
庶
民
は
見
慣
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
、
論
者
と
し
て
は
以
下
の
属
性
に
も
触
れ
た
い
。
す

な
わ
ち
、
タ
ー
ル
は
真
っ
黒
な
上
臭
い
。
樹
脂
ピ
ッ
チ
は
最
も
濃
い
色
で
も
黒
褐
色
で
、
か
つ
芳
香
が
あ
る
。
王
宮
の
階
段
に
塗
布
す
る
に
は
後
者
の
方

が
相
応
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

	

　

た
だ
し
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
四
「
ホ
レ
夫
人
」（「
ホ
レ
の
お
ば
さ
ん
」「
ホ
レ
さ
ま
」）Frau H

olle 

で
性
格
の
悪
い
娘
に
掛
け
ら
れ
る
の
は
（
真
っ
黒
け
な
）

「
タ
ー
ル
」
で
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
集
』D

eutsches M
ärchenbuch

所
収
の
そ
の
類

話
Ｄ
Ｍ
Ｂ
一
一
「
黄き

ん金
の
マ
リ
ー
ア
と
瀝チ

ャ
ン青

の
マ
リ
ー
ア
」D

ie Goldm
aria und die Pechm

aria 

─
鈴
木
滿
訳
・
注
・
解
説
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話

集
』

（
一
八
五
七
）
試
訳
（
そ
の
一
）、
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
第
四
十
巻
第
四
号
、
平
成
二
十
一
年
三
月
、
所
載

─
に
は
二
つ
の
門
が
出
て
来
て
、
一
つ

は
「
瀝チ

ャ
ン青

の
よ
う
に
真
っ
黒
け
」pechschw

arz 

と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
門
か
ら
出
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
悪
い
娘
に
た
っ
ぷ
り
こ
の
「
ペ
ッ
ヒ
」
が

掛
か
る
こ
と
で
も
あ
る
し
。

50	

し
か
し
、
だ
れ
に
も
と
っ
て
も
小
さ
過
ぎ
た
。
い
や
、
二
つ
分
の
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
が
一
つ
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
た
い
て
い
の
人
は
足
さ
え
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
ろ
う　

A
ber allen w

ar er viel zu klein, ja m
anche hätten ihren Fuß nicht hineingebracht, und w

ären zw
ei 

Pantoffel ein einziger gew
esen.　

な
お
、
吉
原
高
志
／
素
子
訳
『
初
版
グ
リ
ム
童
話
集
』（
白
水
社
、
一
九
九
七
）
で
は
該
当
箇
所
が
訳
出
さ
れ
て
い

な
い
。

51	

う
し
ろ
を
ご
ら
ん
な
、
う
し
ろ
を
ご
ら
ん
。
／
お
靴
の
中
に
は
血
が
一
杯
。
／
お
靴
が
ち
っ
ち
ゃ
過
ぎ
る
も
ん
。
／
ほ
ん
と
の
花
嫁
、
ま
だ
お
う
ち
。　
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Rucke di guck, rucke di guck! / Blut ist im

 Schuck

（Schuh

）: / D
er Schuck ist zu klein, / die rechte Braut sitzt noch heim

!

52	

重
い
靴シ

ュ
ーSchuh

を　

den schw
eren Schuh.　

決
定
版
で
は
「
足
を
重
い
木
靴
か
らaus dem

 schw
eren H

olzschuh

」
と
あ
る
。
決
定
版
の
後
掲

訳
注
「
木
靴
」
参
照
。	

 
53	
左
足
か
ら　

von dem
 linken Fuß.　

こ
れ
で
漸
く
脱
げ
落
ち
た
上パ

ン
ト
ッ
フ
ェ
ル

履
き
靴
が
左
の
片
方
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
決
定
版
で
は
既
に
王
宮
で
こ
の
こ
と

が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
靴
の
テ
ス
ト
で
は
左
右
ど
ち
ら
と
も
語
ら
れ
な
い
。

54	

う
し
ろ
を
ご
ら
ん
な
、
う
し
ろ
を
ご
ら
ん
。
／
お
靴
の
中
に
ゃ
血
な
ん
て
な
い
よ
。
／
お
靴
は
ち
っ
ち
ゃ
過
ぎ
な
い
も
ん
。
／
ほ
ん
と
の
花
嫁
連
れ
て
く

ね
え
。　

Rucke di guck, rucke di guck! / K
ein Blut im

 Schuck: / D
er Schuck ist nicht zu klein, / die rechte Braut, die führt er 

heim
!

55	

Ｋ
Ｈ
Ｍ
決
定
版　

第
七
版
。
一
八
五
七
年
出
版
。
兄
弟
が
共
に
生
存
し
て
い
た
（
ヤ
ー
コ
プ
は
一
八
六
三
年
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
一
八
五
九
年
死
去
）
時

に
出
版
さ
れ
た
最
後
の
版
。
以
降
ヤ
ー
コ
プ
単
独
に
よ
る
改
訂
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
第
七
版
を
決
定
版
と
称
す
る
。
前
掲
注
「
Ｋカ

ー
ハ
ー
エ
ム

Ｈ
Ｍ
（
い
わ
ゆ

る
『
グ
リ
ム
童
話
集
』）」
を
も
参
照
の
こ
と
。

56	

榛は
し
ば
み　

ハ
ー
ゼ
ルH

asel. 　

橅ぶ
な

目
樺か

ば

の
木
科
榛
属
の
落
葉
低
木
で
あ
る
西
洋
榛
。
高
さ
五
─
七
メ
ー
ト
ル
。
葉
は
広
く
、
ほ
ぼ
円
形
で
先
端
が
急
に
尖
る
。

春
開
花
す
る
。
雄
花
は
黄
褐
色
、
雌
花
は
紅
色
。
果
実
（
堅
果
）
は
葉
の
よ
う
な
総そ

う
ほ
う苞
に
よ
っ
て
下
部
を
包
む
。
英
語
の
「
ヘ
イ
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
」

hazelnuts

。
丸
い
団ど

ん
ぐ
り栗
の
よ
う
な
大
き
さ
・
形
状
。
殻
は
固
い
が
、
中
の
真
っ
白
な
仁に

ん

は
脂
質
に
富
み
、
独
特
の
風
味
が
あ
り
、
菓
子
材
料
や
ワ
イ
ン
の

つ
ま
み
な
ど
食
用
に
な
る
。
こ
の
木
は
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
あ
り
ふ
れ
て
お
り
、
古
代
か
ら
民
衆
に
親
し
ま
れ
、
生
け
垣
な
ど
に
さ
れ
る
。

57	

二
人
の
娘　

い
ず
れ
も
女
主
人
公
よ
り
年
上
か
ど
う
か
不
明
。
初
版
と
同
じ
く
「
一
番
上
の
」die älteste

、「
末
の
」die jüngste 

と
い
う
語
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
「
義
姉
」
と
訳
し
て
お
く
。

58	

木
靴　

hölzerne Schuhe, H
olzschuhe. 　

日
本
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
木ク

ロ
ン
ペ
ン靴klom

pen

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
英
国
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

に
あ
る
（
あ
る
い
は
、
あ
っ
た
）。
木
材
を
刳く

り
抜
い
て
靴
の
形
に
し
た
も
の
（
底
だ
け
が
木
製
の
も
の
も
あ
る
）
で
、
か
つ
て
は
普
通
裸
足
に
突
っ
か
け

て
履
い
た
。
農
民
、
都
市
の
庶
民
の
履
き
物
。
木
製
な
の
で
当
然
重
い
。
馴
れ
な
い
と
履
き
難
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
舗
石
の
上
で
は
が
た
ご
と

大
き
な
音
を
立
て
、
優
雅
で
な
い
こ
と
夥
し
い
。
が
、
水
や
泥
に
は
強
い
。

59	

か
わ
い
い
木
、
ゆ
っ
さ
ゆ
っ
さ
と
揺
れ
と
く
れ
、
／
黄き

ん金
と
銀
と
を
投
げ
と
く
れ
。　

Bäum
chen, rüttel dich und schüttel dich, / w

irf Gold und 
Silber über m

ich.

60	

左　

ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
そ
の
著
『
ド
イ
ツ
法
律
故
事
誌
』D

eutsche R
echtsaltertüm

er

の
中
で
「
ゲ
ル
マ
ン
人
の
婚
姻
風
俗
に
靴
の
着
用
の
こ
と

が
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
い
が
、
次
の
記
述
（
論
者
訳
）
は
そ
れ
を
補
足
説
明
し
て
い
よ
う
。
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�　

古
代
ド
イ
ツ
の
習
俗
に
よ
れ
ば
、
靴
も
婚
約
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
花
婿
は
花
嫁
に
靴
を
与
え
、
彼
女
が
そ
れ
を
履
く
や
い
な
や
、
彼
女
は

花
婿
の
力
に
屈
従
し
た
も
の
と
看
做
さ
れ
る
。
ま
た
、
あ
る
資
料
に
は
こ
ん
な
こ
と
が
見
え
る
。「
あ
る
地
方
で
は
、
花
嫁
が
左
の
靴
の
留
め
金
を
花
婿

に
嵌
め
て
も
ら
う
と
、
彼
女
は
家
を
支
配
す
る
〔
＝
主
婦
と
し
て
家
政
を
切
り
回
す
〕
で
あ
ろ
う
、
と
信
じ
て
い
る
」。
こ
の
古
い
民
間
信
仰
が
灰
か
ぶ

り
の
靴
に
反
映
し
て
い
る
。
王
子
は
彼
女
に
左
の
靴
を
渡
す
。
そ
し
て
花
嫁
と
し
て
城
へ
連
れ
て
行
く
。
お
そ
ら
く
元
は
、
花
婿
が
自
分
の
靴
を
脱
ぎ
、

そ
れ
を
花
嫁
が
履
か
ね
ば
な
ら
な
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
習
俗
ら
し
い
。> 

出
典
。
ア
ン
ト
ニ
ー
・
テ
プ
フ
ァ
ー
「
ド
イ
ツ
の
民
話
に
お
け
る
王
」

A
ntonie T

öpfer: D
er K

önig in deutschen V
olkm

ärchen. Jena U
niversität. D

issertation. 1930. （
イ
エ
ナ
大
学
博
士
学
位
請
求
論
文
）

	

　

な
お
、
古
代
中
国
の
周
王
朝
（
紀
元
前
十
一
世
紀
、
武
王
が
殷い

ん

を
滅
ぼ
し
て
建
国
。
三
七
代
八
六
七
年
に
及
ぶ
）
で
も
婚
礼
で
履
き
物
が
重
要
な
役
割

を
演
じ
た
。
以
下
の
記
事
は
『
周し

ゅ

礼ら
い

』〔
周
の
官
制
を
説
明
し
た
書
。
一
名
『
周
官
』。
十
三
経
の
一
つ
〕
に
基
づ
く
。〔　
　
　

〕
内
は
論
者
の
補
足
。

	

　

当
時
、
諸
侯
の
親
迎
の
礼
〔
当
日
の
夕
方
に
花
婿
自
身
が
花
嫁
の
親
許
に
赴
い
て
妻
を
迎
え
る
礼
〕
で
は
、
婿
は
履く

つ

二
足
と
瑞ず

い

玉ぎ
ょ
く

を
女じ

ょ

家か

（
花
嫁
の
親

許
）
に
贈
っ
て
、「
母
が
私
に
粗
末
な
玉
と
履
を
持
た
せ
て
、
夫
人
と
息
女
に
贈
ら
せ
ま
し
た
」
と
言
う
。
夫
人
は
「
娘
の
教
育
も
充
分
に
で
き
て
い
な
い

が
、
嫁
い
で
後
は
必
ず
慎
ん
で
仕
え
る
で
し
ょ
う
」
と
答
え
て
瑞
玉
を
受
け
、
履
を
娘
に
履
か
せ
て
、
こ
れ
に
「
よ
く
舅き

ゅ
う

姑こ

に
仕
え
て
真
心
を
尽
く
し
、

帰
っ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
」
と
言
っ
て
、
娘
の
手
を
引
い
て
夫
に
渡
す
。（
中
略
）
ま
た
、
大た

い

夫ふ

〔
周
代
の
官
名
。
諸
侯
の
重
臣
〕・
士
・
庶
人
の
場
合
に
は
、

履
二
足
に
束そ

く

脩し
ゅ
う

〔
脯ほ

じ
し

（
＝
干
し
肉
）
を
束
ね
た
贈
り
物
〕
を
贈
り
、
自
分
の
父
は
、
某

な
に
が
し

の
父
と
か
某
の
師
父
と
か
呼
び
、
相
互
の
挨
拶
の
言
葉
は
、
大

体
前
と
同
様
で
あ
る
。
諸
侯
か
ら
士
庶
人
ま
で
、
親
迎
の
贈
り
物
は
、
玉
と
か
束
脩
を
身
分
に
よ
っ
て
持
参
す
る
が
、
履
二
足
だ
け
は
貴
賎
共
に
必
ず
贈

る
。
女
が
車
に
乗
る
時
に
、
そ
の
母
が
履
を
履
か
せ
る
の
も
貴
賎
同
じ
で
あ
る
が
、
履
は
女
に
履
か
せ
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
男
の
家
で
調
え
た
も
の
で
あ
っ

て
、
玉
や
束
脩
の
よ
う
に
形
式
的
な
礼
物
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
衣
服
や
頸
飾
り
で
な
く
履
を
贈
っ
た
の
は
、
新
婦
が
門
に
入
れ
ば
第
一
に
踏
む
〔
躡ふ

む
＝
履
い
て
歩
く
〕
も
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
重
ん
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
尚し

ょ
う

秉へ
い

和わ

著
・
秋
田
成
明
編
訳
『
中
国
社
会
風
俗
史
』〈
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、

一
九
六
九
〉
二
三
五
─
二
三
六
ペ
ー
ジ
）

61	

小
さ
く
、
優
美
で
、
全
部
黄
金　

er w
ar klein und zierlich und ganz golden.

62	

う
し
ろ
を
ご
ら
ん
な
、
う
し
ろ
を
ご
ら
ん
。
／
お
靴
の
中
に
は
血
が
一
杯
。
／
お
靴
が
ち
っ
ち
ゃ
過
ぎ
る
も
ん
。
／
ほ
ん
と
の
花
嫁
、
ま
だ
お
う
ち
。　

rucke di guck, rucke di guck, / Blut ist im
 Schuck

（Schuh

）: / D
er Schuck ist zu klein, / die rechte Braut sitzt noch heim

.

63	

死
ん
だ
妻
か
ら
生
ま
れ
た
ち
っ
ぽ
け
な
で
き
損
な
い
の
灰
か
ぶ
り
し
か
も
う
お
り
ま
せ
ん
。　

nur von m
einer verstorbenen Frau ist noch ein 
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64	

う
し
ろ
を
ご
ら
ん
な
、
う
し
ろ
を
ご
ら
ん
。
／
お
靴
の
中
に
ゃ
血
な
ん
て
な
い
よ
。
／
お
靴
は
ち
っ
ち
ゃ
過
ぎ
な
い
も
ん
。
／
ほ
ん
と
の
花
嫁
連
れ
て
く

ね
え
。　rucke di guck, rucke di guck, / kein Blut im

 Schuck: / D
er Schuck ist nicht zu klein, / die rechte Braut, die führt er 

heim
.

65	

段ト
ア
ン

成チ
ョ
ン

式シ
ー　

唐
代
の
官
吏
、
文
人
。
？
─
八
六
三
年
。
憲
宗
、
穆ぼ

く
そ
う宗

皇
帝
の
宰
相
段
文
昌
の
子
。
父
親
の
功
で
高
級
な
官
職
を
歴
任
。
詩
人
と
し
て
も
高

名
。
李
商
隠
、
温お

ん
て
い
い
ん

庭
筠
と
並
び
称
さ
れ
る
。

66	

『
酉ユ

ー

陽ヤ
ン

雑ツ
ァ
ー

俎ツ
ー

』（『
酉ゆ

う

陽よ
う

雑ざ
っ

俎そ

』）
に
収
め
ら
れ
て
い
る　

邦
訳
。
段
成
式
撰
・
今
村
与
志
雄
訳
『
酉
陽
雑
俎
』、
東
洋
文
庫
四
〇
一
（
平
凡
社
、
一
九
八
一
）。

第
四
巻
、
続
集
巻
一
支
諾
皐
上
、
八
七
五
番
。

67	

世
界
最
古
の
完
全
な
文
献
シ
ン
デ
レ
ラ
譚　

こ
の
こ
と
を
初
め
て
指
摘
し
た
の
は
博
覧
強
記
の
大
博
物
学
者
に
し
て
民
俗
学
者
南み

な
か
た
く
ま
く
す

方
熊
楠
（
一
八
六
七
─

一
九
四
一
）
で
あ
る
。
南
方
熊
楠
著
『
南
方
熊
楠
全
集
』
第
二
巻
（
平
凡
社
、
昭
和
四
六
）、
一
二
一
ペ
ー
ジ
以
降
〈
西
暦
九
世
紀
の
支
那
書
に
載
せ
た
る

シ
ン
ダ
レ
ラ
物
語
〉。
初
出
。
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
三
月
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
二
六
巻
三
〇
〇
号
。

68	

李
雲
鵠
校
訂
本　

唐
段
少
卿
撰
・
李
雲
鵠
（
明
）
校
『
酉
陽
雑
俎
』、
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
。

69	

方
南
生
点
校
本　

唐
段
成
式
撰
・
方
南
生
点
校
『
酉
陽
雑
俎
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
。

70	

秦し
ん
か
ん漢　

秦
代
は
紀
元
前
二
二
一
─
紀
元
前
二
〇
六
。
漢
代
は
前
漢
が
紀
元
前
二
〇
六
─
紀
元
八
、
後
漢
が
二
五
─
二
二
〇
。

71	

洞ど
う
し
ゅ主　
「
洞ト

ン

」
は
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
中
国
に
お
け
る
南
方
諸
民
族
の
集
落
単
位
。
近
世
で
は
、
た
と
え
ば
、
清
代
の
袁え

ん
ば
い枚
（
号
随
園
。
一
七
一
六
─

九
七
）
著
『
子し

ふ

ご
不
語
』（
邦
訳
。
手て

し
ろ
ぎ
こ
う
す
け

代
木
公
助
訳
『
子
不
語
』
全
五
巻
〈
東
洋
文
庫
〉、
平
凡
社
、
二
〇
〇
九
─
一
〇
）
に
出
る
（
巻
十
八
「
黒
苗
洞
」〈
連

続
番
号
四
八
三
〉。『
子
不
語
』
の
訳
者
が
な
ぜ
か
誤
解
し
て
い
る
よ
う
に
「
洞
穴
」
で
は
な
い
。
従
っ
て
「
洞
主
」
は
「
村む

ら
お
さ長

」「
部
族
長
」「
領
主
」
ほ

ど
の
意
。

72	

金き
ん

を
淘よ

な

ぐ　

文
語
「
よ
な
ぐ
」・
口
語
「
よ
な
げ
る
」
は
、
細
か
い
物
を
容
器
に
入
れ
、
水
を
注
ぎ
、
揺
り
動
か
し
て
重
い
物
を
澱よ

ど

ま
せ
、
必
要
な
物
と
不

要
な
物
と
に
選
別
す
る
こ
と
。
各
地
方
言
で
、「
米
や
小
豆
な
ど
を
水
に
入
れ
て
掻
き
回
し
、
砂
、
小
石
な
ど
を
取
り
除
く
」
の
意
に
も
用
い
る
。
葉
限
の

場
合
は
、
こ
う
し
て
砂
金
を
採
取
し
た
の
で
あ
る
。「
鈎
す
」
な
ら
「
採
掘
す
る
」
の
意
。

73	

二に
す
ん
よ

寸
余　

一
寸
は
約
三
・
〇
三
セ
ン
チ
。

74	

日ひ

び日
に
長
じ　

こ
の
よ
う
に
毎
日
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
る
の
は
神
秘
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
酉
陽
雑
俎
』
八
七
三
話
（「
続
集
第
一　

支
諾
皐
上
」
所
収
）
の
「
金き

ん
か哥

」（「
瘤
取
話
」
の
類
話
）
で
も
、
日
に
一
寸
余
り
大
き
く
な
る
蚕
が
出
て
来
る
。
旬
日
後
に
は
牛
ほ
ど
に
な
る
。

75	

襦じ
ゅ　

腰
ま
で
の
短
い
上
衣
。「
襦じ

ゅ
ば
ん袢
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
よ
う
に
上
体
を
覆
う
肌
着
で
は
な
い
。



131

シンデレラ物語論攷 　鈴木　滿

76	

里り　

古
代
中
国
周
王
朝
の
一
里
は
五
四
〇
メ
ー
ト
ル
。
し
か
し
唐
代
で
は
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
が
一
般
か
。
も
っ
と
も
近
世
に
至
る
ま
で
中
国
里
は
時
代

に
よ
り
か
な
り
変
動
が
あ
る
（
ち
な
み
に
現
代
中
国
の
「
市
里
」
は
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）。
従
っ
て
「
数
里
」
を
現
代
の
距
離
で
ど
の
く
ら
い
と
見
積
も
れ

ば
よ
い
の
か
甚
だ
覚
束
な
い
。
し
か
し
、
数
里
を
仮
に
五
─
六
里
と
考
え
、
一
里
を
仮
に
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
す
れ
ば
、
二
キ
ロ
か
ら
二
キ
ロ
半
ほ
ど
。

継
母
が
口
実
を
設
け
て
継
子
に
わ
ざ
わ
ざ
水
を
汲
み
に
行
か
せ
る
距
離
と
し
て
は
ま
ず
妥
当
で
あ
ろ
う
。
重
い
木
製
の
水
桶
（
も
し
く
は
も
っ
と
ず
っ
と

重
い
陶
器
の
水
甕
）
を
頭
に
載
せ
て
運
ぶ
、
あ
る
い
は
水
桶
を
二
つ
天
秤
棒
の
両
端
に
提
げ
て
運
ぶ
と
し
た
ら
、
か
よ
わ
い
少
女
の
足
で
は
片
道
一
時
間

半
ほ
ど
、
休
息
し
た
り
、
水
を
汲
ん
だ
り
す
る
の
に
要
す
る
時
間
を
入
れ
る
と
、
往
復
で
四
時
間
ほ
ど
掛
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
こ
れ
な
ら
継

母
が
魚
を
殺
し
て
処
理
す
る
暇
は
充
分
あ
る
。「
数
百
里
」
で
は
二
〇
〇
キ
ロ
か
ら
二
五
〇
キ
ロ
ほ
ど
と
な
り
、
あ
ま
り
に
も
理
屈
に
合
わ
な
い
。

77	

丈じ
ょ
う
よ余　

一
丈
は
約
三
・
〇
三
メ
ー
ト
ル
。

78	

鬱う
つ
せ
い棲　

糞ふ
ん
じ
ょ
う壌
（
堆た

い
ひ肥
）。
厩
舎
の
汚
れ
た
敷
き
藁
、
家
畜
の
糞
、
台
所
か
ら
出
る
生な

ま
ご
み

塵
芥
な
ど
を
積
み
重
ね
た
山
。
農
家
の
中
庭
に
置
か
れ
た
。
醱は

っ
こ
う酵
し
て

良
い
肥
料
と
な
る
。
た
だ
し
臭
気
が
烈
し
い
。

79	

被ひ
は
つ髪　
「
髪
を
被こ

う
む

る
」。
髪
の
毛
を
ざ
ん
ば
ら
に
す
る
。
髪
の
毛
を
振
り
乱
す
。
髪
の
毛
を
結
わ
な
い
。
漢
民
族
周
辺
の
「
野
蛮
な
」
民
族
の
風
俗
を
も
指

す
が
、
こ
こ
で
は
仙
人
の
よ
う
な
特
異
な
存
在
を
仄
め
か
し
て
い
る
。

80	

金き
ん
き璣
衣
食　

黄
金
・
宝
玉
・
衣
服
。
食
物
。
し
か
し
、
食
物
以
外
は
祈
り
出
し
て
も
継
母
な
ど
の
目
を
逃
れ
て
用
い
る
の
は
極
め
て
困
難
だ
っ
た
ろ
う
に
。

継
母
は
ろ
く
に
美
味
な
食
べ
物
は
与
え
な
か
っ
た
ろ
う
か
ら
、
こ
う
し
た
食
べ
物
を
祈
っ
て
得
た
の
は
不
自
然
で
は
な
い
が
。

81	

翠す
い
ぼ
う紡　

翡か
わ
せ
み翠
の
羽
で
織
っ
た
着
物
。
カ
ワ
セ
ミ
は
水
辺
に
棲
む
小
鳥
で
、
羽
の
色
が
青
く
美
し
い
。「
翡ひ

」
は
雄
で
「
翠す

い

」
は
雌
。
も
っ
と
も
、（
婦
人
部

屋
の
象
徴
と
し
て
文
献
に
出
る
）「
翡ひ

帷い

」「
翠す

い

帳ち
ょ
う

」
は
と
も
に
「
カ
ワ
セ
ミ
の
羽
で
飾
っ
た
帳と

ば
り

」
と
訳
さ
れ
る
（
一
説
に
は
「
緑
色
の
帳
」）
か
ら
、
こ

こ
で
も
「
翠
紡
」
を
「
カ
ワ
セ
ミ
の
雌
の

0

0

羽
で
織
っ
た
着
物
」
と
ま
で
取
ら
な
い
で
よ
か
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
極
め
て
華
麗
に
し
て
豪
奢
・
珍
奇
な

衣
装
で
あ
る
。
想
像
の
産
物
か
も
知
れ
な
い
が
。〔
参
考
。「
鶴か

く

氅し
ょ
う

」
な
る
実
在
の
衣
服
が
あ
る
。
こ
れ
は
道
教
の
道
士
や
学
者
な
ど
が
纏
う
袖
無
し
の
防

寒
着
だ
が
、
普
通
「
鶴
の
羽
で
織
っ
た
着
物
」
と
説
明
さ
れ
る
。
晋
代
に
流
行
し
た
ら
し
い
。
も
っ
と
も
、
鶴
の
羽
だ
け
で
は
織
物
に
で
き
ま
い
か
ら
、

布
地
に
羽
を
織
り
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
六
朝
、
隋
、
唐
以
降
も
実
際
に
鶴
の
羽
が
材
料
に
さ
れ
た
か
ど
う
か
。
な
お
、
色
は
白
と
は
限
ら

な
い
。
道
士
の
鶴
氅
の
場
合
色
は
不
定
だ
が
、「
道
徳
の
あ
る
者
」（
高
位
の
道
士
）
の
そ
れ
は
皁そ

う

衣い

（
＝
黒
衣
）〕
だ
っ
た
と
か
。『
三
国
志
演
義
』（
第

五
十
二
回
な
ど
）
に
諸
葛
孔
明
が
鶴
氅
を
纏
い
車
に
乗
っ
て
登
場
す
る
場
面
が
あ
る
の
は
有
名
〕。

82	

金
の
履く

つ　

純
金
製
の
固
い
履
き
物
で
は
な
い
よ
う
だ
。
輪
郭
の
は
っ
き
り
し
た
単
純
な
事
物
を
好
む
民
話
の
世
界
で
は
こ
れ
で
も
よ
い
の
だ
が
。
前
述
の

ご
と
く
、
ペ
ロ
ー
の
「
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
」
で
は
靴
が
「
ガ
ラ
ス
」verre

か
「
銀
栗
鼠
（
シ
ベ
リ
ア
栗
鼠
）
の
毛
皮
」vair

か
で
論
争
が
あ
っ
た
（
前
掲
注

「verre

」
参
照
）
が
、
ガ
ラ
ス
製
が
民
話
的
感
覚
に
適
合
す
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
後
に
「
其
の
軽か

ろ

き
こ
と
毛
の
如
く
、
石
を
履
む
に
声
無
し
」
と
あ
る
。
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純
金
の
糸
で
べ
た
一
面
に
刺
繍
が
施
さ
れ
た
絹
か
皮
革
で
拵
え
た
履
き
物
と
考
え
れ
ば
よ
い
か
。
た
だ
し
毛
皮
製
と
す
る
の
は
お
か
し
い
。
毛
皮
で
で
き

て
い
る
履
き
物
で
あ
れ
ば
多
少
足
が
大
き
く
て
も
履
け
る
。

83	
海か

い
と
う島　

南
シ
ナ
海
北
部
の
大
島
海か

い
な
ん
と
う

南
島
（
か
つ
て
広
東
省
に
属
し
、
現
在
は
海
南
省
）
を
想
起
さ
せ
る
が
、
な
に
せ
民
話
の
こ
と
、
そ
こ
ま
で
考
証
す
る

に
は
当
た
る
ま
い
。

84	

其
の
左さ

ゆ
う右　

王
の
妃き

ひ
ん嬪

・
側
妾
。

85	

乃
ち
是こ

の
履
を
以
て
之
を
道ど

う
ぼ
う旁
に
棄
て
、
即す

な
わ

ち
人じ

ん
か家
を
遍
歴
し
て
之
を
捕
ら
え
ん
と
す　

意
味
が
通
じ
な
い
。
こ
こ
か
ら
数
句
に
誤
字
・
脱
字
、
あ
る
い

は
脱
文
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
論
者
は
訳
文
に
お
い
て
〔　
　
　

〕
で
文
言
を
補
い
、
い
く
ら
か
脈
絡
を
付
け
た
が
、
こ
の
補
足
は
も
と
よ
り
類
推

に
過
ぎ
な
い
。
大
方
の
ご
高
教
が
得
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

86	

若こ
こ

に
女お

ん
な

の
履
く
者
有
り　

こ
の
読
み
方
は
南
方
熊
楠
（「
こ
こ
に
、
女
の
履
く
者
あ
り
」）
に
従
う
。
あ
る
い
は
「
若も

し
女
の
履
く
者
あ
ら
ば
」
か
。

87	

其
の
母
及
び
女む

す
め　

葉
限
の
継
母
は
葉
限
を
虐
待
し
た
の
で
、
こ
う
い
う
末
路
を
迎
え
た
と
し
て
も
、「
悪
人
へ
の
懲
罰
」
を
求
め
る
の
が
一
般
的
な
民
話

の
世
界
で
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
の
娘
（
葉
限
の
腹
違
い
の
妹
）
は
原
典
の
文
面
で
見
る
限
り
、
特
に
悪
役
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
論
者
が

〔　
　
　

〕
内
で
補
っ
た
よ
う
に
、
偽
者
役
を
演
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
、
い
わ
ば
従
犯
と
し
て
悪
い
母
親
と
も
ど
も
、
物
語
の
結
び
で
処
刑
さ

れ
る
羽
目
に
な
る
の
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ
に
も
類
例
が
あ
り
、（
現
代
日
本
人
の
感
覚
と
し
て
は
悼い

た

ま
し
い
が
）
民
話
と
し
て
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。

88	

飛ひ
せ
き石
の
撃
つ
所
と
な
り
て
死
す　

衆
人
が
受
刑
者
に
投
石
し
、
死
に
至
ら
し
め
る
公
開
処
刑
法
は
（
少
な
く
と
も
）
中
近
東
に
見
ら
れ
る
。
新
約
聖
書
に
、

姦
淫
の
罪
を
犯
し
た
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
こ
の
女
性
を
あ
な
た
は
ど
う
処
置
す
る
か
、「
モ
ー
セ
は
律お

き
て法
に
斯か

か

る
者
を
石
に
て
撃
つ
べ
き
こ
と
を
我
ら
に

命
じ
た
る
が
」（
新
約
聖
書
ヨ
ハ
ネ
伝
八
章
五
節
）
と
律
法
学
者
た
ち
に
問
わ
れ
た
イ
エ
ス
が
「
な
ん
じ
ら
の
中う

ち

罪
な
き
者
ま
づ
石
を
擲な

げ
う

て
」（
同
七
節
）

と
答
え
た
、
と
あ
る
。
一
方
、
中
国
唐
代
に
お
け
る
公
開
処
刑
は
、
市い

ち

で
の
斬
首
だ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
も
こ
の
話
が
中
近
東
方
面
か
ら
の

移
入
で
は
、
と
論
者
が
類
推
す
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
ま
こ
と
に
雑
駁
な
思
い
つ
き
な
の
で
、
識
者
の
ご
示
教
を
請
う
。

89	

懊お
う
じ
ょ
ち
ょ
う

女
塚　
「
苦
し
み
悶
え
る
女
の
塚
」「
辛
い
目
に
遭
っ
た
女
の
塚
」。

90	

媒ば
い
し祀　

供く
も
つ物
を
捧
げ
て
祀ま

つ

る
こ
と
。

91	

上じ
ょ
う
ふ婦　

王
の
妃
嬪
の
階
級
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
最
高
位
か
。〔
参
考
。「
上じ

ょ
う
け
い卿

」
と
い
え
ば
周
代
の
官
制
で
臣
下
の
内
最
高
位
の
者
を
指
す
〕。

92	

珠た
ま　

真
珠
。

93	

百ひ
ゃ
く
こ
く斛　

一
斛
（
石こ

く

）
は
十
斗と

。
一
斗
は
十
升
。
従
っ
て
百
斛
は
一
八
〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
。

94	

徴ち
ょ
う
そ
つ卒　

徴
募
し
た
兵
卒
。

95	

旧き
ゅ
う
か
じ
ん

家
人　

元
の
召
使
い
。
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96	

邕よ
う
し
ゅ
う州　

Y
ōngzhōu. 　

現
在
の
広
西
省
壮チ

ワ
ン

族
自
治
区
南
寧
市
の
あ
た
り
。
唐
代
に
設
置
さ
れ
た
。
唐
代
中
国
の
南
境
に
あ
り
、
現
在
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
国

境
を
接
す
る
（
南
寧
か
ら
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
国
境
ま
で
僅
か
一
六
〇
キ
ロ
）。
南
寧
は
邕よ

う
こ
う江

な
る
河
の
畔
に
あ
る
。
邕
江
は
西さ

い
こ
う江

に
流
れ
込
み
、
西
江
は
更
に

珠じ
ゅ
こ
う江

三デ

ル

タ
角
州
に
注
ぐ
。
従
っ
て
邕
州
は
河
川
路
で
海
洋
（
南
シ
ナ
海
）
と
繋
が
っ
て
い
た
。
珠
江
三
角
州
に
は
古
く
か
ら
中
国
の
南
海
貿
易
の
中
心
都
市

で
あ
り
、
唐
代
半
ば
玄
宗
皇
帝
の
開
元
二
（
七
一
四
）
年
に
中
国
史
最
初
の
市し

は
く
し

舶
司
（
海
上
貿
易
関
係
を
所
管
す
る
官
署
）
が
置
か
れ
た
広
州

Guāngzhōu
（
現
広
東
省
広
州
市
）
が
あ
る
。
広
州
に
は
唐
代
多
く
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
や
ユ
ダ
ヤ
人
が
渡
航
、
か
つ
定
住
し
て
い
た
〔
外
国
人
居
留
地
で

あ
る
「
蕃ば

ん
ぼ
う坊
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
市
域
は
あ
る
程
度
の
自
治
を
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
〕。
ち
な
み
に
、
広
州
に
較
べ
れ
ば
遙
か
北
方
に
位
置
す
る
も

の
の
、
長
江
下
流
（
揚
子
江
）
と
隋
の
煬よ

う
だ
い帝

が
掘
削
さ
せ
た
大
運
河
の
交
叉
点
と
い
う
要
衝
の
地
に
あ
っ
た
揚
州Y

ángzhōu

（
現
江
蘇
省
揚
州
市
）
に

は
、
隋
末
唐
初
、
数
万
の
イ
ス
ラ
ム
系
商
人
が
居
住
し
て
い
た
由
。
揚
州
は
唐
代
、
淮わ

い
な
ん
ど
う

南
道
の
軍
事
・
政
治
・
経
済
の
中
心
で
、
大
都
督
府
の
所
在
地
で

あ
り
、
産
物
の
集
積
地
、
輸
送
中
継
地
と
し
て
栄
え
、
江
南
（
長
江
北
岸
に
位
置
し
た
の
で
、
厳
密
に
は
「
江
南
」
と
言
い
難
い
が
）
随
一
の
繁
華
な
大

都
会
だ
っ
た
（
そ
の
後
五
代
十
国
の
興
亡
に
伴
う
戦
乱
に
よ
り
衰
え
る
）。
こ
う
し
て
見
れ
ば
、
唐
代
に
あ
っ
て
も
既
に
、
中
国
の
長
江
以
南
は
人
口
、
産

業
と
も
に
豊
か
で
、
諸
都
市
で
は
高
度
の
文
化
が
華
や
ぎ
、
海
上
の
道
を
経
由
し
て
、
近
く
は
日
本
、
朝
鮮
、
東
南
ア
ジ
ア
、
遠
く
は
イ
ン
ド
、
中
近
東

と
の
交
流
が
あ
っ
た
。
唐
代
以
降
も
こ
の
地
、
す
な
わ
ち
華
南
は
、
北
方
西
方
諸
民
族
の
侵
攻
な
い
し
支
配
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
北
中
国
、

す
な
わ
ち
華
北
の
大
部
分
よ
り
ず
っ
と
安
定
し
た
生
活
を
享
受
し
得
た
、
と
言
え
よ
う
。

97	

葉し
ょ
う
げ
ん限
〔
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
の
女
主
人
公
に
固
有
名
詞
が
あ
る
の
は
珍
し
い
〕　

こ
の
女
主
人
公
は
ま
た
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
で
は
お
約
束
の
綽
名
が
付
け
ら
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
綽
名
が
実
名
、
と
思
い
違
い
さ
れ
て
訛
伝
し
た
可
能
性
少
な
し
と
し
な
い
。〔
日
本
で
も
、「
シ
ン
デ
レ
ラ
」「
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
」
は

女
主
人
公
の
実
名
だ
、
と
思
い
込
ん
で
い
る
向
き
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
は
な
い
か
な
。
と
は
申
せ
、
実
名
は
つ
い
ぞ
挙
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
の
だ
か
ら
、

ま
こ
と
に
も
っ
て
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
だ
が
〕。

	

　

ち
な
み
に
「
葉
限
」
と
「
灰
」
の
音
の
関
係
を
説
く
見
解
が
あ
る
。『
酉
陽
雑
俎
』
の
邦
訳
者
今
村
与
志
雄
に
よ
れ
ば
、
楊ヤ

ン

憲シ
ェ
ン

益イ
ーY

áng X
iànyì

の
「
中

国
の
掃サ

オ

灰ホ
イ

娘ニ
ャ
ンSǎohuīniáng 

（Cinderella

）
譚
」（『
零
墨
新
箋
』、
中
華
書
局
、
一
九
四
七
）
に
、〈
葉イ

エ

限シ
エ
ン

〉Y
èxiàn

〔
以
上
三
箇
所
の
拼ピ

ン
イ
ン音

は
論
者
が

補
っ
た
〕
は A

schen 

あ
る
い
は A

san 

の
訳
音
で
あ
ろ
う
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
英
語
の
「
灰
」ashes

はA
san 

と
な
る
、
と
い
う
趣
旨
の
記
事

が
あ
る
由
。
こ
れ
は
論
者
の
管
見
に
過
ぎ
な
い
が
、Capeller，s Sanskrit D

ictionary

（1891

） 

に
よ
れ
ば
、
英
語
「
灰
」ashes

に
当
た
る
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
と
し
て
確
か
にA

sa 

な
る
語
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、A

san 

な
い
し A

sa 

の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
音
は
〔
英
語
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
と

も
か
く
〕
現
代
中
国
の
普
通
話
に
よ
る
「
葉
限
」
の
発
音 Y

èxiàn 

と
似
て
い
る
〔
九
世
紀
唐
代
の
長
安
の
住
人
だ
っ
た
段
成
式
が
ど
ん
な
発
音
に
「
葉

限
」
な
る
字
を
当
て
た
の
か
は
論
者
に
は
調
べ
よ
う
も
な
い
が
〕。
し
か
し
、
こ
う
し
た
示
唆
は
、
こ
の
物
語
を
南
中
国
に
招
来
し
た
異
国
の
商
人
や
船
乗

り
な
ど
が
、
灰
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
女
主
人
公
の
綽
名
を
そ
の
母
語
、
あ
る
い
は
そ
の
商
人
や
船
乗
り
な
ど
が
初
め
て
こ
の
物
語
を
聴
い
た
折
耳
底
に
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残
っ
た
ど
こ
や
ら
他
の
国
の
言
葉
そ
の
ま
ま
で
伝
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う
貴
重
な
着
想
だ
、
と
い
う
程
度
に
受
け
取
っ
て
お
け
ば
よ
ろ
し
か
ろ

う
。

98	
コ
ン
ジ
（
豆
っ
子
）　

出
典
の
物
語
で
は
継
子
で
あ
る
女
主
人
公
の
こ
の
名
前
の
由
来
は
不
明
。
し
か
し
、
他
の
朝
鮮
の
類
話
「
大
豆
っ
子
と
小
豆
っ
子
」

（Zaborow
ski, H

ans-Jürgen. Ü
bersetzt aus dem

 K
oreanischen und herausgegeben von: M

ärchen aus K
orea. Eugen D

iederichs 
V

erlag. D
üsseldorf/K

öln 1975. S.57ff. 

〈N
r.27 Soja-K

erlchen und Bohnen-K
erlchen

〉
か
ら
察
す
る
に
、
継
母
に
虐
待
さ
れ
、
ご
飯
の
お
か
ず

は
大
豆
汁
だ
け
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
。
実
子
は
美
味
し
い
小
豆
ご
飯
を
あ
て
が
わ
れ
る
の
で
「
パ
ッ
ジ
」。
た
だ
し
、
物
語
に
よ
れ
ば
、
大
豆
は

と
て
も
栄
養
が
あ
る
の
で
、
コ
ン
ジ
は
美
し
く
、
丈
夫
な
乙
女
に
育
ち
、
小
豆
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
パ
ッ
ジ
は
醜
く
、
か
よ
わ
か
っ
た
、
と
あ
る
。

99	

「
コ
ン
ジ
（
豆
っ
子
）・
パ
ッ
ジ
（
小
豆
っ
子
）」　

崔チ
ェ

仁イ
ン

鶴ハ
ク

編
著
『
朝
鮮
昔
話
百
選
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
四
十
九
。

100	

花
靴　
「
ッ
コ
ッ
シ
ン
」
꽃
신
。
婦
人
（
や
子
ど
も
）
用
の
伝
統
的
な
朝
鮮
の
履
き
物
。
金
具
や
紐
の
無
い
欧
米
の
婦
人
用
短
靴
（
英
語
「
コ
ー
ト
・

シ
ュ
ー
ズ
」court shoes
、
米
語
「
パ
ン
プ
ス
」pum
ps

）
に
形
状
が
似
て
い
る
。
多
彩
な
刺
繍
が
施
さ
れ
て
い
て
優
美
。
現
代
韓
国
女
性
も
韓
服
（
チ

マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
）
を
纏
う
折
に
は
足
袋
（
ポ
ソ
ン
）
と
花
靴
を
履
く
。
伝
統
文
化
で
は
花
靴
の
素
材
は
絹
地
、
刺
繍
の
図
柄
は
花
。
も
っ
と
も
現
代
で
は
、

「
花
靴
」
と
称
し
て
販
売
さ
れ
て
い
て
も
、
材
料
、
図
柄
と
も
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

101	

監カ
ム
サ司　
「
観カ

ン
チ
ャ
ル
サ

察
使
」
と
も
。
李
氏
朝
鮮
に
お
い
て
朝
鮮
八
道
（
李
王
朝
の
置
い
た
行
政
区
画
）
の
そ
れ
ぞ
れ
を
監
察
す
る
従
二に

品ほ
ん

に
当
る
官
職
名
。
国
王
直

属
。
郡
主
な
ど
道
の
地
方
官
（
首
都
の
官
吏
で
あ
る
「
京
官
」
に
対
し
て
「
外
官
」
と
称
す
る
）
の
上
に
立
つ
長
官
で
、
八
道
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
最

高
権
力
者
で
あ
る
。
次
官
で
あ
る
都
事
の
補
佐
を
受
け
、
水
陸
軍
事
面
の
長
官
で
あ
る
兵
使
・
水
使
の
協
力
の
下
、
道
の
統
治
に
従
事
し
た
。
例
。「
全チ

ョ
ル
ラ羅

監カ
ム
サ司
」（
全チ

ョ
ル
ラ羅
道ド

観カ
ン
チ
ャ
ル
サ

察
使
）「
慶キ

ョ
ン
サ
ン尚
監カ

ム
サ司
」（
慶キ

ョ
ン
サ
ン尚
道ド

観カ
ン
チ
ャ
ル
サ

察
使
）。

102	

…
…
足
の
横
側
を
自
ら
包
丁
で
削
ぐ　

こ
の
よ
う
に
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
一
「
灰
か
ぶ
り
」
に
酷
似
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
近
代
に
日
本
を
経
由
し
て
朝
鮮
へ
の

流
入
が
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
編
者
に
よ
る
採
録
が
朝
鮮
が
ま
だ
日
本
統
治
下
に
あ
っ
た
一
九
四
四
年
頃
な
の
で
。
し
か
し
編
者
は
こ
う
述

べ
て
い
る
。

	

　

�　

現
在
、
こ
の
シ
ン
デ
レ
ラ
系
の
継
子
譚
は
、
昔
話
よ
り
も
古
代
小
説
と
し
て
、
最
も
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
く
か
ら
各
地
方
に
伝
承
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
か
つ
て
民
間
伝
承
の
昔
話
を
も
と
に
し
て
、
そ
れ
を
小
説
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

	

　

中
国
か
ら
朝
鮮
へ
伝
播
し
た
も
の
と
考
え
て
も
極
め
て
お
も
し
ろ
い
。

103	

お
う
ふ
と
は
げ
せ
ん　
「
お
う
ふ
」
の
「
お
」
は
女
子
の
名
の
前
に
付
け
て
尊
敬
・
親
愛
の
気
持
ち
な
ど
を
示
す
接
頭
辞
だ
ろ
う
か
。
だ
と
し
て
も
「
う
ふ
」
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は
分
か
ら
な
い
。「
は
げ
せ
ん
」
も
不
明
。
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
が
醜
い
綽
名
か
、
と
思
わ
れ
る
が
。

104	
履
物
の
モ
テ
ィ
ー
フ　

日
本
で
は
、
美
女
が
（
脱
ぎ
落
と
し
た
そ
の
小
さ
い
）
履
き
物
に
よ
っ
て
同
定
・
発
見
さ
れ
る
、
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
は
存
在
し

難
い
。
た
だ
し
上
古
は
別
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
隋
・
唐
代
中
国
な
ど
か
ら
の
舶
載
品
、
あ
る
い
は
そ
の
模
倣
品
で
あ
る
開
放
型
で
は
な
い
婦
人
用
履

き
物
が
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
（
も
と
よ
り
庶
民
に
は
無
縁
だ
っ
た
が
。
と
ま
れ
、
帝

─
光
仁
天
皇
〈
在
位
七
七
〇
─
八
一
〉

─
に
神
授
さ
れ
た
沓く

つ

と

絵
姿
に
よ
っ
て
帝
に
見
出
さ
れ
、
そ
の
后
と
な
っ
た
、
と
い
う
「
吉き

ち
じ
ょ
う
ひ
め

祥
姫
」
の
伝
承
〈
出
雲
地
方
〉
に
注
目
）。
し
か
し
降
っ
て
は
、
日
本
の
履
き
物
は
開

放
型
だ
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。
厳
密
に
言
え
ば
、
公
卿
の
儀
式
用
の
沓
、
蹴け

ま
り鞠
に
用
い
る
沓
、
武む

し
ゃ者
の
毛
沓
、
禅
宗
な
ど
の
僧
侶
の
沓
、
雪
国
の
藁
沓
、

じ
か
に
地
面
を
踏
む
履
き
物
と
し
て
の
革
足
袋
や
刺
し
子
縫
い
の
丈
夫
な
布
足
袋
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
し
か
し
妙
齢
の
美
女
が
か
よ
う
な
も
の
を
履

く
わ
け
は
な
い
か
ら
、
そ
こ
ま
で
問
題
に
す
る
に
は
当
た
る
ま
い
。
論
者
が
こ
こ
で
指
し
て
い
る
の
は
無
論
草
履
、
下
駄
の
類
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ら
は
履
き
物
よ
り
足
が
多
少
大
き
く
と
も
履
く
の
に
さ
し
て
支
障
が
無
か
っ
た
。
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
掛
け
て
の
江
戸
・
東
京
の
職
人
衆
の
雪せ

っ

駄た

文
化
に
至
っ
て
は
、
踵
が
ち
ょ
い
と
は
み
出
る
く
ら
い
の
が
よ
い
、
と
さ
れ
て
お
り
、
突
っ
か
け
て
履
く
も
の
で
、
下
ろ
し
立
て
の
紺
足
袋
の
踵
が
地
面

に
触
れ
泥
で
汚
れ
て
も
、
こ
れ
を
粋
と
し
た
の
で
あ
る
。

105	

関
敬
吾
編
著
『
日
本
昔
話
大
成
』　

全
十
二
巻
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
三
。
同
書
第
五
巻
、
八
九
ペ
ー
ジ
以
降
。

106	

沓く
つ　

『
日
本
昔
話
大
成
』
で
は
こ
の
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
ん
な
履
き
物
か
不
明
。

107	

…
…
嫁
入
り
す
る　

こ
れ
ま
た
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
一
「
灰
か
ぶ
り
」
に
酷
似
し
て
い
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
が
流
入
し
た
近
代
に
日
本
の
民
話
ら
し
く
翻
案
さ
れ
た
可
能
性

も
少
な
く
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
播
し
た
も
の
と
考
え
る
と
お
も
し
ろ
い
。
採
録
地
は
半
島
に
近
い
、
と
言
え
る
の
で
。
ま
た
は
、
中

近
東
か
ら
広
州
、
寧ニ

ン
ポ
ー波
（
浙
江
省
寧
波
市
。
唐
代
の
明
州
。
室
町
時
代
日
明
交
易
の
中
国
側
拠
点
）
と
伝
播
し
て
来
た
話
を
、
勘か

ん
ご
う合
貿
易
に
従
事
し
た
者

や
、
あ
る
い
は
倭わ

こ
う寇

な
ど
が
中
継
地
あ
る
い
は
根
拠
地
の
北
九
州
、
た
と
え
ば
松ま

つ
ら浦

、
博
多
辺
り
に
齎
し
た
、
と
い
う
可
能
性
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。

108	 『
落お

ち
く
ぼ窪
物
語
』　

所
弘
校
注
『
落
窪
物
語
』（
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
二
十
六
初
版
）、
藤
井
貞
和
校
注
『
落
窪
物
語
』（
新
日
本
古
典
文
学

大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
）、
室
城
秀
之
訳
注
『
新
版　

落
窪
物
語
』
上
・
下
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
角
川
書
店
）
な
ど
。

109	

腹
違
い
の
姉
妹
た
ち
で
あ
る
三
の
君
と
四
の
君　

女
主
人
公
が
左
近
少
将
に
救
出
さ
れ
、
や
が
て
少
将
の
母
で
あ
る
左
大
将
の
北
の
方
と
晴
れ
て
対
面
す

る
折
、「
姫
君
は
、
げ
に
た
だ
の
人
な
ら
ず
、
あ
て
に
気
高
く
て
、
十
二
ば
か
り

0

0

0

0

0

〔
傍
点
論
者
〕
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
ま
だ
い
と
若
う
、
い
は
け
な
う
を
か

し
げ
な
り
」（「
巻
之
二
」。
所
弘
校
注
『
落
窪
物
語
』
二
七
〇
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
の
で
驚
倒
さ
せ
ら
れ
る
（
な
に
し
ろ
「
姫
君
」
は
こ
の
時
既
に
懐
妊
し
て

い
る
の
で
あ
る
）。
け
れ
ど
も
こ
の
年
齢
は
ど
う
や
ら
誤
り
で
、
本
当
は
十
七
歳
と
の
設
定
。「
四
の
君
」
は
こ
の
頃
十
四
歳
だ
っ
た
の
だ
が
、
女
主
人
公

の
三
歳
下
で
あ
る
旨
「
巻
の
四
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
。
い
わ
く
「〔
四
の
君
は
〕
こ
の
北
の
方
〔
＝
女
主
人
公
〕
の
三
つ
が
弟
に
て
〔
後
略
〕」（
前

掲
書
三
四
八
ペ
ー
ジ
）。「
三
の
君
」
の
年
齢
は
実
は
不
明
だ
が
、
物
語
の
発
端
か
ら
既
に
通
婚
し
て
い
る
の
で
、
女
主
人
公
よ
り
年
上
と
仮
定
し
て
み
た
。
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そ
こ
で
「
姉
妹
」
と
表
記
し
た
し
だ
い
。「
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
」
や
「
ア
ッ
シ
ェ
ン
プ
ッ
テ
ル
（
灰
か
ぶ
り
）」
の
場
合
、
い
ず
れ
も
継
母
の
連
れ
子
は
女
主

人
公
よ
り
年
上
と
い
う
印
象
を
与
え
る
が
、
こ
の
物
語
で
は
そ
う
で
は
な
い
わ
け
（
ま
た
連
れ
子
で
も
な
い
が
）。

110	
日
本
の
草
履
や
下
駄
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
開
放
型
だ
と
、
こ
れ
を
履
け
る
こ
と
が
所
有
者
を
同
定
す
る
テ
ス
ト
は
成
立
し
難
い　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た

履
き
物
が
一
般
的
だ
っ
た
、
あ
る
い
は
裸
足
が
一
般
的
だ
っ
た
地
域
で
は
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
型
民
話
は
存
在
し
難
い
は
ず
で
あ
る
。「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
は
確

か
に
世
界
の
東
西
に
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
地
域
特
殊
型
で
は
あ
る
（
し
か
し
な
が
ら
時
代
に
よ
っ
て
は
あ
り
得
る
。
前
掲
注
「
履
物
の
モ

テ
ィ
ー
フ
」
参
照
）。

111	

…
…
と
て
も
こ
の
種
の
物
語
の
要
因
に
は
な
ら
な
い　

Ａ
・
Ｂ
・
ル
ー
ト
『
シ
ン
デ
レ
ラ
・
サ
イ
ク
ル
』
第
三
章
の
内
「
履
き
物
と
し
て
の
ス
リ
ッ
パ
な

い
し
サ
ン
ダ
ル
」T

he slipper or sandal as foot-covering

の
節
。

結
び
に
一
言
。

　

シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
に
つ
い
て
は
既
に
一
度
、
拙
著
『
昔
話
の
東
と
西　

比
較
口
承
文
芸
論
考
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
六
）
の
冒

頭
で
「
ま
え
が
き
に
代
え
て　
「
灰
か
ぶ
り
」
東
西
」
と
題
し
、
一
八
ペ
ー
ジ
に
亘
っ
て
ざ
っ
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
は
そ
れ

を
大
幅
に
増
補
・
改
訂
し
た
。
顧
み
る
に
、（
下
地
も
あ
っ
て
の
こ
と
だ
が
）
長
年
の
教
員
生
活
で
い
つ
し
か
習
い
性
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
お
談
義
癖
が
な
ん
と
し
て
も
矯
め
ら
れ
ず
、
注
で
恣
に
饒
舌
を
振
る
っ
て
い
る
。
げ
に
お
恥
ず
か
し
い
限
り
な
り
。

　

な
お
、「
花
靴
」
の
注
の
一
部
（「
伝
統
文
化
で
は
花
靴
の
素
材
は
絹
地
、
刺
繍
の
図
柄
は
花
」）
に
加
え
て
、「
花
靴
」
の
ハ
ン
グ
ル

表
記
の
ロ
ー
マ
字
入
力
法
お
よ
び
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
つ
い
て
は
、
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
の
大
野
淳
一
教
授
か
ら
ま
こ
と
に
懇
切
な

ご
示
教
を
た
ま
わ
っ
た
（
も
と
よ
り
、
論
者
の
逸
脱
、
誤
謬
は
大
い
に
あ
り
得
る
。
注
の
記
事
が
論
者
一
個
の
責
任
に
帰
す
る
こ
と
は

お
断
り
す
る
ま
で
も
な
い
）。
大
野
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
大
東
文
化
大
学
元
教
授
蜂
屋
邦
夫
博
士
は
、
鶴
氅
に
関
す
る
論
者
の
あ
ど
け
な
い
質
問
に
対
し
、
少
な

か
ら
ぬ
典
拠
を
添
え
て
詳
細
な
ご
回
答
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。「
翠す

い

紡ぼ
う

」
の
注
に
お
け
る
論
者
の
〔
参
考
〕
な
る
記
述
は
、
最
後
の
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一
行
を
除
き
、
こ
の
お
教
え
の
ま
さ
に
「
氷
山
の
一
角
」
に
過
ぎ
な
い
。
蜂
屋
大
兄
、
な
に
と
ぞ
ご
宥
恕
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
。




